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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ユイカの唇くちびるが目の前にあった。

　いつも怒おこってばかりいるけど、本当は優やさしい、オレの幼なじみ。つやつやで、ぷるぷるの、可愛かわいらしい、柔やわらかそうな唇だ。オレは思わず息を吞のむ。

　恥はじらいのために頰ほおを真っ赤に染めたユイカは、伏ふし目めがちにオレの様子をうかがう。

　ああ、これは夢だ。またあのときの夢だ。

　田た中なか係長と拳こぶしを交えたあの夜の……ファミレスで、ユイカと二人きりだったあの時。

　オレとユイカは、ちょっとだけいいムードになっていた。

　そして……言葉では、何も言わない。でも、「キスしてもいいよ？」とユイカの表情が告げていた。

　こんなにも素す敵てきな女の子が、オレの手の届くところにいる。

　それが信じられなかった。今のユイカならば、オレが何をしても拒こばまないだろう。

　オレはこれが夢であることを自覚していた。

　でも、ドキドキが止まらない。

　こんなに幸せな時間というものが、確かにあるんだ。

　ユイカは小さく瞬まばたきした。早く、と催さい促そくしているようだった。

　オレは意を決して、そっと、少しずつ、唇をユイカのそれに近づけた。
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　そして、またいつものように、唇と唇が触ふれる寸前で目が覚めた。




　　　　＊




「気が付いたかい」

　オレが目を覚ますと、金きん髪ぱつの美女と栗くり色いろの髪かみの少女が、心配そうな面おも持もちでオレの顔を覗のぞき込んでいた。

　オレは……どうしたんだっけ？　ここはどこだ？

　きょろきょろと見回すと、そこは見慣れた風景だった。書類がうずたかく積まれたデスク、フル稼か働どう中のコピー機、行事予定がぎっしりと書かれたホワイトボード……その周りをオレの同どう僚りようたちが慌あわただしく走り回っている。

　オレの職場──『ワクワクフーズ株式会社』本社ビル七階の総務部総務課室だ。

　たぶん気を失っていたのは２時間くらいだろう。日は暮れて窓の外は真っ暗だ。

「やっと目を覚ましたか、この軟なん弱じやく者が」

　オレに冷たい一いち瞥べつを寄よ越こしたのは、現在の上司である斉さい藤とう係長だ。総務課四天王の一人で、さまざまな武道の心得があるマッチョ系係長。部下へのパワハラは日常茶さ飯はん事じ、若手を次々と使い潰つぶすその手口から、『新ルーキ人ー・ク潰ラツしシヤー』という異名を持つ、筋金入りの社しや畜ちくである。

　社畜。

　労働だけを楽しみに、残業だけを生きがいにして日々を過ごす仕事の亡もう者じや。家族を犠ぎ牲せいにし、健康をかえりみず、ただひたすら会社に奉ほう仕しすることで頭がいっぱいな、哀あわれな社会の歯車。

「労働とは死ぬことと見つけたり！　俺も過労死するまで働くぞ！」

「有ゆう給きゆう休きゆう暇かを取るような非国民は、日本から出ていけッ！」

「24時間も連続で働けないだと？　ふざけるな、うちの店は24時間営業だ！」

「俺はお前の上司だぞ？　セクハラをして何が悪い!?」

　そんな暴言を当たり前のように言い放ち、働く者の幸福を脅おびやかす、日本社会にはびこる病びよう魔まどもだ。

　オレは立たち花ばなアキト。病気の姉ちゃんの治ち療りよう代を稼かせぐため、高校を中退し、やむなく超ちよう絶ぜつブラック企き業ぎようとして名高い『ワクワクフーズ』に入社した。だが、心まで企業に売りとばしたわけでは決してない。信しん頼らいできる仲間たちとともに、定時退社を賭かけて社畜どもと熾し烈れつなバトルを繰くり広ひろげている。

　オレたちのような連中を、人は『反社畜』と呼ぶ。

「そうか、オレはあのコにやられて……」

　頭が覚かく醒せいしてくるにつれ、状じよう況きようが次し第だいにつかめてくる。

　いつものように定時で職場を飛び出したオレたちの前に立ちはだかったのは、謎なぞの少女だった。年は中学生くらい、つつじ色の長い髪の女の子で、何やらただ者ではない雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。そしてその子は、突とつ然ぜん、指先から強い稲いな妻ずまの一いち撃げきを繰り出して……オレは気を失ってしまったんだ。

　オレが来客用のソファーから身を起こすと、

「あ、まだ無理しちゃダメよ」

　栗色の髪の少女がそれを制した。

　彼女の名は桜さくら野のユイカ。夜間定時制の高校に通いながら総務課でアルバイトをしている、気の強い女の子だ。パステルブルーのブラウスにアヤメ色のスカート、首には可愛いシロクマのペンダントを下げている。以前は『ワクワクフーズ』系列のラーメン屋で働いていたのだが、ひょんなことから本社勤務に移った。オレとは幼よう稚ち園えんのときによく一いつ緒しよに遊んでいた仲だ。父親を働き過ぎで亡なくしたこともあって、働く者の権利と生命を軽かろんじる社畜たちへの怒いかりはひときわ大きい。

「カフェオレでも飲むかい」

　そう言ってオレに紙コップを差し出したのは、黒のスーツに身を包んだ金髪の美女、神楽かぐらレイラ。総務課で働くオレの先せん輩ぱいだ。冷静沈ちん着ちやくなその物もの腰ごしから、みんなに『クールさん』と呼ばれている。オレが入社する前から、たった一人で社畜相手の戦いを始めた凄すごい人だ。驚きよう異い的な仕事の処理能力を誇ほこり、普ふ通つうの人なら一週間はかかる業務をたった半日でこなしてしまう。イケメンな言動で全女子社員を魅み了りようする反社畜界のジャンヌ・ダルクだ。

　うなずいて、オレは紙コップを受け取る。ゴクゴクと喉のどを潤うるおすと、少し気分が楽になってきた。

「よし、全員そろったな。では紹しよう介かいするぞ」

　オレの様子を確かく認にんした斉藤係長は、そう言って周囲の社畜たちを見み渡わたした。

「おいオマエら。ちょっと仕事の手を休めろ」

　だが、社畜たちは斉藤係長のその言葉が聞こえなかったかのごとく、バタバタと慌ただしく仕事を続けている。

「聞こえねえのかオマエら。少し俺の話を聞け」

　やや怒ど気きを強めて係長は声を張り上げたが、その言葉に反応する者は誰だれもいなかった。

「だから仕事の手を休めろっつってんだよクソどもが！」

　さらに強い口調で係長は怒ど鳴なったが、誰も反応しない。

　完全にスルーされている。

「静まれ、静まれい！　この紋もん所どころが目に……静まれ、静まれよ、静まれ、おい！　おいコラ！　静まらんか！」

　普ふ段だんは上司の言うことに絶対服従の社畜たちだが、「仕事の手を休めろ」という命令にだけは、おいそれと従えないらしい。きっと仕事を止めると心臓マヒで即そく死しする呪のろいにでもかかっているんだよこいつら。社畜ってのはそういう生き物なんだよきっと。

　斉藤係長は５分くらいかかってようやく課のみんなを大人しくさせた。

「ふう。改めて紹介する。ほら、来なさい」

　大おお柄がらな斉藤係長の後ろから、スッと小こ柄がらな女の子が現れた。あのコだ。ついさっき、オレに電でん撃げきを食くらわせた、つつじ色の髪の、謎の女子中学生。今は、紺こん色いろのレディーススーツに身を包んでいる。まるで今から仕事でもするかのような恰かつ好こうだな。スーツは明らかにサイズがブカブカで合っていない。

「これからお前たちと一緒に働く、和わ久く村むらミウさんだ。本日付けで正規採用されたところだ。よろしくしてやってくれ」

　……一いつ瞬しゆん、オレは係長が何を言っているのか分からなかった。

　いっしょにはたらく？　何それ？　この小さな女の子が？

「初めまして。社畜界のスーパーヒロイン、和久村ミウよ。趣しゆ味みは歌とダンス。好きな食べ物はショートケーキと玉ねぎ。好きな言葉は『唯ゆい我が独どく尊そん』と『傲ごう岸がん不ふ遜そん』。総務課四天王の五人目として、あなたたちの上に君臨する予定だからよろしくね♪」

　えっと。

　その自己紹介を始めたってことは、モブキャラじゃないというアピールなんだろうけど……。

「係長。中学生を雇やとうのは、労働基準法第56条『使用者は、児童が満十五歳に達した日以後の最初の三月三十一日が終しゆう了りようするまで、これを使用してはならない』に違い反はんしますよ？」

　と、即そく座ざにツッコミを入れたのはクールさん。ちょっと条文が回りくどいが、要するに「中学生以下は原則働かせるな」って法律で決まっているってことだ。

「誰が中学生ですか、痴しれ者ものめ！」

　すると女の子は、キッとクールさんを睨にらみつける。

「こほん。私は中学生ではありませんわ。もう16歳です！」

　なんだ、オレやユイカより一コか二コ年下なだけか。でもそれにしては小さいな。身長もそうだけど、胸とかも。

　というか……『和久村』って、えっ？

　その苗みよう字じ、何だか聞いたことがあるぞ。えっと、ほら……。

　オレの表情に気付いたのか、少女はもったいぶった笑えみを浮うかべた。

「そう、ワクワクグループ創業者、和久村権ごん蔵ぞうの一族にして、現社長・和久村平へい助すけの娘むすめ、そして総務課四天王の五人目、和久村ミウとは私のことですわよ！」

「彼女はな、ありとあらゆる社畜の英才教育を受けた社畜エリートなのだ」

　と、斉藤係長が我がことのように自じ慢まんした。何だよ社畜の英才教育って。

「つい最近、本場アメリカの社畜養成大学を飛び級で卒業して帰国したところだ。社畜に必要なすべてのスキルを兼かね備そなえた才女なのだ」

　意味分かんねえよ。

「本場アメリカって何だ？　社畜の本場はここ日本だろ？」

「それはともかく！　こ、これだけわざとらしくアピールしているのに、誰もツッコまないのはどういうことです!?」

　和久村ミウと名乗った女の子は、オレたちをキッと睨みつけた。

「……？」

「私は総務課四天王の五人目！　総務課四天王の五人目の、和久村ミウなのですよ！」

「……ああ！」

　ようやく納なつ得とくがいった。

「もしかして『四天王なのに五人目がいるのはおかしいだろ！』ってツッコんでほしかったのか？」

「そう、そのとおり！　ようやくそこに気付くとはずいぶんなウスバカゲロウなのですね、あなたは！」

　いや、でも四天王に五人目がいるのは、もはやお約束のギャグだし……。

「使い古されたネタだからたいして面おも白しろくもないよな」

「それに、あんたの自己紹介はツッコミどころが多すぎてツッコミきれないのよ」

　オレがドライに応じると、ユイカも冷めた口調でつぶやいた。

「キーッ！　何ですって！　徹てつ夜やで考えたネタなのに！」

　そんなことのために徹夜とかすんなよ。まったく社畜ってやつは……。

　オレがため息をついていると、意外なところから声が上がった。

「もしや……もしやと思いはしたが……」

　まじまじと和久村を見つめてつぶやいたのは、斉藤係長の側近とも言うべき社畜、松まつ田だだ。ちょっとオタクっ気がある、ヒョロッとした二十代後半の青年だ。

「その特とく徴ちよう的なアニメ声……もしかしてあなたは、『根ね津づ畑はたラク』の中の人では？」

「そのとおりよ♪」

　根津畑ラク。オレも知ってるぞ。確か、社畜系バーチャルアイドルとして、最近動画サイトなんかで大人気の美少女キャラクターだ。また、そのキャラクターを用いた音声ソフトウェアの名前でもある。曲と歌詞を入力したら、音声が自動で生成されて歌を歌ってくれるんだったよな。自作の楽曲をキャラクターに歌わせて手軽に発表できるのでウケている。

　ソフトのパッケージに描えがかれているアニメ調のイラストも、可愛かわいくて人気があるんだよな。

「そうか、あの音楽ソフトの『根津畑ラク』か。お前、あの合成音声の主なのか」

　オレが納得しながら言うと、

「合成音声、という表現は正確ではないな」

　松田に訂てい正せいされてしまった。

「『根津畑ラク』は、音声合成ソフトなどよりもずっとリアルな、生身の人間のような声を作り出すことのできる画期的なソフトウェアなのだ。まさに日本の科学技術が誇る、一大イノベーションだ！」

　ほう。

　オレは『根津畑ラク』の有名曲のメロディを思い浮かべた。『ラクラク☆ハッピーデスマーチナイト』って曲だ。以前、ユイカと一緒にファミレスで聞いた。つい先日までの上司だった田中係長との決戦を行う直前のことだ。





「わたしとあなた　今宵こよいは朝まで　二人だけのデスマーチ♪」






　そう言われてみれば、あの歌声には、音声合成ソフト特有の機械音っぽさは一いつ切さいなかった。うん、松田の言うとおり、すごくリアルな、まるで生身の人間の声だった。

「最近の音声合成ソフトって凄いんだな」

「だーかーらー！　音声合成ソフトとは違ちがうと言っておるだろうが、この愚おろか者が！」

　松田が凄い剣けん幕まくで怒おこる。何が違うんだよ。

「もう一度言う。『根津畑ラク』は音声合成ソフトではない。歌詞を入力し、楽曲を編集することのできる音楽製作ツールはついているが、ユーザーが自分で『根津畑ラク』に歌を歌わせることはできない」

「えっ。じゃあ一体どういう仕組みなんだ」

　オレの問いに、和久村が答える。

「こういう仕組みですわ。『根津畑ラク』の購こう入にゆう者は、ソフトウェアに付属しているツールを使って、自分の楽曲を作詞・作曲し、データを入力する。そしてそのデータを、ネットワークを使って送信する。送信されたデータはすべて、『根津畑ラクの中の人』である私のところに送られてくる。そして送られてきた楽曲を、すべてその日のうちに私が歌い上げて、その音声データを速すみやかにユーザーに返信しますの」

　えっ、ちょっと言ってる意味が分からないですね。

　オレが頭に「？」マークを浮かべていると、松田が助け船を出した。

「例えばお前が曲作ったとするよな。お前に音楽の才能などあるはずがないが、仮にあったとして、何でもいい、曲を作ったとする」

「うん」

「で、その曲データを公式サイトから送信したら、『根津畑ラクの中の人』である彼女がその歌を歌いあげて、次の日の朝にはすでにお前のところに完成された歌声が届けられているという仕組みだ」

「いやいやいや」

　やっぱり意味分かんねえよ。

「だってネットの動画サイトには、一日に何百コも根津畑ラクの新曲がアップされてるんだぞ。それを全部このコが毎日実際に歌ってるってことかよ？　そんなまさか……」

「そのまさかだ」

　いやいや頭おかしいだろ！　どんだけ手間かかるんだよ！　「まるで生身の人間のような声」も何も、思いっきり生身の人間の声じゃねーか！　音声合成技術はどこ行ったんだよ！　日本が世界に誇ほこる音声合成技術は！　一周回ってローテクになってるじゃねえか！

「まあ原点回帰ということだな」

　それ原点回帰と違う！　じゃあお前らもパソコンやコピー機を一切使わずに全部手書きで仕事の書類とか作ってみろよ！　お前らが言ってるのは結局そういうことだろ!?　と思ったけど社しや畜ちくたちなら本当にやりかねないのでオレは黙だまるしかなかった。

「というわけで」

　と斉藤係長が和久村に視線を移した。

「景気づけに、一曲歌ってくれや」

「りょーかい♪」

　和久村はいつの間にかマイクを握にぎっていた。急に総務課室の照明が落ちる。和久村の姿がスポットライトで照らされた。


「残業なんて、ラックラク♪」



　和久村の甘い美声が総務課室に響ひびき渡わたる。同時に、それまで着ていた上着を脱ぬぎ払はらう。中から現れたのは、アイドル風の黒とピンクの衣い装しようだ。





「キミと一いつ緒しよに　法律の規制を超こえて　どこまでも行くわ♪

　永遠に休みのない労働に　私はもう夢中よ　離はなさないわ♪」






　先ほどまでの無ぶ愛あい想そな表情が噓うそのような満面の笑みで、キレッキレのダンスとともに熱唱する和久村。松田を筆頭に社畜たちもノリノリだ。

　さすがに歌めっちゃ上手うまいな。歌詞は労働基準法に真っ向からケンカを売るようなクッソふざけた内容でちっとも共感できなかったが、その透とう明めい感かんのある見事な歌声に、オレは聞き入ってしまった。

「ラクちゃ～ん！　最高！」

「ラクちゃんマジ過労死！」

「宇宙一居残るよ！」

　熱い声せい援えんが和久村に向けて寄せられる。いつの間にか社畜たちの手には色とりどりのサイリウムが握られていた。独特のキモい動きを伴ともなった激しい踊おどり──いわゆるオタ芸を披ひ露ろうしている者もいる。

　松田にいたっては、感動のあまり涙なみだまで流しながら、

「ああ、やっぱり根津畑ラクの初期曲は最高だな。この時期に動画サイトにアップされた曲は、どれもＰＶはまだお粗そ末まつで演出はシンプルだが、『聞かせる』曲が多いんだ。とにかく勢いがあったな。『社畜ソング』というそれまでになかったジャンルが突とつ如じよ出現したことで、世の中に埋うもれていた、才能のあるアーティストが一気に現れたんだ」

　とか思いっきり語り出す始末だ。

　オレは他人ひと事ごとのようにそれを眺ながめていた──つもりだったが、

「ちょ、ちょっとアキト！　あんたいったいどうしたのよ？」

　突とつ然ぜん、動どう揺ようもあらわにユイカが声をかけてきた。え？　何がどうしたって？　オレは和久村の歌を静かに聞いているだけ──って、あれ？

　なんかオレの身体からだが勝手に動いてるぞ!?　足が軽かろやかにリズムを刻んでる！　つうかオレ、いつの間にかサイリウムをめっちゃノリノリで振ふってる！　社畜たちと並んで、リズミカルにオタ芸を披露してる！　何してんのオレ!?

　何だかすごくいい気分に……おかしいな。何だかオレ、無む性しように残業がしたくなってきた。

　というかオレってそもそも何で定時で帰りたいんだったっけ？　あっれー？

「ふふ……見事に和久村の社畜スキル『不思アリス・議のイン・国のワーカ社畜ホリツク』の虜とりこになっておるな」

　斉藤係長がそう言ってほくそ笑えむのが聞こえたが、オレはもうなんかそれどころじゃなかった。

　残業したい！

　今すぐ残業したい！

　何が何でも残業したい！

　和久村の歌に合わせてリズムをとりながら、オレは自分の机へと向かっていった。パソコンの電源を入れ、明日処理するはずだった書類を引き出しから取り出す。

「アキト！　アキト！　正気に戻もどって！　しっかりしなさいよ、バカ！」

　ユイカがオレの肩かたをゆする。ははは、変なことを言うユイカだなあ。オレはいつだって正気さ。定時後も居残って仕事をするのは、社会人として当たり前じゃないか。いったい何を言っているんだ。

「立花くん！　しっかりするんだ！　キミの大事なお姉さんが病室で待ってるんじゃないのかい？」

「オレの……姉ちゃん？」

「そうだよ、キミの素す敵てきなお姉さん。分かるよね？」

「そうだ。オレ、姉ちゃんの治ち療りよう費を稼かせぐために、バリバリ働かないと！」

　クールさんの言葉にますます発奮したオレは、無我夢中でキーボードを叩たたき始めた。次し第だいに頭が冴さえてくる。今のオレは、できるサラリーマン！　たとえどんな残業だろうが、余よ裕ゆうでこなしてみせるッ！

　心の奥では、もう一人のオレが何か言っているような気がしたけど、まるで気にならないね。ああ、仕事って何て楽しいんだろ。今なら二徹てつでも三徹でも余裕でこなせそうな気がするぜ。残やってやる！　残やってやるぞ！　もっと仕事を！　この棚たなのココからココまでの仕事を全部くれっ！

　オレは燃えていた。一心不乱に手を動かして、仕事に立ち向かっていく。




　──結局オレはその日、終電ギリギリまで仕事をしてしまったのだった。
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　その数日後、貢みつぎ物もののカフェオレを差し出しながら、職場の休きゆう憩けい室でひたすらユイカに平身低頭しているオレの姿があった。

「で、何か言い訳は？」

「いや、もうまことに面めん目ぼくない」

　ついつい和久村の歌声に乗せられて、三営業日連続で終電間ま際ぎわまで残業をした結果がこれですよ。いやまいったね。

　どうやら和久村の『不思アリス・議のイン・国のワーカ社畜ホリツク』が効果を及およぼすのは、萌もえコンテンツに反応しちゃう人種だけらしくて、そんなのに興味のないユイカやクールさんは影えい響きようを受けないらしい。それでもオレが骨ほね抜ぬきにされているものだから、ユイカやクールさんまで足を引っ張られる形になっている。結果、総務課の反社畜陣じん営えいは連戦連敗だ。

　一方、社畜どもの盛り上がりは、かつてないほどに高まっていた。それほど社畜ではなかった連中も、「残業するぞ」「残業するぞ」「残業するぞ」と気合いを入れまくっている。かなり異様な光景だ。和久村の存在が、総務課の雰ふん囲い気きをガラリと変えてしまった。

　アルバイトとして働いているユイカは、夜には定時制高校に通っている。今は夏休みだから基本的に授業はないのだが、だからといっていつまでも居残ってもいいというものでもない。少しでも早く帰りたいはずだ。

「あんなちっちゃいコにデレデレしちゃって、みっともないわね」

　デスクチェアにどっかと座って足を組み、受け取った紙カップのカフェオレをがぶ飲みするユイカ。

「いや、デレデレはしていない」

「噓つきは社畜の始まりよ？」

「噓じゃねえよ。なぜなら、オレはちっちゃいよりもおっきい方が好みだからだ」

「……」

　うわっ、ノーリアクションだ。これはガチで怒おこってるな。怒いかりのあまりおっぱいがプルプルと震ふるえている。

「ミサキお姉さんも、あんたが来ないから心配してるわよ」

　長期入院中のオレの姉ちゃんとは、メールのやり取りをする仲らしい。

「アキトはバカだから期末テストで全教科赤点を取っちゃって必死こいて補習受けてますって返事出しておいたけど」

「おい」

　姉ちゃんは、オレが学校を辞やめて働いていることを知らない。明るく楽しい高校生活を送っていると信じている。だから残業で見み舞まいに行けないときはそうやって偽ぎ装そう工作をする必要があるわけだけど……いくら何でも全教科赤点はねえだろ。

　というかこいつ、オレのことを勝手に勉強のできないアホの子だと思い込んでないか？

「言っとくけど、あたしだってミサキお姉さんに噓なんかつきたくないんだからね」

　ユイカはふくれっ面つらでストローを口に含ふくむ。確かに、オレの姉ちゃんは天使のような人ひと柄がらだから、噓つくと良心が痛むんだよね。

　オレはどうしたらいいんだろう？　考えるまでもない。残業で失った信しん頼らいは、定時退社で取り戻すしかない。

「今日は、必ず定時で帰るよ」

「そう願いたいわね。仲間として、言っておくわ。反社しや畜ちくの名に傷をつけるようなマネだけはしないでちょうだい」

　総務課に来たばかりの頃ころ、ユイカはオレのことをなかなか反社畜として認めてはくれなかった。今では、こうして一緒に戦う仲間という前提で話をしてくれる。ありがたいことだと思う。

　まあオレは単に仲間としてだけでなく、もっとプライベートに、ユイカと仲良くなりたいという気持ちがあるんだけど──。

「ほら、これあげるから」

　ユイカが差し出したのは、百円ショップで買ってきたらしい、耳みみ栓せんだった。

「あのちっちゃいコの最大の武器は『歌』なんだから、これ一つで対策できるでしょ」

「そ、そうだな。サンキュ」

　ありがたく受け取っておく。言われてみれば、あいつの歌さえ聞かなければ、ついうっかり残業をしてしまう、ということもないわけだ。これは心強い防具になる。

「よし、これで今日からはちゃんと帰れるな」

　気をよくしたオレは、つい鼻歌を歌ってしまい──。

「ちょ、あんたその歌……」

「あ……」

　オレは苦笑いした。ユイカは、呆あきれ顔がおで胸むな元もとのシロクマのペンダントを握にぎりしめる。

　オレがうっかり歌ってしまったその鼻歌は、『根津畑ラク』の持ち歌だったのだ。いつの間にか癖くせになってしまったようだ。中毒性が半はん端ぱない。我ながら、先が思いやられるな。

「そもそもあんた、あのコとちゃんと戦えるの？」

「どういう意味だ？」

「とぼけないで。あのコの顔面をグーで殴なぐることができる？」

「で、できるさ」

　オレは強がったが、内心でぎくりとしていた。確かに、和久村はかなり可愛かわいい女の子だ。女の子の顔を、オレは殴れるだろうか。

　相手がおっさんなら──例えば斉藤係長なら、オレは何の躊ちゆう躇ちよもなく、渾こん身しんの力を振り絞った拳げん骨こつを容よう赦しやなく顔面に叩きつけることができる。だが、女の子を相手に、オレはそんなことができるだろうか。

「たとえ相手が誰だれであろうと、社畜は社畜よ。それを忘れないで」
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　昼休みが終わりに近づいてきたので、オレは自分のカフェオレを飲み干してから総務課室の自分のデスクへと戻った。社畜たちは、すでに午後の仕事を始めている。昼飯抜ぬきで午前中からぶっ続けで仕事をしている者もいるようだ。相変わらず忙いそがしい職場だ。

　時間が来たので、引き出しから書類を取り出して、やりかけの仕事に取り組む。

「新規雇こ用よう者の届け出をしておかないとな。えっと、まず健康保険と厚こう生せい年金の届け出を年金事務所に出すだろ。それから、雇用保険関係の書類を社会保険労務士の人に送付、と。住民税は、えーと、どうなるんだっけな」

　独り言を言いながら作業を進めていく。昼下がりの眠ねむたい時間帯だが、我が慢まんするしかない。今頑がん張ばらないと、定時までに仕事が終わらない。

「ん？」

　手にした書類にふと違い和わ感かんを覚える。その正体にはすぐ気付いたが、なぜそうなっているのかはよく分からなかった。

「んん？」

　おかしい。書かれているべき文字が見当たらない。思っていたのとは違ちがったことが書いてある。ありえないはずのことだった。

「どういうことだろ……」

　首をかしげていると、斉藤係長が寄ってきて、オレに資料のコピーを頼たのんできた。午後からの会議で使うらしい。普ふ通つう、コピー取りはアルバイトであるユイカの役割なんだけど、ユイカはちょうど会議の参加者にコーヒーを淹いれているところだった。他ほかに手すきの人間がいないということで、オレは自分の作業を中断してコピー取りに専念した。

　そして、でき上がった資料のコピーを持って、オレが小会議室に入ると、

「うーん。何がいいんだろうな」

　工く藤どう課長、斉藤係長をはじめとする総務課の幹部たちが、頭を悩なやませているところだった。

「お、ちょうどいいところに立花が来た」

　資料を配布し始めたオレの姿を認めると、斉藤係長の顔色がぱっと明るくなった。社畜たちの視線が、一いつ斉せいにオレに注がれる。

　へ？　オレが何か？

　困こん惑わくしていると、いかにも切れ者の上司といった風ふう貌ぼうの工藤課長が、コーヒー（いつものブラック。ユイカの淹れたて）を飲みながら言った。

「実は、お前の意見を聞きたいと思っていたところなのだよ」

　オレの……意見？

　もしかして、オレの見識が高く買われている!?　オレにしかできない柔じゆう軟なんな発想で、みんなを悩ませている難問をさっくり解決できるのではないかと期待されているのか!?

　オレがちょっと嬉うれしい気分になっていると──。




「お前……メイドさんは、好きか？」




　意外なことを訊きいてきた。

　突とつ然ぜん何を言い出すんだ工藤課長は。いつも仕事のことばかり考えている「渋しぶいオジサマ」である課長から、まさか「メイドさん」なんて言葉が出てこようとは。

「今度、ある店てん舗ぽを改装して一日限定で店を出すことになってな。どんな店を出そうか思案しているところなのだ。若い人向けということで、ちょっと風変わりなものがいいなという話になっていて、例えばメイド喫きつ茶さなどはどうだろうかと考えていたところなのだが」

「へえ」

　それで、オレのような若者の意見が聞きたいということか。なるほどな。

「私はよく知らないのだが、そのメイド喫茶というのは、メイドさんの姿をした女性店員が接客してくれるところなのだろう？」

「そうっスね」

　オレはとっさに、ユイカがメイド服を着ているところを思おもい浮うかべた。栗くり色いろの髪かみを束ねるカチューシャ、胸の膨ふくらみを強調するような白いフリルのエプロン、短めのスカートからは柔やわらかそうな太ももが──。

　うわ、絶対これ似合うわ。ユイカにメイド服はヤバイ。そしてユイカが恥はずかしがりながら「も……萌もえ萌えキュン！」とか言ってオムライスにケチャップで文字を書いてるところを想像するとさらに可愛すぎて萌え死にそうになる。グッジョブ、オレの想像力。

「正直、よく分からんのだ。メイド喫茶というのは、いったい何を楽しむところなのだ……？」

「いや、それは可愛いメイド服の女の子が接客してくれて嬉しいってことでしょう」

　そこで不思議がる方が分からん。メイド服の女の子は、可愛いだろ？　可愛い女の子が接客してくれたら、嬉しいだろ？

「で、それは、仕事をする上でいったい何の役に立つのだ？」

　……ああ、そうか。

　こいつらは、社畜だものな。こいつらにとっては、世界のすべては仕事を中心に回っているんだ。だから仕事に関係のないものの存在意義が理解できないんだ。

「だったらもう、いっそシンプルに社畜喫茶とかでいいんじゃないスか？」

　オレが超ちよう投げやりにそう言うと、

「それだ！」

　と工藤課長は膝ひざを叩たたいた。

「ワクワクフーズ株式会社が放つ新世代のコンセプトカフェ！　『セクハラし放題！社畜ＯＬ喫茶』！　よし、これでいこう！」

「おお、いけそうですな。立花、お前なかなかやるじゃないか。さすがメイド喫茶のこととなると、違うな」

「やはりメイド喫茶のことなら立花に訊くのが正解だったな」

　いやいやいや、何でオレがメイド喫茶の専門家みたいな扱あつかいになってるんだよ!?　確かに嫌きらいじゃないけどさ！

　それに……企き画かく自体はアリだと思うんだけど、「セクハラし放題」は駄だ目めだろ！

　まったく社畜どもは。呆れながら、オレは小会議室を後にした。トイレにでも行こうと、自分の席には戻もどらずに廊ろう下かに出る。

　すると向こう側から、数人のごついおっさんたちが、練り歩くようにしてこちらにやって来るのが見えた。中心にいるのは、いかにも高級そうなネクタイをつけた、ロマンスグレーの紳しん士しだ。

　ワクワクフーズ社長、和久村平助。創業者である故・和久村権蔵の息子むすこ。年は60歳を過ぎたくらいのはずだが、身のこなしはまだまだ若々しい。鋭するどい目つきが印象的だ。ワクワクフーズを飲食店業界のトップクラスにまで育て上げた、剛ごう腕わん社長である。日本経産連の次期会長を狙ねらっているという噂うわさもある。

　このおっさんが、和久村のお父さんなわけか。あんまり似てねえな、とオレは思った。もっとも、年の離はなれた親子だし、たいして似てなくて当然かもしれない。

　社長に敬意を表して、オレは軽く会え釈しやくをし、道を譲ゆずった。だが、

「何だ、貴様は」

　社長の取り巻きの一人が、そんなオレの態度を見み咎とがめて、怒ど鳴なりつけた。

「和久村社長のお出ましだぞ！　平へい伏ふくして出で迎むかえぬかッ」

　社長はお殿との様さまか何かかよ！

「まあ、よい。そう熱くなるな」

　出しゃばりな取り巻きの男を、和久村社長は静かに制した。そしてオレの顔をしげしげと見つめて、懐なつかしそうにこう言った。

「いい面つら構がまえをしておるな。そんな顔つきをした男を、私はかつて一人だけ知っておった。会社の奴ど隷れいに甘んじることを潔いさぎよしとせず、自由を求めてはばたこうとした男だ。今は、どこで何をしているのやら」

　その人って、もしや──。

「名を訊いておこうか」

　オレが疑問を口に出す前に、社長の方がオレに訊いてきた。

「立花アキト。総務課所属です」

　噓うそをついても仕方がないので、正直に答える。あなたの娘むすめさんの同どう僚りようです──と付け加えようか迷ったけど、余計なことは言わない方がいい気がしたので、やめた。

「そうか。覚えておこう」

　深くうなずいた和久村社長は、次の瞬しゆん間かんには、もうオレのことなんて眼中にないかのような顔で、取り巻きたちを引き連れて去って行った。
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　オレは追われていた。

　その日、定時になると同時に、オレはいつものようにタイムカードを押して総務課室を飛び出した。エレベーターに向けて、一目散に駆かけ出だす。ただし、今日はオレの横にはユイカとクールさんはいなかった。二人は、オレとは逆の方向に向けて走り出している。

　何でも彼女たちは、今日は定時になってもすぐに帰らないらしい。といってももちろんあの二人が残業なんてするわけがない。どこか他ほかの部署に向かい、秘密の場所で他の女子社員たちとともに「女子会」をするとかいう話だ。

　なので、オレは一人で定時退社をめざすことになったんだけど、そんなときに限って社しや畜ちくたちは気合い十分、何としてもオレに残業をさせようと追いかけ回してきたんだ。

「フハハハハ！　日本の労働時間は世界一ィィィ！」

　エレベーター前では、そんな高笑いを響ひびかせながら、斉さい藤とう係長が待ち構えていた。部下たちに号令し、オレを包囲しようとする。

　無理だ。いくら何でも、たった一人でこの大軍に立ち向かうのは、無む謀ぼうが過ぎる。オレはルートを変へん更こうした。直線距きよ離りで正面玄げん関かんに向かうのをあきらめて、総務課室から離れたところにある階段からの脱だつ出しゆつを狙う。

　とはいえ、社畜たちも馬ば鹿かではない。階段を駆け下りて下の階に到とう達たつしたとき、オレが出くわしたのは、今一番戦いたくない相手だった。

「やっぱり来ましたのね、立たち花ばなアキト」

「和わ久く村むらか……」

　つつじ色の長い髪かみをハーフアップにした小こ柄がらな少女が、自信に満ちた表情で、壁かべを背にしてたたずんでいた。

「お前はいったい、何者なんだ？　そして、何を知っているんだ？」

「何をとは？」

　和久村がすっとぼけたので、オレは追つい及きゆうした。

「オレのことを次代の『働き手をスター照らす星ライト』だとか何とか、言ってたよな」

「さあ、忘れましたわ。いくら私の社畜スキルの冴さえが卓たく越えつしているとはいっても、『稲妻のサンダー解雇ミネー通知シヨン』のたった一発でやられてしまうようなヘタレなど、『働き手をスター照らす星ライト』と呼ばれるには値あたいしませんから」

　こいつ……言ってくれる！

「私は、定時で帰ろうとする不届き者のことは、決して許さないわ。あなたも、生きて帰宅できるとは思わないことね」

　その強い眼まな差ざしに、オレは一いつ瞬しゆんだけたじろいだ。

「それでも私に挑いどもうというのなら、いいわ、かかってきなさい」

「ふざけるな！　いくら女の子でも、社畜の仲間なら、オレの敵だ」

　気を取り直し、オレは宣言する。この前は、小さな女の子だと見くびったために、不覚をとったんだ。今回は、そうはいかない。

「容よう赦しやなく叩たたき潰つぶす！」

　オレのこぶしが唸うなりを上げた。ハンマーのような重い一いち撃げきを、だが和久村は軽快なステップでひらりとかわす。続けざまに放った蹴けりも、体当たりも、どれも当たらない。

　和久村が、嘲あざけるような笑えみを浮うかべた。まだまだ十分に余よ裕ゆうがあるようだった。

　こいつ、なかなかやる。

　でも、オレだってここまでは準備運動みたいなものだ。そろそろ本気を出すぞ。

　少女が繰くり出してきた右手の手刀を、オレは左手に握にぎるカバンを盾たてにしてガードした。カバンを押し出すように力を加える。和久村がわずかによろめいたのを確かく認にんして、こちらも右手の手刀を相手の顔に叩きこむ。和久村は、左手でクリップボードを叩きつけてそれを防ぐ。

　お互たがいの攻こう撃げきが、入らない。戦せん況きようは膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいったかに見えた。

　だが、和久村の弱点が、オレには見えていた。

　オレはいったん距離を取り、素す早ばやい連続攻撃を叩きこんだ。突つき、蹴り、頭ず突つき、体当たりと、位置を変え、強弱を変えて変へん幻げん自じ在ざいに繰り出していく。

　和久村は余裕の表情でそれをかわし、受け止め、反はん撃げきの機会をうかがっていたが──あるとき不意に、少女の顔が、雷かみなりに打たれたかのように歪ゆがむ。

　脚あしがもつれて、バランスを崩くずしたのだ。

　真夏だというのに、和久村は長なが袖そでの、暑苦しい服を着ている。社畜は無む駄だな我が慢まんが好きだ。水分補給も十分に行っていないに違ちがいない。熱ねつ中ちゆう症しようになってもおかしくない。

　チャンスだ。オレは再びカバンを持つ手に力を込めて、敵を押しやる。

　和久村がしりもちをつく。無防備な彼女の顔面めがけて、オレは超ちよう高こう速そくのパンチを繰り出した。

　その会心の一撃が当たっていれば、和久村は簡単に吹ふき飛とんでいたはずだ。だが、その瞬間、少女のつぶらな瞳ひとみが、オレの心をとらえたんだ。

　うっ、こいつ、近くで見るとやっぱり可愛かわいいな。まっすぐにこちらを見つめる瞳や、つんと尖とがった鼻が、品の良さを感じさせる。一見するとお人形さんのようだが、丸みのあるほっぺからは生気が感じられて、深い紅あかの唇くちびるにはうっすらとした色気すら漂ただよう。

　オレは、自分に妹がいたらこんな感じかなとか考えてしまったんだ。

　オレのこぶしが、少女の目の前でピタリと止まった。

　ダメだ、オレにはこのコは殴なぐれない！

「フフ……甘いわね。その甘さが命取りよ」

　少女の整った顔立ちが、邪じや悪あくな笑みでかき乱された。朗々とした声で、彼女は叫さけぶ。


「辞やめちまえェェ……！　稲妻のサンダー解雇ミネー通知シヨン！！！！！！」



　色とりどりのネイルアートをちりばめた指がオレに向けられると、あの日受けた、焼けつくような雷らい撃げきが、再びオレを襲おそった。

　ぐああああ！

　その凄すさまじい威い力りよく！　オレの全身の細さい胞ぼう一つひとつが、苦しみ悶もだえ、悲鳴を上げる。意識が朦もう朧ろうとする。抗あらがう気力が、奪うばわれていく。

　いや、ダメだ。ここで負けるわけには、いかない。同じ技わざで、二度もやられてなるものか。

　歯を食いしばって、オレは耐たえた。幸い、前回と違って、直ちよく撃げきは避さけていた。

　痛みが、徐じよ々じよに引いていく。手足に痺しびれは残っていたが、動けないことはない。

　オレは、再び駆け出した。和久村の横をすり抜けて、階段をさらに下に駆け下りる。

「なっ……あなた、バケモノですの!?」

　驚おどろきの声を上げる和久村。いやいや、徹てつ夜や残業が上等の社畜の方がよっぽどバケモノだよ！

　和久村に追われつつ、一階へ。正面玄関までは、あと少し──。

「いたぞ！」

　だが、オレの正面にも平ひら社畜たちが迫せまる。挟はさみ撃うちだ。

　やむを得ず、オレは右手に伸のびた狭せまく薄うす暗ぐらい通路へと足を向ける。

「無駄だ、そっちは袋ふくろ小こう路じだぞ」

　不敵な笑みを浮かべ、追いかけてくる平社畜たち。はっとして、オレは思い出す。確かに、この先は行き止まりだ。出口はない。だが、今さら立ち止まるわけにもいかない。無駄と知りつつ、全力で走る。すると、

「カフェオレ党のアキト君じゃない。入って」

　角を曲がったとき、そっと小部屋のドアが開いて、若い女性の声がオレを招き入れた。二十歳はたちを少し過ぎたくらいの、美人というより可愛い感じの女性社員だ。茶色がかった髪を、ポニーテールにしている。オレが部屋に滑すべり込むと、静かにドアを閉めた。

「カフェオレ党？」

「あれ、知らなかったの？　本社で反社畜の活動を密ひそかに応おう援えんしている人たちは、アキト君たちのことをそう呼んでいるのよ」

　確かにオレたちは、会社ではいつも食後に甘いカフェオレを飲んでいる。特にユイカは、他の飲み物を飲んでいるところを見たことがない。オレたちにふさわしい呼び名かもな。

「ま、とにかく助かったよ」

　ドアの向こうから、平社畜たちがあたふたと走る音が聞こえる。

「いない！」「消えた！」「くそっ、どこへ行ったんだ」「よく探せ」

　慌あわただしく走り回る平社畜たち。オレは彼らがこの部屋にまで入り込んでくるのではないかとヒヤヒヤしたが、招き入れてくれたお姉さんは余裕の表情だ。ここなら絶対にバレないという自信に満ちている。やがて社畜たちはあきらめて行ってしまったようで、辺りには静けさが戻もどった。

　ふう、とオレは一息ついた。

　ところで、この部屋は何だ？　オレは改めて辺りを見回し──。




　下着姿の二人の女の子が、こちらを向いて固まっているのに気付いた。




「あ、あんた……何考えてんのよ……」

　困こん惑わくと羞しゆう恥ちと軽けい蔑べつと憤ふん怒ぬがないまぜになった表情でオレを糾きゆう弾だんしたのは、はだけたブラウスからピンク色の可愛いブラを覗のぞかせたユイカだった。

「立花くん……キミ、けっこう大だい胆たんなんだね……」

　白はく皙せきの頰ほおをほんのりと赤らめてそうつぶやいたのは、スカートを脱ぬいでぱんつに手をかけていたクールさん。イメージ通り、アダルトな黒だった。

　そう。こ、ここは……女子更こう衣い室だ！

　自分がとんでもないことをしでかしてしまったことに気付き、オレは思わず叫び声を上げてしまった。

「キャアアア！」

「あんたが女の子みたいな悲鳴上げてどうすんのよ、バカ！」

「し、失礼しましたあ！」

　オレが慌てて外に出ようとすると、

「待った。今外に出るのはまずい」

　クールさんがひき止めた。よくよく考えると、外にはまだ社畜たちが潜ひそんでいる。女子更衣室から出てくるところなんかを見られたら、言い訳できない。

「ちょっとあっち向いてなさい。すぐ着き替がえるから」

　ユイカの言葉に従う。一分後、「もういいわよ」という声で、オレは振ふり返かえった。

　そこにはラフな私服に着替えたユイカとクールさんの姿があった。

　改めて、辺りを見回す。なかなか広い部屋だ。向かいの壁一面にはロッカーが置かれており、真ん中には木製のテーブルがあった。きつい化け粧しよう品の香かおりが漂っている。どうやらここは更衣室だけでなく、休きゆう憩けい室も兼かねているようだ。テーブルの上には、女性向けファッション雑誌やフェミニンなトートバッグ、それにお茶と缶かんコーヒーとお菓か子しも置いてあった。

　あ、二人が言っていた「女子会」って、ここでやるんだ。

「しかし、キミもなかなか大胆な策てを使うね、キョーコちゃん。僕やユイカちゃんはともかく、立花くんまで女子更衣室に隠かくれるなんて、斉藤係長たちは思ってもみないだろうね」

「キャー！　クールさんに褒ほめられちゃった！　幸せすぎて死にそう！　抱だいて！」

　目をハートマークにして喜ぶお姉さん。あ、キョーコちゃんという名前でピンときたけど、そういやこの人見たことあるな。いつも受付にいるお姉さんじゃないか。クールさんの熱ねつ烈れつなファンだという話だ。

「うふっ。そう、私は大胆な女よ。確かに私も、男の人をここに入れるのは抵てい抗こうがあったけど、でも『流星の帰宅者』の異名をとるアキト君なら許すわ。だって君はクールさんと並ぶ、反社しや畜ちく界の期待の星なんだもの。特別よ」

　えっ、オレのことをそんな風に見てくれてるの!?　ありがとう！　何と言うか、いろいろと込みでありがとう！　やっぱりポニーテールのお姉さんって最高だよね！

「立花くんが来てくれて、ちょうどいい。人が集まるまで、ここで『カフェオレ党』の作戦会議をしよう」

　と、クールさん。パイプ椅い子すに座って、お菓子の包みを開く。

「実は、重要な報告がある。労基署が、ワクワクフーズのことを探さぐっている」

　労基署──労働基準監かん督とく署しよ。労働基準法をはじめとした各種の労働法制を司つかさどる法の番人。ここに配属された労働基準監督官たちは、労働犯罪が疑われる会社を捜そう査さし、被ひ疑ぎ者しやを逮たい捕ほする強い権限を持つ司法警察員だ。

「我らがワクワクフーズは、労働法違い反はんの見本市といっていい企き業ぎようだからね。むしろ、今まで見過ごされていたのがおかしいくらいだよ」

「でも、何で労基署の動きをクールさんが知っているんだ？」

　オレが尋たずねたのは、不思議に思ったというよりも、むしろ不安になったからだった。労基署の動向がどこかから漏もれているのだとしたら、ワクワクフーズの上層おえら部がたにもバレている可能性がある。だとしたら、彼らが何の手も打たないわけがない。

　その懸け念ねんをオレが口に出すと、

「その心配は無用よ」

　クールさんに代わって、ユイカが答えた。

「労基署が動いたのは、どうしてだと思う？」

「え？　そりゃ、ワクワクフーズに労基法違反の実態があったからだろ？　労基署は、内部の情報提供者からの申しん告こくを受けて調査に乗り出すわけで──あっ」

　うっかりしていた。労基署は、自分からは動かない。誰だれかがワクワクフーズの実態をチクったからこそ、重おもい腰こしを上げるのだ。

「分かった。その情報提供者ってのが、オレたちの味方にいるんだな」

「そう。それが実は、私なの」

　と、キョーコさん。

「僕は『反社畜』として、会社からバリバリにマークされているからね。彼女に代わりに労基署に行ってもらって、彼らを焚たき付つけてもらったんだ」

　そうか。ブラック企業にお灸きゆうをすえるには、労基署を動かすのが一番だものな。

「労基署には労基署で頑がん張ばってもらうとして。僕たちは、僕たちにできることをやろう」

　クールさんは、ニッコリ笑って話題を転てん換かんした。

「僕たち『カフェオレ党』の、８月の目標を定さだめるんだ」

「目標？」

「そう。ただ定時に帰るというだけでは、反社畜の活動としては、不十分だ。もっと職場の空気を抜ばつ本ぽん的に変える努力をしなくては」

「なるほどな」

「クールさんには、何かプランがあるのね？」

　ユイカの言葉にうん、とうなずいて、クールさんは眼鏡をキラリと光らせた。

「安全衛生委員会を開かせる」

　それって、確か労働安全衛生法とかいう法律で、企業に設置が義務付けられている会議だっけ？　労働者の危険防止とか健康保持について話し合う会議だ。

「２０１４年６月。日本の労働者の安全衛生に関して、画期的な出来事が二つあった。一つは、過労死防止法の成立だ。この法律の第４条は、国は『過労死等の防止のための対策を効果的に推進する責務を有する』と定めている。あくまでも努力目標で、具体的な内容にまで踏ふみ込んだものではないが、過労死を防ぐ責任が国にあることが初めて明記されたんだ」

　そう言って、クールさんは缶コーヒー（カフェオレ、甘あまさ控ひかえめ）を口に運んだ。

「もう一つは、労働安全衛生法の改正だ。労働者の安全と健康を守る法律が、より強化されたんだ。ストレスチェック制度の創設、受動喫きつ煙えん防止対策の推進などいくつかの項こう目もくがあるけど、中でも注目すべきなのは、重大な労働災害を繰くり返す企業に対して、国が対応を促うながすことができるようになったことだ」

　ユイカが、ポテチの袋ふくろを開けながら言葉をつないだ。

「確か、労働災害が繰り返し発生した後も改善に取り組んでいない企業に対して、厚こう生せい労働大臣が改善計画の作成を指示できるようになったのよね。そしてそれに企業が従わない場合は、厚生労働大臣が企業名を公表できるの」

　オレは、力強くうなずいた。世の中は、少しずつ良くなってきている。いつまでもクソブラック企業に好き勝手はさせない。

「僕は、今がチャンスだと思う。『ワクワクフーズ』はブラック企業の例にもれず、安全衛生委員会の設置について、これまでは知らん顔をしてきた。だけど、ここまで法律で外そと堀ぼりを埋うめられたら、もう何もしないというわけにはいかないはずだ」

「問題は、どうやって認めさせるかだけど……」

　と眉まゆをひそめるユイカに、

「あらあ。それはもちろん、アキト君が社畜たちをバッキバキのギッタンギッタンに懲こらしめて、言うことをきかせるんじゃないの？」

　過激なことを言い出すのはキョーコさん。クールさんは肩かたをすくめて、

「そんなに簡単なことじゃないよ、ハニー」

「ハニーだなんて。クールさんはみんなのもの。私一人のものにするつもりはないわ」

　そう言って、キョーコさんはちらりとオレの方を見やった。

「それにクールさんは、私なんかより、今はカワイイ後こう輩はいの男の子に夢中みたいだし」

　ん？　それって、もしかしてオレのこと？

「クールさんってこんなにモテるのに、本命のコには想おもいに気付いてももらえないんだから、世の中って難しいわよねー」

　ハハハ、キョーコさんは冗じよう談だんが上手うまいな。クールさんは女の子にしか興味がないんだから、オレのことなんて何とも思ってないに決まってるじゃないか。

　……って、なぜかクールさん顔真っ赤にしてるし。

「あれ？　クールさん？　どうしたの？」

「バカね！」

　なぜかユイカのパンチが飛んできた。いてっ。

「なんで殴なぐるんだよ」

「なぜ殴られたのか、よく考えなさい！」

「うふっ、君たちを見てると、本当に面おも白しろいわあ」

　キョーコさんはひたすらニヤニヤしている。わけが分からん。

「そろそろ他ほかの女子社員たちが来る時間帯だね」

　クールさんが、掛かけ時ど計けいを見ながら言った。話が脱だつ線せんしてしまって、結局結論が出なかったな。

「じゃあ、オレはそろそろ帰るよ。安全衛生委員会の開かい催さいをどう認めさせるかは、宿題ってことにしよう」

　オレが外に出ようとしたとき、ガチャリ、とドアが開く音がした。「女子会」の参加者かと思ったが、

「見つけましたわ、立花アキト」

　現れたのは、目をぎらつかせた和久村だった。

「今度こそ、私の『稲妻のサンダー解雇ミネー通知シヨン』を喰くらってくたばりなさい！」

　やれやれ、なかなか簡単には帰れそうにないな……。




　　　　＊




　あくる日の午後、オレと和久村は斉藤係長に呼び出されて小会議室にやってきた。

　中に入ると、むわっとした生暖かい空気がオレを包み込んでくる。さすがに８月に突とつ入にゆうすると連日の猛もう暑しよだが、なぜこの部屋だけ冷れい房ぼう装置が働いていないのか。不思議に思って、オレは、汗あせをハンカチで拭ふきながら会議用の長机を動かしている斉藤係長に問いかけた。

「この部屋、やけに蒸むし暑くないスか。エアコン壊こわれてるんじゃないスか」

「いや、省エネのためにエアコンの設定温度を34度に設定してある」

　それもはやエアコンの意味ねーだろ！　エアコン切って窓開けた方が涼すずしいだろ！　アホなのか？　何で社畜ってそんなに我が慢まん大会が好きなのかね。

「で、何の御ご用ようですか、斉藤のおじさま」

　和久村は係長のことをそんな風に呼んでいるようだ。

「新人研修だ」

「えっ、オレの新人研修って終わったはずじゃ……」

　オレは入社直後の地じ獄ごくの日々を思い出した。オレたち新入社員は三日間にわたって山にこもらされ、とてつもなく過か酷こくな（しかし仕事の役に立つとは全く思えない）苦行を強いられたのだ。

　いやー思い出しても腹が立つ。「便器の汚よごれを素す手ででこすり落とせ！」とか何なの？　どんだけ変態な研修なの？　まあオレは断固拒きよ否ひしたけどさ。

「あれとは別だ。新人は一年のうちに何度か社内で簡単な研修を受けることになっている。今日は総務課ウチの仕事もヒマだし、ちょうどいいと思ってな。お前たち二人に研修を受けさせてやる」

　いや、仕事がヒマなら有休でも取りたいんですけど……とか考えたオレだったが、和久村の方は、

「分かりましたわ、斉藤のおじさま」

　と、殊しゆ勝しようにうなずく。おじさま……って柄がらじゃないけどな係長は。

「で、今日はどんな研修なんスか？」

　オレが尋ねると、係長は突とつ然ぜん、





「どうも、申し訳ございませんでしたー！」






　土下座でオレに謝罪した。

　え？　え？　一体どういう……何が起きたんだってばよ？

　まさか、まさかとは思うが、今までの社しや畜ちく行こう為いの数々を悔くい改あらためたというのか？　それともオレに対する部下いじめを深く深く反省したのか？

「よ、よく分かんないスけど、まあ、そこまで謝られたら、許してやらんこともないっスよ？」

「調子に乗るなあ！」

　突然立ち上がった斉藤係長の強きよう烈れつなアッパーカットがオレの顎あごを打うち砕くだく。

　痛いてえ！　そして係長は一体何がしたいんだよ！

「分からんのか？　今のは、社会人の基本的なたしなみである『スタイリッシュ土下座』のバリエーションの一つ、その名も『ジャンピング土下座』だ」

「「ジャ……ジャンピング土下座!?」」

　オレと和久村の驚きよう愕がくの声がきれいにハモる。

　何だろう、すごく頭の悪そうな響ひびきがする。

「俺たちビジネスマンは、いついかなるときでも、お客様を第一に考えなければならん。だが、どんなに丁てい寧ねいな接客を心こころ掛がけていても、ついうっかりお客様を怒おこらせてしまうことはある。できればない方がいいが、そこは人間だからな。だが、そんなピンチをチャンスに変えるのが一流のビジネスマン！　相手を怒らせてしまった、まずい……そう思ったなら迷わずこれだ！　一いつ瞬しゆんで相手との距きよ離りを詰つめ、息をつかせる間もなく土下座して詫わびるのだ。見み栄えなんて捨てろ！　そうすれば激げき怒どしていた相手も、『え？　え？　いや、何もそこまで……』と、怒いかりを忘れてしまうことだろう」

　見栄を捨てるのはいいけど、人として大事なものまで捨ててしまっている気がするぞ。

「今日はお前らに、この『ジャンピング土下座』を叩たたきこんでやる」

「ジャンピング土下座……素す敵てきな響き。さすが斉藤のおじさまの研修は実じつ践せん的ですわね」

　和久村は夢見る乙女おとめのようにうっとりしている。いや、オレは実践したいとは思わんけど。

「さあ、俺の後についてやってみろ。ほらそこ、そこの白線の前に立て」

　え？　あっ、床ゆかに白いテープが貼はってある！　そしてその向こうにはマネキンが三体。このマネキンに向かって土下座しろってことか？　無む駄だに準備が行き届いているな。

　和久村は腕うでまくりをしてスタンバイ。気合い十分だ。オレも嫌いや々いやながら位置につく。

「（ぴょーん）どうも、申し訳ございませんでしたー！」

「「（ぴょーん）どうも、申し訳ございませんでしたー！」」

　斉藤係長の後に続き、オレと和久村は二人そろってジャンプする。和久村は真しん剣けんそのものの顔で、オレは「あほくさ、こんなのやってられるか」という顔で。

「踏ふみ込こみが甘い！　もう一度だ！　（ぴょーん）どうも、申し訳ございませんでしたー！」

「「（ぴょーん）どうも、申し訳ございませんでしたー！」」

「だめだめ！　もっと足あし腰こしを使って！　声も小さい！　（ぴょーん）どうも、申し訳ございませんでしたー！」

「「（ぴょーん）どうも、申し訳ございませんでしたー！」」

「やる気があんのか、このクズども！　ちゃんと助走をつけて、勢いよく！　もう一度！　（ぴょーん）どうも、申し訳ございませんでしたー！」

「「（ぴょーん）どうも、申し訳ございませんでしたー！」」

「もっと頭を下げて！　腰こしは上に！　恥はじも外聞もかなぐり捨てて全力で謝罪するのがコツだ！　見苦しければ見苦しいほど好感度が高いぞ！　（ぴょーん）どうも、申し訳ございませんでしたー！」

「「（ぴょーん）どうも、申し訳ございませんでしたー！」」

「和久村が少し遅おくれたッ。立花は顔にやる気がないッ。もっと無様で貧相な表情でないと相手に誠意が通じないぞ！　やり直しッ。（ぴょーん）どうも、申し訳ございませんでしたー！」

「「（ぴょーん）どうも、申し訳ございませんでしたー！」」

　ああ、何やってんだろオレら。オレが生まれてきたのは、こんなあほらしいマネをするためだったのかと思うと、涙なみだが出てきそうだ。病院にいる姉ちゃん、天国の父さんと母さんには絶対に見せたくない場面だ。

　それでも何度も反復練習をしていると、ジャンピング土下座のコツが次し第だいにつかめてきた。そんなコツつかみたくないけど、永久に続けるわけにもいかないので仕方がない。

　オレと和久村の動作がきれいにそろうのを見て、斉藤係長は満足げな笑えみを浮うかべた。

「よくやった。次は、究極奥義『アルティメットジャンピング土下座』を教えてやる」

「「ア……アルティメットジャンピング土下座!?」」

「基本的には、普ふ通つうのジャンピング土下座と要領は一いつ緒しよだ。だが、決定的な違ちがいが一つある。百聞は一見にしかず。俺が手本を示してやるから見ていろ。だが、二度はやらん。何度もできる技わざではないから、一度きりだ。見み逃のがすなよ」

　そう言って斉藤係長は白線のところにスタンバイ。小さく深呼吸をして気持ちを落ち着かせると、汗ばんだ顔つきで身構える。さすがの係長も少し緊きん張ちようしているようだ。
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　そして意を決した斉藤係長は、高らかに謝罪の言葉を述べながら、鋭するどくジャンプしてマネキンの懐ふところに飛び込む！

「（ぴょーん）どうも、申し訳ございませバキッ！」

　バキッて言った！　今バキッていうもの凄すごい音がしたよ！

　見ると、アルミ製のＯＡフロアにひびが入っている。すげえ、何だこれ。よほどの衝しよう撃げきでないとこんなことにはならないはずだけど……。

　そして──。

「血、血！　額が血まみれっスよ！」

　面おもてを上げた斉藤係長の顔面は、鮮せん血けつで赤く染まっていた。頭を下げた拍ひよう子しに、全力で額を床に打ち付けたのだろう。

「見たか、これがアルティメットジャンピング土下座！　額を床で強打し、血まみれになってまで謝罪をしようとするその心意気、その誠意に打たれ、相手は必ずやお前のことを許すだろう。お前たちだけに教える禁断の究極奥義だ。使っていいのは、ここぞという時だけだぞ」

　そんな時なんて未み来らい永えい劫ごうに来なくていいよ！

「立花、お前の一番の武器はその石頭だったな。お前には、このアルティメットジャンピング土下座を使いこなす素質がある。そう、誰だれよりも上手うまく使いこなす、天てん賦ぷの素質が」

　いやいやそんな天賦の素質とかいらねーから！

「お前にならできるだろう。俺には到とう達たつできなかった……遥はるかな高みにまで昇のぼりつめることが……」

　そこまで言って、係長はバッタリと倒たおれた。気絶したようだ。

「このようなすさまじい威い力りよくを秘ひめた究極奥義があるなんて……。やはり、社畜道は奥が深いですわね」

　和久村も戦せん慄りつに打ち震ふるえていないで救急車呼んでくれ！

「ところで、例の『社畜ＯＬ喫きつ茶さ』の件なのだが」

　と思ったら倒れたはずの斉藤係長がむっくり起き上がってそう言った。相変わらず血まみれの、ものすごい形相だ。怖こわいから顔を近づけないでほしい。

「次の土曜に、一日限定で試ためしに開いてみることにした。場所は『ステーキレストラン・ワクワク』十二号店だ」

　えらく急だな。というか、その店って以前、オレが田中係長と戦う前にユイカと利用したところじゃないか。

「実はあの店てん舗ぽな、シフトがきつすぎたのか、アルバイトが次々と逃にげ……辞やめてしまって、崩ほう壊かい寸前なのだ。だから総務課のメンバーが総出でヘルプに出て、新企き画かくで盛り上げることになったのだ」

　ということは……もしかして、ユイカやクールさんも、可愛かわいい制服を着て、接客をすることになるのかな？

「終わったら、居酒屋で打ち上げだ。ついでに総務課の今年の歓かん迎げい会かいも一緒に行う。お前らは、主しゆ賓ひんだから欠席は絶対に許さんぞ」

　そう言えば、オレは四月に入社したのにまだ歓迎会をしてもらっていない。同期入社した奴やつらが全員ソッコーでやめちゃったんで、歓迎会自体がいったん立ち消えになっちゃってたんだよね……。

「ふふっ、楽しみですわね、歓迎会。立花アキト、まさかあなた、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれて逃げたりなんかしないでしょうね？」

　と、和久村。絶対コイツは歓迎会のことを何か勘かん違ちがいしている。

「まあ無礼講で楽しくやろうや」

「無礼講……っスか」

　絶対、真に受けて羽目を外すと、大変なことになるな……。




　　　　＊




　総務課室に戻もどると、クールさんがいつになく真剣な眼まな差ざしで書類をさばいていた。机の上には、とんでもない量の紙の山がある。

「ど、どうしたのクールさん」

　尋じん常じようでない量の仕事をとてつもないスピードで仕上げながらも、クールさんの表情にはいつも余よ裕ゆうがある。それでも、今日はさすがにキツそうだ。

「ああ、ちょっとね。明日、午後から有給休きゆう暇かを取ろうかと思って」

「へえ、それはいいね」

「で、課長に休暇の申しん請せいを出したら、休暇を取るのは仕事を全部片付けてからだって言われて、この書類の山を押し付けられた」

　何が何でも休みを取らせたくないんだな。

「でも、大だい丈じよう夫ぶ。このくらいなら明日のお昼までには十分にこなせるよ」

　などと明るく話しながらも、クールさんの手は止まっていなかった。書類の『山』の標高がみるみる低くなっていく。クールさんの仕事、マジ早はええ。

「これ、何の仕事？」

「ほら、例の『社しや畜ちくＯＬ喫茶』の企き画かく書しよだよ」

　クールさんが見せてくれた作成途と中ちゆうの資料には、『社畜ＯＬ喫茶』に必要な人員、予算、資材などが細かく記されていた。キャッチコピーやメニュー、インテリアのアイデアもぎっしりと書かれている。

「じゃ、オレも手伝うよ」

　そう言って隣となりの席に座ると、クールさんは何か面おも白しろいことに気付いたように、ふっと薄うすい笑みを浮かべた。

「え、何？」

「いや、キミも立派になったなって思ってね。最初の頃ころは、僕がキミに仕事を手取り足取り全部教えていたんだよ？　それなのに、僕がキミに仕事を手伝ってもらうようになるとはね」

　何だか、クールさんにそんなこと言われると、くすぐったいな。

　オレはクールさんに頼たのまれて、広報用の文章を書くことになった。「可愛い女の子がいる店に行きたい！」というお客さんの気持ちに応こたえるようなアピール文を書くのなら、男の子であるオレの方が適任だろう。

「ねえクールさん」

　ペンでカリカリと書きつけながら、オレは話しかけた。

「ん？」

　カリカリカリ。

「明日、有休取って、どっか行くの？」

「うん。裁判の傍ぼう聴ちように行こうかと思ってね──。沼ぬま田たミツルさん、憶おぼえているよね？」

「あ……」

　忘れるはずがない。沼田ミツルさん。希望に胸を膨ふくらませて『ワクワクフーズ』に入社したものの、上司から執しつ拗ように長時間労働を迫せまられて、自ら生命を絶った、オレたちの先せん輩ぱい社員。その社会的責任を会社は一向に認めず、遺族が損害賠ばい償しようを求めて民事裁判を起こすに至っている。オレが田中係長と雌し雄ゆうを決することになったのも、もとはこの人の件が原因だ。

「第一回の口頭弁論があるんだ。どうしても、見届けたくてね」

　真しん剣けんそのものの眼差しに、オレは胸を打たれた。

　──ああ、クールさんはやっぱり凄い。

　ミツルさんの裁判の件は、オレも気になってはいた。でも自分のことで精いっぱいで、何も関かかわることができずにいたんだ。

　クールさんは、違った。遺族側がどんな動きをしているのか。いつ裁判が開かれるのか。きちんとチェックして、できる限り自分も関わろうとしている。

「オレにも、中身、教えてくださいね」

「もちろんだよ」

　クールさんの口調はあくまでも穏おだやかで、とても静かなものだった。だけどオレは知っている。こんな話し方をするときのクールさんの心の中には、誰よりも熱い、燃えるような激情が宿っていることを。

「キミも知っておいた方がいい。僕たちの先輩が、どのような扱あつかいを受けて、どのように亡なくなってしまったのかを。ミツルさんの悲劇は、もう二度と繰くり返かえしてはならないんだ」
















　スニーカーの紐ひもを固く結びながら、ユイカは言った。

「今日のあんたとあたしは敵同士。分かってるわね？」

　その勢いに気け圧おされながら、オレは答える。

「あ、ああ。分かってるさ。どちらが先にビルの外に出られるか──勝負だ」

　間もなく総務課室の掛かけ時ど計けいは５時30分──その日の終業時間を示す。オレたち反社畜にとっては、労働から解放される、待ちに待った瞬しゆん間かんだ。だが、同じ反社畜でありながら、今日のユイカはライバル心をむき出しにして、オレに険しい視線を投げかけていた。

　ミネラルウォーターのペットボトルの蓋ふたを開け、オレは水分を補給した。お昼のニュースによると、今日は猛もう暑しよ日びを記録したらしい。総務課室の中はエアコンが効いていて涼すずしいが、バトルを終えて正面玄げん関かんから退社するころには、汗あせだくになっていることだろう。

「熱ねつ中ちゆう症しようになりかけても休きゆう憩けいも水分も取らずに気合いで乗り切る。それでこそ社畜だ」

　斉さい藤とう係長なんかは普ふ段だん、そんなわけの分からないことを言って水分補給ゼロで働くことが多いけど、もちろん良い子は絶対に真似まねしちゃいけない。

「飲む？」

　飲みかけのペットボトルを、オレはユイカに差し出した。栗くり色いろの髪かみの少女は呆あきれたような顔で断った。

「冗じよう談だん！　敵に塩を送るつもり？　何度も言わせないで。今日のあんたとあたしは、仲間でも何でもないんだから」

　つれないなあ、とオレは笑った。

「……というか、何さりげなく自分が口をつけたペットボトルをあたしに差し出そうとしてるの!?　か、かかか間接キスになっちゃうじゃない！」

　耳まで真っ赤にして抗こう議ぎするユイカ。ばれてーら。

「とにかく、今日は絶対に負けないからね！」

　さて、どうしてこうなったのかと言うと……。




　　　　＊





「ほげえええええええ！！！」






　話は５時間ほど遡さかのぼる。昼下がりの総務課室に響き渡わたったのは、他ほかでもない、オレ自身の悲鳴だった。ある恐おそろしいものを目にして、驚おどろきの余り発してしまった叫さけびだった。デスクチェアごとひっくり返ってしまい、床ゆかに打ち付けた肩かたがズキズキと痛む。

「何よ、びっくりしてコーヒー吹いたじゃない」

　心配したユイカが声をかけてきた。ユイカの言うコーヒーとはもちろんカフェオレのことだが、確かに彼女の胸むな元もとを見ると白いブラウスに茶色の染しみがついている。

「大丈夫？」

　と、クールさんも駆かけつけてきてオレを助け起こしてくれた。お礼を言って立ち上がったオレに、ユイカが問いかける。

「何があったのよ」

「いや、ちょっとお昼休みを利用して、ネット見てたらさ。とんでもねーモノを目にして……」

「何それ？　猟りよう奇き的殺人事件の被ひ害がい者しやの画像？　それとも超ちようキモい巨きよ大だいな昆こん虫ちゆうの画像？　どっちにしたって、そんなモノでビビってるようじゃ、反社畜の名がすたるわね」

「そうじゃないんだ」

「じゃあ何？　言っておくけど、あたしにはお金以外に怖こわいものなんかないからね」

「それが……ママゾンなんだ」

「ママゾン？　通つう販はんサイトの？」

　意味が分からない、とばかりに肩をすくめるユイカ。

「新作ゲームのレビューでも読もうかなと思ってさ。ママゾンのサイトにアクセスしたんだよ。そしたらさ……画面にこんな文字が出てきて……」

　オレはパソコンの画面を指で示した。どれどれ、とユイカは不ふ審しんげな表情で覗のぞき込む。








『こんにちは、今日は定時では帰さん。おすすめ商品があります』




「ほげえええええええ！！！」









　オレとそっくり同じ悲鳴を上げるユイカ。

　な、不意打ちでこれはビビるだろ？

「ど、どういうことなの……？　まさか大手通販サイトのママゾンにまで、社しや畜ちくの魔まの手てが伸のびてしまったというの……？」

「呪のろいだ、これは社畜の呪いだ。自分だけ深夜まで残業をさせられて過労死した社畜の怨おん念ねんが、立たち花ばなくんのパソコンに乗り移ってしまったんだ」

　クールさんまでがそんな怪かい談だんめいた仮説を披ひ露ろうし始めた。

「フフフ。相変わらずあなたたちはお馬ば鹿かさんね」

　オレたちが一いつ斉せいに振ふり向むくと、そこには腕うで組ぐみをして偉えらそうな和わ久く村むらがいた。

「フフ。あなたのパソコンをコッソリいじって、ママゾンのサイトに『今日は定時では帰かえ』という名前でアカウント登録したのは私ですわ」

「お前だったのかよ！　何その小学生みたいな悪ふざけ！」

　お前やっぱりお子ちゃまだろ！　確かにそんな名前で登録したら、「山やま田だ太た郎ろうさん」とか表示されるところが「今日は定時では帰さん」になるけど、その発送、いや発想はなかったわ！

「うふふ、あなたの行動パターンなんてとっくに解かい析せき済みですのよ。昼休みにママゾンをチェックすることぐらい読んでいましたわ」

「だからってこんなことすんなよ！」

　こいつ、頭良いのかアホなのかいまいち分からん。

「職場のパソコンを私的に利用した罰ばつですわよ」

　いや、別にいいだろこんくらい。お昼休みに新作ゲームのママゾンレビューをちょっとのぞくくらい、大目に見てくれたって罰は当たらないだろ。

　仕事が忙いそがしすぎて、新作ゲームをする時間の余よ裕ゆうもないんだからさ。

「本当は懲ちよう戒かい解かい雇こが妥だ当とうなところを、このくらいの懲ちよう罰ばつで許してやると言っているのだから、感謝しやがりなさい」

「ふざけるな！　こんなもんで懲戒解雇になんかなるわけないだろ！　冗談は休み休み言えよ！」

「残念ながら社畜の辞書に『休み休み』という言葉はなくてよ。『不ふ眠みん不ふ休きゆう』こそが社畜のモットーよ♪」

　ぐわー、ああ言えばこう言う！　何ちゅうイヤなお子ちゃまだよまったくもう！

　あ、それはそれとして。さっきから気になってたんだけど……。

「それよりユイカ、それ、早く拭ふいた方がいいんじゃないか」

「えっ」

　白いブラウスの胸元付近に茶色の染みがついている。さっきオレの悲鳴に反応してカフェオレを吹ふいてしまったのだ。

「あ……」

　今の今まで気付かなかったらしい。顔をほんのり赤らめて戸と惑まどう。

「オレが拭いてやろうか？」

　ポケットから取り出したハンカチをそっと近づけると、

「駄だ目めに決まってるでしょ！」

　ユイカはプンプン怒おこりながらブラウスの染みを拭いた。

「だいたいあんたは、最近このちっちゃいコにまでデレデレしちゃってさ！　見苦しいったらありゃしないわ！」

「はあ!?　お前またそれかよ！」

　違ちがうって言ってるのに。同じことを何度もネチネチ追つい及きゆうするような女は、男にモテないぞ。

「このちっちゃいコの歌を聴きいてるときの自分の顔、鏡で見てみなさいっての！　それに、せっかく耳みみ栓せんあげたのに全然早く帰れてないでしょ？　恥はずかしいと思わないの!?」

　う、た、確かに、昨日もいい時間まで残業するハメになってたけど。例によって和久村がまたミニコンサートをおっぱじめて、油断しててユイカにもらった耳栓も付け忘れてたんでその歌声に見事にラックラクにされてしまったわけだけど、でも別にデレデレはしてないだろ！

　いや、マジで。マジでオレ和久村には恋れん愛あい感情はないよ。確かに可愛かわいいけどさ、こいつはまだお子様だよ。胸もないし。オレの守しゆ備び範はん囲い外だわ。

「オレは、和久村にデレデレなんか全然してないし、今日は早く帰る」

「ふーん。だったら勝負する？」

「勝負？」

「そう。どちらが早く退社できるかで勝負よ！」

　何その、脱だつ衣い麻マー雀ジヤンの「だったら麻雀で勝負よ！」みたいな展開。昔、ゲーセンによくそんなのあったよな。

　はっ、まさかオレが早く退社を決めるたびに、ユイカが服を一枚ずつ脱ぬいでいくとか……？

「？　何、鼻血出してるの？」

　いや、何でもない。

「バカバカしいですわね。今日は、二人とも私と一緒に残業をする運命さだめにありますのに」

　せせら笑って、和久村は仕事をするために自分の席へと戻もどっていった。

「僕は午後から有休を取って裁判の傍ぼう聴ちように行くことにしているから、文字通り立花くんとユイカちゃんの一いつ騎き打うちになるね」

　と、クールさん。それを聞いたユイカは、ひらめいた、という顔で提案する。

「せっかくだから、勝った方は負けた方に何か一つ、何でも言うことを聞かせられるってことでどう？」

　え、何それ。何でもって、本当に何でも!?　本当に本当に何でも言うことを聞かせられるの!?

「あ、でもエロいことは禁止よ！」

　ですよねー！　おっぱい見せてくれとかはダメですよねー！

　いや待て、ここで納なつ得とくしてはいけない。あきらめの良さは反社畜の美徳じゃない。せっかくの大チャンスだ。みすみす逃のがすわけにはいかない！

「あれ、もしかして自信ないの？」

　小こ馬ば鹿かにするように言ってみる。

「な、何ですって？」

「オレに勝てる自信がないからって、エロいことは禁止とか予防線張っちゃって。ユイカって意外にチキンなんだな」

「そ、そんなことないわよ！」

　負まけず嫌ぎらいなユイカは、顔を赤らめて興奮気味に叫ぶ。

「そんなことあるだろ。必勝の自信があるのなら、負けたときのことなんか考えもしないはずだもんな」

「分かったわ！　あんたがあたしに勝ったら、エロいことでも何でも言うことを聞いてあげようじゃないの！」

「よし、反社畜に二言はないな！」

　オレの初歩的な挑ちよう発はつにノコノコと引っかかる、煽あおり耐たい性せいゼロのユイカ。チョロいぜ！

　といってもまあ、オレも本当にエロいお願いをしようとか思ってるわけじゃない。さすがにそれはどうかと思いますよ。「オレが勝ったらおっぱい触さわらせろ」とかそれ完全にセクハラっつーか、変態のオッサンの発想じゃないですか。それはダメだよ。

　ここは一つ、颯さつ爽そうと勝利を収めたオレがユイカにささやかなお願いをして、





「え、そんなことでいいの？」

「それで十分さ」

「あんた、意外と紳しん士しなのね！　素す敵てき、見直したわ！」






　みたいな流れに持っていければベストだ。うむ、我ながら見事な作戦だぜ。

　オレが自分のアイデアに酔よっていると、

「その代わり、あたしが勝ったら、今後一年間、食堂でお昼ごはんをおごり続けること！」

　無む慈じ悲ひな面おも立だちでユイカが言い放った。

　え、そ、それは……。一年間って、けっこうな出費だ。えっと、一食が五百円として、一ヶ月の出勤日数が……。

「いやいやいや。それはさすがにカンベンしてほしいわ」

「何よ。あたしのエロを賭かけるんだからそれくらい当然でしょ？」

「うう……」

「墓ぼ穴けつを掘ほったね、立花くん」

　クールさんがニヤニヤと笑う。この人にはきっと、オレの作戦もお見通しなんだろうな。

「ま、負けると決まったわけじゃねえし」

「そのセリフがもう負け犬っぽいわよね」

　そう言ってユイカはけらけらと笑った。くっそ、やっぱムカツクわ、この女。




　　　　＊




　……と、まあそんなわけで、オレとユイカは「どちらが早く退社できるか」を賭けて勝負することになったわけだ。

「フフ……何がなんでもあなたたちの定時退社は止めてみせますわ」

　定時を目前にして、和久村がすでにオレたちの阻そ止しのためにスタンバっている。こいつはこいつで、並々ならぬ気合いを入れているようだ。

　それにしても、こいつはいつも長なが袖そでのブラウスを着ているな。暑くないのか？　まったくこれだから社畜は。

　ちなみにオレとユイカは、ちゃんとそれぞれ今日の仕事はバッチリ終わらせている。勝負、とか言っておいて仕事が終われずに帰れない、なんてことになったらギャグだものな。

　耳栓のスタンバイもＯＫ。和久村が社畜スキル『不思アリス・議のイン・国のワーカ社畜ホリツク』を発動させるようなら、即そく座ざに装備して外の音をシャットアウトだ。

「ふん、あんたみたいなお子様にあたしを止められるわけがないでしょ。アキト、悪いけど今日は勝たせてもらうわ」

　ユイカが凛りんとした口調で気勢……いや、帰勢を上げる！

「絶対に定時で帰ってみせる！」

「フフ……本当にお馬鹿さんですわね、桜さくら野のユイカは。あなたが私に勝てるはずがないのに」

　和久村は余裕の表情でユイカを挑発する。

「どうしてそんなことが言えるの!?」


「私は、見ての通り貧乳よ！」



　えっ、いきなり何を言い出すのこのコ。自信たっぷりに、ない胸を張っているぞ。ユイカと比ひ較かくすると、胸囲の格差社会が明白に浮うき彫ぼりになっている。弱肉強食の新自由主義経済の弊へい害がいが、こんなところにも押し寄せている。

「怖おじ気けづいたかしら？」

　なんでドヤ顔なんだよ。わけが分からねえ。

　オレたちが戸惑っていると、和久村は不思議そうに首をかしげる。

「……？　お、おかしいですわね。なぜあなたたちは、私の貧乳を見ても恐おそれ入いらないのです？　日本では、貧乳は社会的ステー地位タスだと聞いていたけれど……」

「それは、一部のそういう趣しゆ味みの人に対してだけの話だろ！　普ふ通つうは、おっぱいは、大きい方がいいの！」

　こんな風に！　とオレは両手でユイカの胸を指し示す。

「な……何の話をしているのよ」

　ユイカが顔を赤らめて両手で胸を押さえる。押さえるが、小さな手ではその豊満な膨ふくらみを隠かくし切ることはできず、かえってその大きさを強調しているように見えてしまう。

「何ガン見してるのよ、バカアキト！」

　ぐふっ！　ユイカの回し蹴げりがオレのみぞおちにクリティカルヒットした瞬しゆん間かん、時計の針が午後５時30分00秒を指した。

　さあ、退社の時間だ！

「行くわよ！」

　やべっ、出で遅おくれた。腹を押さえているオレを尻しり目めに、ユイカは素す早ばやくタイムカードを処理して、廊ろう下かに向かって疾しつ駆くする。

　早い！　『流星の帰宅者』の異名を持つオレの目から見ても、今日のユイカの機き敏びんさは驚きよう嘆たんに値あたいする。身体からだのバネを上手に使い、計算され尽つくした動きで、机という机を軽々と飛とび越こし、仕事中の社しや畜ちくを左右にかわし、目指す方向へと一直線に駆かけ抜ぬける。そしてその度たびに揺ゆれるおっぱい！　ひるがえるスカート！　むき出しになる健康的な太もも！　……はっ、思わず魅み入いってしまったが、とにかくその動作は驚おどろくほど軽かろやかで優美だ。くノ一検定一級に一発合格確実な動きで、ユイカは廊下への距きよ離りを着実に詰つめていく。

　ユイカに遅おくれまいと、オレと和久村もアクセル全開で追いかける。その光景を、なぜかジャージを着た二人組がクールな面おも持もちで眺ながめていた。

「なかなか面おも白しろい反社畜だな……」

「ああ……特にあの栗くり色いろの髪かみの少女」

「お前と同じ役ポジ職シヨンだな。どうだ？　止められそうか？」

「さあな……」

「おいおい……エースがそんな弱気でどうすんだよ」

　どうやらオレたち『カフェオレ党』の噂うわさを聞いて、他ほかの部署の社畜が偵てい察さつに来たらしい。ユイカと同じ役職……って、お前単なるバイトじゃないか。バイトのうちから社畜とか将来が思いやられるな。

　それにしても、オレとしたことがユイカにだいぶ距離を離はなされてしまった。今日は、くやしいけどユイカの圧勝かな。そう思った矢先、

「遅おそい！」

　総務課室の出口まであと一歩というところで、急加速した和久村が追いついて、ユイカの肩かたをつかむ。

　ええっ、どういうことだ？　今のユイカの動きは完かん璧ぺきといっていいものだったぞ？　斉藤係長や田た中なか係長だって今のユイカには追いつけまい。それぐらいの超ちよう速そく度どだったのに、どうして和久村が追いつける!?

「そん……な……」

　ユイカも動きを止めて、青ざめた表情を浮かべている。それはそうだ。会心のスタイリッシュ退社が、和久村相手にはまるで通用しなかったのだ。

「まだ分からないの？　お馬ば鹿かさん」

　和久村は、不敵にほほ笑えむ。

「言ったでしょう？　『私は、見ての通り貧乳よ』と！」

　え……？　あ、そうか！　オレはようやく和久村の言わんとするところを理解した。

　貧乳は、巨きよ乳にゆうよりも走るときの空気抵てい抗こうが少ないんだ！　体重もその分軽いから加速力も高いし、何よりもおっぱいがぼよんぼよん揺れたりしないから重心が安定する！　貧乳の方が、速さでは有利なんだ！　元陸上部たるオレがこんなことも失念していたなんて！

　おそるべし貧乳！

　とはいえ貧乳が、じゃなかった、和久村がユイカの動きを封ふうじたのはオレにとってはラッキーだ。ノーマーク状態になっているのをいいことに、オレは二人の脇わきをすり抜け、エレベーターに向かって一気に走り込む……。

「させるか！」

　勇ましい声とともに、オレの目の前に飛び膝ひざ蹴げりが飛んでくる。慌あわてて腕うででガード。衝しよう撃げきがずしりと腕に重く響ひびく。

「フッ。まさかこの俺がラクちゃんと肩を並べて戦う日が来るとはな……。これも窓際リスト席のラズ・扉ゲートの選せん択たくか……」

　オレの行く手を阻はばんだのは、『根ね津づ畑はたラク』ファンの社畜、松まつ田だ！

　和久村の魅み惑わくの歌声にラックラクにされていたときのオレは、この人と一いつ緒しよに仲良くサイリウムを振ふっていたわけだけど、もちろん今は敵同士だ。

「松田さんが相手っスか……」

「ふはは、どうだ恐れ入ったか！」

「いや、正直、松田さんじゃオレの相手としては役者不足かと……」

「立花……俺には分かっているのだぞ。お前が『カエルン』のエージェントだということは」

「帰るん？」

　何だそれ。


「知らぬとは言わせんぞ。CAERNカエルン──スイス・ジュネーヴ郊こう外がいに本ほん拠きよ地ちを置き、世界じゅうの社畜の抹まつ殺さつを目的として監かん視しと研究を行う、世界最大の反社畜系秘密結社……」



　何言ってんだこいつ。残業のしすぎで頭がおかしくなったんじゃないのか。

　オレはカバンを大きく振り上げた。父さんのお古の、黒い革かわ製のカバンだ。使い込んでクタクタになっているが、使い勝手はいい。そのカバンを高く持ち上げて、そのまま松田の頰ほおに叩たたきつけようとする。両手でガードする松田。

　オレはすかさず攻こう撃げきをとりやめ、松田の脇をすり抜けようと試みる。陸上部で鍛きたえた敏びん捷しようさを武器にした、オレの得意のフェイントだ。このテクニックを使って、オレは何度も定時退社に成功している。

　だが……松田はきわどいところでオレの意図を見み抜ぬき、ガードをキャンセル。すり抜けようとするオレのＹシャツをつかんだ。

「さすが、疾風アキト・アキデア・シトユトルムの異名をとるだけのことはあるな。なかなかいい動きだ」

　えっ、いつの間にオレにそんなあだ名がついたの？　お前が今つけたの？

「分かっている。お前は病気の妹を人ひと質じちにとられ、やむなく奴やつらの言いなりになっているのだろう？　『言うとおりに定時退社してやったぞ、だから……だから妹を返せ！』とか奴らと話しているのだろう？」

「妹なんかいねえよ！」

　病気なのはお前の頭だ。

「皆みなまで言うな、大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと分かっている。定時で帰りたい人間などいない。誰だれが好き好んで残業を拒こばむものか！　残業が嫌きらいな男子なんていません！」

「いや、オレは定時でめっちゃ帰りたい……」


「だとしたら、お前はCAERNにマインドコントロールされているということだ」



　ダメだ！　社畜とは文化が違ちがいすぎて話が通じねえ！


「さあ吐はけ。CAERNの秘密を洗いざらい暴ばく露ろして楽になるのだ」



　オレを突つき飛ばし、馬乗りになって胸をしめつける松田。

　ふざけるな！　オレが定時で帰りたいと思うのは、オレ自身の意思だ。人間らしく健康に働きたい、十分な休息や睡すい眠みんをとりたい、家族や友達とふれあう時間がほしい。どれもささやかな、ごく当たり前の望みじゃないか。なんでそんなことも分からないんだよ！　クソブラック企き業ぎようにマインドコントロールされているのは、お前ら社畜の方じゃないか！

　残業なんてダッセーよな！　帰ってテレビゲームやろうぜ！

　オレは力ずくで松田を振り払はらう。腕わん力りよくではたいしたことのない相手だ。起き上がって、エレベーターに向かう。すると、


「帰っちゃダメだ帰っちゃダメだ帰っちゃダメだ……」



　松田はそっとオレに近寄り、耳元でそんな言葉をささやいてくる。うっぜえ。

　ちらりと横を見ると、ユイカが和久村の妨ぼう害がいを巧たくみにかわしながら、エレベーター横の階段の方へと向かいつつあった。一度はエレベーターのボタンにまで手をかけていたが、和久村の執しつ拗ような攻撃に、エレベーターの使用を断念したらしい。スカートをひるがえし、下り階段を駆け下りる。

　ユイカに負けてはいられない。松田には悪いけど、さっさと決めさせてもらう！

　オレは素早いステップでそっと松田の背後に回り込むと、

「うなれ有休！　くたばれ社畜！　ほとばしれオレの労働三権！　くらいやがれ、帰ゴー宅ホーム超・エ特クス急プレス！」

　高らかに決め台詞ぜりふを掲かかげながら、猛もう然ぜんとタックル。ヒョロッとしたもやし体型の松田にはその勢いを抑おさえる力はない。簡単に吹ふき飛ばしてしまえるはずだ。

　だが……オレの渾こん身しんの一いち撃げきが松田にヒットするまさにその瞬間、中二病オタク系社畜の姿がフッと搔かき消える！

「なぬー!?」

　ついついおっさんくさい驚きの声を上げてしまったオレは、自分の勢いを押しとどめることができない。そのまま廊下に置いてあった段ボールに頭から突っ込んでしまう。もんどりうって倒たおれたオレの上に、中に入っていた書類がバサバサと覆おおいかぶさる。あ、これ課長が決裁する前の文書だ。

　見上げると、超スピードで疾駆する松田の姿が、幾いく重えにも重なって見えた。オレが攻撃した相手は、松田本体ではなく、彼が生み出した幻げん影えいだったのだ。


「バカめ、そっちは残業だ！」



　……もしかして、お前それ言いたくてわざわざ未処理の書類の山をこんなところに積んでおいたのか？　バッカじゃねえの？

「さて、次は俺の社畜スキルを披ひ露ろうする番だな。徹てつ夜や百回分の威い力りよくがある『北ほく斗と百ひやく徹てつ拳けん』。時間外労働の魔ま性しようの光で敵を貫つらぬく『魔ま残ざん業ぎよう殺さつ砲ぽう』。迫せまりくる過労死ラインが貴様を襲おそう『ペガサス急きゆう逝せい拳けん』。さあ、どれから喰くらいたい？」

「あのさあ……」

　オレはため息をついた。

「もういい加減めんどくさいんで、言っていいスか？」

「何だ？」

「松田さんの台詞とか社しや畜ちくスキル名って、いちいち元ネタが古いんですよ。もしかして仕事が忙いそがしくて、最近のアニメとか全然見てないんじゃないスか」

「……」

　松田は無言。どうやら図星だったようだ。

「し、仕方ないだろ。だいたい最近の深夜アニメは数が多すぎるんだ……」

「だからって『北斗百徹拳』はないでしょう」

「それに、二十代この後半としになってくると、まわりの友達もだんだん脱だつオタしていくんで、どうしても最近の流りゆう行こうに疎うとくなってくるし……」

「そんなの言い訳ですよね。本当に好きなモノなら、まわりがどうだろうと関係ないはずですよね」

「お、俺は根津畑ラクのファンだぞ。根津畑ラクは全然古くないし。むしろ今が旬しゆんだし」

「そういえばこの前、松田さん、『やっぱり根津畑ラクの初期曲は最高だな』とか言ってましたよね。実は最近の中高生向けの曲とか全然知らないんじゃないですか？」

「……」

　松田はいい年をして涙なみだ目めになっていた。ちょっといじめすぎたかな。いずれにしても、仕事に追われて自分の好きなことも満足にできないって、本当に不幸だよな。

「もういいよな？　次は本気出すぜ？」

　オレは宣言して、返事も聞かずに、松田へと再び突とつ進しんした。

「うなれ有休！　くたばれ社畜！　ほとばしれオレの労働三権！　くらいやがれ、本日二度目の帰ゴー宅ホーム超・エ特クス急プレス！」

「ぐわあああああ！」

　オレの力強い一撃が、松田をはるか彼方かなたへと突き飛ばした。

　よし、勝った！

　松田を片付けたオレは、素す早ばやくエレベーターに乗り込む。即そく座ざに「１Ｆ」のボタンを押そうとして、

「あ、いけね」

　間ま違ちがえて「３Ｆ」のボタンを押してしまった。だが、オレは慌てず騒さわがず「３Ｆ」のボタンを二連打した。一度点灯したランプが消える。同じ階のボタンを素早く二回押すと、入力をキャンセルできるのだ。定時退社のための基本的なテクニックだから、みんなも覚えておこうな！　ただし製造メーカーによってはキャンセル方法が異なるので注意が必要だ。

　エレベーターが一階に到とう着ちやくした。悠ゆう々ゆうと一階正面ホールへと向かう。ユイカはまだ来ていないようだ。この勝負、もらった。オレが勝利を確信したとき──。

「動かないで！」

　凛りんとした声が響いて、オレは振り返った。

　和久村が、きらびやかなネイルアートを施ほどこした指を、ユイカの額に突きつけていた。

「動くと、桜野ユイカの頭を『稲妻のサンダー解雇ミネー通知シヨン』でぶち抜ぬきますわよ」

　自信に満ちた目で、オレをにらみつける。ユイカがくやしそうに言う。

「アキト。あんたの勝ちよ。あたしのことは気にしないで、さっさと帰ったら」

「そんなことできるかよ」

　今思い出してもぞっとする。和久村の『稲妻のサンダー解雇ミネー通知シヨン』の威力はハンパない。あれを動きを封ふうじられた状態でまともにくらったら、「今日は社畜に負けちゃった、仕方ないね♪」では済まない。下手をすると命にかかわる。ユイカをそんな恐おそろしい目に遭あわせるわけにはいかない。

　ユイカとの「勝負」のことだけを考えたら、和久村のことは無視してさっさと帰ってしまった方がいいのだろう。だが、あいにくとオレはそんな風に割り切れる性しよう分ぶんじゃない。損な性格だとは思うが、ここでユイカを見捨てるようなことは、オレにはできない。

「そう、できないでしょう、あなたには。だからこそ、私はこの手段を使ったの♪」

　不敵な笑えみを浮うかべ、和久村は強い口調で宣言する。

「二人まとめて、残業地じ獄ごくに叩き落としてあげますわ」

　くそ……人質とは卑ひ怯きような！

　オレは歯ぎしりした。何か、手はないのか。この状じよう況きようを打開できる画期的な策は。オレの筋肉でできた脳みそよ、働いてくれ！

「無む駄だよ。さあ、立花アキト。そこにひれ伏ふしなさい。でないと──」

　ニヤリ、と笑って和久村はユイカの額に突きつけた指に力を込める。

　だが、そのとき、オレは気付いた。絶体絶命のはずのユイカが、けっこう涼すずしい顔をしていることに。オレが『稲妻のサンダー解雇ミネー通知シヨン』をまともにくらったところを目まの当たりにしているのだから、恐きよう怖ふに打ち震ふるえていてもおかしくないはずなのに、けろっとしている。

　もしかしてユイカには、何か考えがあるのか？

　オレはユイカに目で合図した。するとユイカは、

「もうそれくらいにしたら？」

　落ち着いたトーンで和久村に言い放つ。

「あなた、自分の置かれている状況が分かっていますの？」

　言われた和久村の方は呆あきれ顔がおだ。確かに、戦せん況きようは和久村の方が圧あつ倒とう的有利、に見える。それでもユイカの声には余よ裕ゆうがあった。

「そうね。確かにあんたはなかなか手ごわい相手だったわ」

「ほう、ようやく認める気になりましたのね」

「でも残念、あんたの負けよ」

「ふえっ。な、何を言っていますの？　ここから逆転するなんて、不可能よ」

「不可能を可能にするのが、あたしたちカフェオレ党よ！」

　ユイカがひるまないので、和久村は次し第だいに苛いら立だちを募つのらせる。

「まだ負けを認めないなんて。あなたって、本当に強ごう情じような女なのね、桜野ユイカ！」

　ユイカの額に突きつけている指に力がこもった。小さな身体からだに似合わぬ張りのある声で、和久村は高らかに叫さけぶ。

「後こう悔かいしても知らないから！　辞やめちまえェェ……！　稲妻のサンダー解雇ミネー通知シヨン！！！！！！」

　だが──。

「……!?」

　何も起こらない。和久村の叫び声だけが一階正面ホールに空むなしく響ひびき渡わたる。

「どういうことなの!?」

「あんたの技わざの正体、見切ったわ」

　ユイカはそう言って、和久村の手首をつかんだ。愕がく然ぜんとしている和久村は抵てい抗こうしない。

「オシャレなネイルに気を取られて、危あやうく見落としそうになったけどね。長なが袖そでのマジシャンは、それだけで三流の証あかしだって手品教室で習わなかった？　小さな手品師さん」

　ブラウスの長袖の中に手を入れる。明らかにサイズが合っていないブカブカのブラウスだと思っていたが、そうか、中に何か仕込んでいたのか。

　出てきたのは、ヒゲを剃そるときに使うシェーバーのようなもので……あ、いや、これはあれだ。

「スタンガン!?」

「そう。これが『稲妻のサンダー解雇ミネー通知シヨン』とやらの正体よ」

　そうか。オレは納なつ得とくした。『稲妻の解雇通知』は、16歳の少女が使う社畜スキルとしては、あまりにも強力すぎる。いくら和久村が社畜の英才教育を受けた社畜エリートだといっても、社畜スキルは一いち夜や漬づけのような即そく席せきでマスターできるものではない。社畜の社畜性は、十年、二十年と社会人生活を積み重ねることで熟成されていくものだからだ。

　和久村のもう一つの社畜スキル──その魔性の歌声で聴きく者を残業へといざなう『不思アリス・議のイン・国のワーカ社畜ホリツク』は、日ひ頃ごろから深夜遅おそくまで『根津畑ラク』として活動するという、社畜的な日常の鍛たん錬れんによって自然と身に付けたものなのだろう。だが、『稲妻の解雇通知』の方にはトリックがあったのだ。

「中に入ってたアルカリ乾かん電でん池ち、抜いておいたから」

「いつの間に……」

「ロッカーには鍵かぎをかけておいた方がいいわよ」

　さすがに普ふ段だんから袖に隠かくし持っているわけではないらしい。

「くっ……！」

　羞しゆう恥ちのために顔を赤らめながら、ユイカの手からスタンガンをひったくる和久村。

「でも、まだ負けていなくてよ。こうなったら腕わん力りよくに訴うつたえてでも──」

「腕力？　例えばこんな風に？」

　ユイカの右みぎ腕うでが鈍にび色いろに光ひかり輝かがやいた。みなぎる力が、うなりを上げた。和久村の脇わき腹ばらに、容よう赦しやのない正せい拳けん突づきが叩たたき込こまれる。

「へぶっ」

　悲鳴を上げて、和久村は壁かべまで吹ふき飛ばされた。ドーンという音がして、壁へき面めんがパラパラと崩くずれた。

　……すげえ。ちっちゃな女の子相手でも容赦しないユイカまじすげえ。

「これがあたしの反社しや畜ちくスキル『鋼鉄のアイアン労働・メー五月祭デー』よ」

　そして、いつの間にそんな反社畜スキルを！

「……ふん、一ひと筋すじ縄なわではいかないようですわね、確かに」

　鼻血を押さえながら、和久村はうめいた。壁に打ち付けられたまま、身体を動かすことができないようだ。無念の表情を浮かべている。社畜としてのエリート街かい道どうをまっしぐらに歩いてきた彼女にとって、敗北の経験は耐たえがたいものに違ちがいない。

「今日は、私の負けよ。でも油断しないことね」

　そう言うと、和久村は気を失った。

　おお、という歓かん声せいが湧わいた。正面ホールをたまたま通りかかった『ワクワクフーズ』の社員や関係者たちが、オレたちの対決を固かた唾ずをのんで見守っていたのだ。社畜に従いながらも、内心ではオレたちを応おう援えんしてくれている人も多い。彼らにしてみれば、「社畜エリート」の恐るべき罠わなを鮮あざやかにかわしたユイカの手しゆ腕わんは、胸のすく快挙だろう。




　　　　＊




「で、なんで、競争なんて言い出したんだ？」

　吊つり革かわにつかまり、電車に揺ゆられながら、オレはユイカに問いただした。ちなみにオレは駅のトイレで高校のときの制服に着き替がえている。定時に退社した日は、いつもこの恰かつ好こうで入院中の姉ちゃんのもとへ向かうことにしている。

「だって、一いつ緒しよに定時退社して友達に噂うわさとかされると恥はずかしいし……」

「そんな理由かよ！」

「でも、ちょっと想像してみなさいよ！　あんたとあたしが仲良く一緒に出て行ったら、次の日職場のみんなに何て言われるか……」

　あー。うん、まあユイカの言いたいことは分かる。うちの職場のメンバーは、二十代後半から四十代のおっさんどもがメインだ。そんな中、十代半ばのオレとユイカは、最近になって和久村が入社してくるまでは、飛びぬけて若い構成員だったわけだ。

　当然、オレたちは職場の連中の冷やかしの対象になりやすい。オレも何度、「えっ二人って付き合ってるんでしょ？（ニヤニヤ）」とか言われたか分からない。

　まあオレはそう言われて悪い気はしないんだけどね！　むしろ「あーやっぱりそう見えちゃいます？　みんなから見たらそうなんスかね？　いや参ったなー」とか余裕ぶっかまして答えちゃうけどね！　でもユイカの方はオレとそういう仲だと思われるのが本気で嫌いやみたいで、「そんなわけないでしょ！　ふざけないで下さい！」とかマジギレ気味に否定しちゃうんだ……。

　そんなにオレとの仲を誤解されるのが嫌か……？

「で、あたしは何をすればいいの？」

　え？

「負けた方が、何でも言うことを聞く。そういう約束だったでしょ」

「いや、でも結局玄げん関かんを出たのは一緒だったじゃん」

「そうだけど、本当はあんたの方が早く出られるはずだったでしょ？　あのちっちゃいコに捕つかまったフリをしてあんたを足止めしたけど、正直ズルだったと自分でも思ってる。仲間の定時退社を騙だまして妨ぼう害がいするなんて、反社畜にあるまじき振ふる舞まいだわ。あたしの反則負け。だから……ちょ、ちょっと恥ずかしいけど……」

　顔、真っ赤だ。うわー可愛かわいい。

「いいの!?」

「だからそう言ってるでしょ！　何でも一つだけしてあげるわよ！　さ、早く言いなさい」

　マジで!?　マジでマジでホントにホント!?　ユイカの気持ちが変わらないうちに、早く言ってしまおう。オレは思っていたことをすぐ口に出した。




「じゃあさ。手、つないでくれよ」

「……は？」




　オレのシンプルなお願いに、ユイカは呆れ顔でため息をついた。

「女子高生と手をつないでほしいとか、完全にオッサンの発想じゃない。キモッ」

　あっれー？

　オレの計画だと、ここでユイカが「あんた、意外と紳しん士しなのね！　素す敵てき！」ってオレのことを見直してくれるはずだったんだけど……。おかしいな。

「だ、駄だ目め？」

「駄目じゃないけど……ていうか、ホ、ホントにそれだけでいいの……？」

「それだけも何も、ぜひお願いします」

　オレは右手を差し出した。ユイカはおずおずとその手を取った。柔やわらかい感かん触しよくがふわっとオレの手のひら全体に広がった。ああ、女の子の手って、こんなに小さいんだな。

　ユイカがオレの手をぎゅっと握にぎってきたので、オレもユイカの手を握り返す。ユイカの手は繊せん細さいで、すべすべしていて、とてもあったかくて──あったかく……て……？　あれ？

「うわっ冷たッ」

　思わず手を放してしまった。ユイカの手は、あったかくなかった。めっちゃ冷てえ。

「その、冷れい房ぼうの真下にいたから……」

「そっか。じゃあオレがあたためてやるよ」

　オレがそう言うと、ユイカは恥ずかしそうにうつむいて黙だまり込んだ。再び手を取って、その冷たい手を温めるように握りしめる。

「……」

「……」

「ちょっと待て。お前の手、これ右手じゃね？」

「え、うん」

「オレの手も右手なんだけど」

「だから？」

「これじゃ握あく手しゆじゃん。手をつなぐって、こうじゃねえよ」

「あ、そうか」

　そそくさと手を放し、改めて左手を絡からめてくるユイカ。左手も冷たかった。包み込むようにして、ぎゅっと握りしめる。

「……」

「……」

「ちょっと待ちなさいよ」

「え？」

「これって普ふ通つうに、手、つないでるだけよね？」
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「そうだけど？」

「あんたが想定してたのは、こういうつなぎ方でしょ？」

　そう言うと、ユイカはオレの指に自分の指を絡ませてきた。

　こ、これは伝説の「恋こい人びとつなぎ」！

「……」

「……」

「な、なんか恥ずかしいね」

「そ、そうだな。やめるか」

　他ほかの乗客が「リア充じゆう爆ばく死ししろ」みたいな目で見てるし……。

「ううん、やめない。電車降りるまではこのままよ」

　え、それってどういう……。

「負けた方が言うことを聞くっていう約束なんだから仕方ないでしょ！　それともあんた、あたしに約束を守れない卑ひ怯きよう者ものになれっていうの!?」

　仕方なくですかい。

「分かったよ。じゃあこのままで。ところで和久村のことなんだけどさ」

　オレが和久村の名前を出すと、ユイカは露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうに頰ほおをふくらませた。

「な、何であたしと手をつないでいる最中に他の女の子の名前を出すのよ!?」

　めんどくせえなあもう。

「まあ聞いてくれよ。気になってることがあってな。あいつ、自分のことを『社畜の英才教育を受けた社畜エリート』とか言ってたじゃん。あれ、本当だと思う？」

「どういうこと？」

「社畜の英才教育って、具体的にどんな教育なんだろ」

『残業に強い健すこやかな身体からだづくり』とか『上司の理り不ふ尽じんな要求にも耐えられるキャリア教育』とか、やってんのかね？

「知らないわよそんなの」

「そうだよな、知るわけないよな」

「なに一人で納なつ得とくしてんのよ。それより、あのちっちゃいコのことなんか気にしちゃダメよ。あのコは社畜なのよ。あたしたちの敵よ」

「それは分かってるけど……それよりお前、その『ちっちゃいコ』って呼び方、やめろよな。ちゃんと名前で呼んでやれよ」

「はあ？　ちっちゃいコはちっちゃいコでしょ」

「そりゃ、お前が自分のムネを誇ほこらしく思う気持ちはよく分かるけ──ぐふぅ」

　オレは脚あしを押さえてうずくまった。ユイカがオレの向こう脛ずねを思いっきり蹴とばしたのだった。

「誰だれが胸の話をしてるのよ！　身長の話に決まってるでしょ！」

「分かってる。分かってるよ。分かってるけど、ちょっとふざけただけじゃん。すぐに暴力に訴うつたえるの、お前の悪い癖くせだぞ」

「自じ業ごう自得って言葉、知ってる？」

「どんだけ可愛げがないんだよ、お前。くっそ」

　ああ、何でオレたち、手をつなぎながら喧けん嘩かしてんだろ……。

　オレは頭を抱かかえた。




　──降車駅に着くころには、ユイカの手はあたたかくなっていた。




　　　　＊




　病室に入ると、年配の女性看護師が姉ちゃんに薬を持ってきたところだった。オレが会え釈しやくをすると、看護師はニッコリほほ笑えんで退出した。

　薄うす緑みどり色のパジャマを着た姉ちゃんは、食前の薬を飲みながらオレたちを出で迎むかえた。

「あら。今日は二人いっしょに来たの？　仲がいいのね」

「「どこが!?」」

　オレとユイカが異口同音に叫さけぶ。ここに来るまでもずっと口論は続いていた。というより、オレの言うことにいちいちユイカがつっかかってくる感じだ。

「オレは来なくていいって言ったんだけど、こいつが勝手について来ちゃって」

　一いつ緒しよに定時退社するのは嫌いやとか言っておきながら、結局ここまでずっと一緒だよ。素す直なおじゃねえなあ、まったく。

「はあ？　ついて来たのはあんたの方でしょ」

　何でだよ。オレの方がおまけかよ。おかしいだろ、オレは姉ちゃんの弟なんだぞ。

「あたしがミサキお姉さんのお見み舞まいに行こうとしたら、アキトが勝手について来ただけ。一緒に行こうなんて、あたしはこれっぽっちも思ってなかったわ」

　へいへいそうですか。

「ふふっ」

　姉ちゃんが口元に手を当てて笑う。

　両親を亡なくしたオレにとってはたった一人の肉親である、オレの自じ慢まんの姉ちゃん。今は身体を壊こわして長期入院中だが、必ず良くなってまた大学に通えるようになると、オレは信じている。

「何か面おも白しろいことはあった？」

「面白いというか、困ったというか」

　姉ちゃん用に持ってきた荷物をカバンから取り出しながら、オレはため息をついた。

「今度入ってきたコがさ……いろいろめんどくさいコで。あ、オレとユイカがアルバイトしているラーメン屋の話な」

　オレが高校を中退して『ワクワクフーズ』で働いていることは、姉ちゃんには秘密にしてある。姉ちゃんの治ち療りよう費で貯金が全部吹ふき飛とびました、なんて口が裂さけても言えやしない。

　姉ちゃんの前では、オレとユイカはラーメン屋でアルバイトをしている、という設定だ。単なるアルバイトなら、高校生がしていても不思議はない。だから仕事の愚ぐ痴ちとかは全部、「アルバイト先での話」に置おき換かえて話をしているんだけど、オレもユイカも噓うそをつくのが下手くそなので、いつボロが出るかとヒヤヒヤしている。

「めんどくさい？」

「超ちようがつくほどの社しや畜ちくなんです」

　とユイカ。さっそくＮＧワードを口走っている。アチャー。

「しゃちく？」

「えっと、まあ、すんごい仕事中毒ってことだよ」

　さいわい、姉ちゃんは「社畜」という言葉を知らなかったようだ。知っていたら、ただのアルバイトに「社畜」という表現をするのはおかしいと不ふ審しんに思ったかもしれない。

「仕事熱心なのはいいことなんじゃないの？」

「それはそうなんだけど、度が過ぎるってことさ」

　姉ちゃんは首をひねった。オレの姉ちゃんは天使のように清らかな心の持ち主だけど、そのためか他人もみんないい人ばかりだと思い込んでいるようなところがある。残業を他人に強要するクソ社畜の存在などは、想像することもできないんだろう。

「仕事が終わってさっさと帰りたいあたしたちにまで、嫌がらせをするんです。困ったもんですよ。あーもー、思い出しただけでも腹が立つ！」

「しかも態度が偉えらそうなんだ、ほんと」

「二人とも、他人をそういう風に言うものじゃないわ」

　姉ちゃんがオレたちをたしなめる。

「ミサキお姉さんは、あのちっちゃいコのことを知らないからそう言うんですよ」

「ち、ちっちゃいコ？」

「はい。ちっちゃいコです」

「わ、私もそんなに大きい方ではないけれど」

　ユイカと自分の胸を見比べながら顔を赤らめる。ね、姉ちゃんがおっぱいネタを！

「とにかく、私はそのコのことは知らないけれど、あまり先入観でものを言うのはよくないわ」

　窓の方へと姉ちゃんは向き直った。オレもつられて視線を移す。病院の隣となりには、青々と草木が茂しげる大きな公園がある。中央の湖にはカルガモやカワセミといったさまざまな鳥がいて、グワッグワッ、ミャーミャーと鳴き声を競きそっている。ああいう森の小道をのんびりと散歩するのも気持ちよさそうだな、とオレは思った。夕暮れの金色の光がベッドのシーツをまぶしく照らした。

「私が大学に入ってしばらくたった頃ころなんだけどね。同じ学科に、あまり評判のよくない子がいたの。大人しくて、物静かな感じの美人なんだけど、実は派手好きで毎晩違ちがう男の人と遊び歩いているって言われてた。あいつはろくでもない女だから近づいちゃ駄だ目めだって、私もみんなから言われたわ」

　オレは姉ちゃんの大学での交友関係をよく知らない。姉ちゃんからそんな話を聞くのは、何となく新しん鮮せんだった。

「でも、それを聞いて私はおかしいって思った。いつも違う男の人と会っているというわりに、具体的に誰と会っている、とか、どこで見た、という話を全然聞かないのよ。だから思い切って、私はその子に声をかけてみたの。そしたら、噂うわさとは違って、とても感じのいい子で、すぐに仲良くなれたわ。そして事の真相が分かった。遊び歩いているって話は、全部でたらめだったの」

「噓の噂を流していた人がいたってことですか」

　ユイカが嫌けん悪お感かんに眉まゆをひそめながら言う。

「まあ、そうね。ある男子学生が、その子のことが気になって、いろいろ声をかけたり、つきまとったりしていたようなの。ところが男子学生には別に彼女がいた。彼女の方からしてみたら、その子は自分の彼氏を横取りしようとしている嫌な奴やつに見えたのね。だから悪い噂を立てて嫌がらせをしていたの」

「うわ」

　何それ大学って怖こわい。いや、むしろリア充じゆうって怖い、というべきかな？

「もちろん、その子は他人の彼氏を取ろうなんて気は全然なくて、むしろつきまとわれて迷めい惑わくしていたんだけど。でも大人しい子だから、『あなたの彼氏につきまとわれて困っています』なんて言えなくてね、途と方ほうに暮れていたの。嫌な噂を立てられても、何も言わずにじっと我が慢まんをしていた。でも誤解が解けた後は、彼女の方はその子にちゃんと誠意をこめて謝罪したわ。今では、私も含ふくめて仲良し三人組よ。彼氏の方はたっぷりと締しめられたみたいだけど」

　話を聞いて、オレは何だか誇らしい気持ちになった。姉ちゃんはいつもこんな感じで、肝かん心じんのところは何も話さないんだ。

「さすがはオレの姉ちゃん」

「え、何が？」

　きょとんとする姉ちゃんに、ユイカが苦笑いする。

「とぼけないで下さいよ。その誤解って、勝手に解けたわけじゃないんでしょ？　ミサキお姉さんがその人のために頑がん張ばって説明して回ったんでしょう？」

　そう、オレの姉ちゃんは困った人を黙だまって放ほうっておけるような性格じゃない。不幸な誤解を解くために奔ほん走そうしたに違いない。

「まあ、そんなこともあったかもしれないわね」

　また姉ちゃんはすっとぼけて。それとも、自分が他人のために頑張ったことなんて、すっかり忘れてしまっているのかな。

「とにかく私が言いたいのは、人間っていうのは見た目や最初の印象だけでは測れないものだってこと。その『ちっちゃいコ』って人にだって、そう振ふる舞まうだけの理由が何かあるはずよ。二人とも、そのコのことをちゃんと見てあげてるの？」

「うーん」

　そういや、クールさんも日ひ頃ごろから言っているな。「社畜が社畜であるのには、何かしら意味がある。何の理由もなしに人は社畜になるわけではない」って。

　病室のドアが開いた。看護師が姉ちゃんの夕食を持ってきたのだった。




　　　　＊




　待合室の自じ販はん機きで紙パックのカフェオレを二つ買った。そのうちの一つを、ユイカに向けて放り投げる。片手で受け止めたオレの幼なじみは、紙パックにストローを差しながらソファーに腰こしを下ろす。

　オレも隣に座ろうと──したんだけど、ユイカが、しっしっ、と手を振って威い嚇かくしたので、仕方なく少し離はなれた所に座った。

「やっぱオレの姉ちゃんってスゲーなあ」

　つくづく思う。大学でも、困っている人を助けずにはいられないオレの姉ちゃん。ちょっとおせっかいなところもあるけど、ごく当たり前にみんなのために何かをできるのって、一種の才能だよな。普ふ段だん、社畜どもの醜しゆう悪あくさや傲ごう慢まんさに揉もまれているオレとしては、心が洗われるようだ。

「ほんと、アキトのお姉さんとはとても思えないわ」

「どっかの暴力女とは大おお違ちがいだよな」

　ユイカのイヤミにオレもイヤミで返す。ユイカはむっとして口をとがらせる。

「あんたのシスコン具合も相当なものね。キモッ」

「否定はしないけど、オレにとっては残された唯ゆい一いつの肉親だもん。大事に思うのは当然のことだろ？」

「あんたって、誰だれかとけ、けけけ結けつ婚こんしても、結婚相手よりお姉さんの方が大事なの？」

　そういうこと言うなよ。

「そんなの、どっちが優先とか決められるわけないだろ。でも、そうだな、姉ちゃんは今はあんな具合だから、病気がよくなるまではオレは姉ちゃんのことで頭がいっぱいだな」

「そんなにお姉さんのことが好きなら、お姉さんと結婚すればいいでしょ！」

　はあ？　何怒おこってんだこいつ。

　変なところでつっかかってくるなあ。

「オレは姉ちゃんのことが大好きだけど、それは家族としての『好き』であって、恋れん愛あい感情なんかじゃねえよ。当たり前だろ」

　いちおう言っとくけど、「実は血がつながってない」とかそういうベタなオチもねーからな。

「恋愛感情じゃない、ねえ。ふーん、どうだか。あ、でも案外本当かもね。だって、あんたは女の子の胸ばっか見てる変態だけど、ミサキお姉さんはあんまり胸ないしね」

「はあ!?　ちょっと待て。それは違う。お前は分かってない。何も分かってない」

　オレは慌あわててユイカの誤りを訂てい正せいした。いくらユイカでもその発言は許せない。姉ちゃんの名めい誉よのためにも、これだけははっきりさせておかねばなるまい。

「確かにオレの姉ちゃんが今つけてるのは、Ａカップのブラだ。かなり控ひかえめなサイズだ。だけどな、それは病気で瘦やせたからであって、本来姉ちゃんがつけているのは、Ｃカップのブラだ。まあそこそこの大きさだろ」

「うわっ」

　あれ？　なんでドン引きするんだ？

「あ、あんた、何で自分のお姉さんのブラのサイズなんか知ってるの……？」

「え？　待て待て待て。人を実の姉の下着に執しゆう着ちやくする変態弟みたいな目で見るのはやめろ！　そうじゃねえって！　ホラ、姉ちゃんはここに入院してるだろ？　そんで世話する人間はオレしかいないだろ？　だから……その、姉ちゃんの服とか洗せん濯たくすんのも全部オレがやってるわけ。当然、下着類もな。だから知っててもおかしくないだろうが！」

「えっ……。お姉さんの下着の洗濯……あんたがやってるの……？」

「だから何だよっ!?　お前は何が何でもオレをシスコンの変態野や郎ろう扱あつかいする気かよ！　してるよ、洗濯！　でも、オレは姉ちゃんの下着を洗うときは、ちゃんと事前に座ざ禅ぜんを組んで精神統一をして、賢けん者じやの心意気になってから触ふれるようにしてるんだからな！　だからヨコシマな気持ちなんて一いつ切さいねえよ！」

「座……禅……？」

「あ、いやそれは冗じよう談だんだけど」

　何言ってんだこいつ、みたいなユイカの視線が恐こわい。オレは咳せき払ばらいして、隣に置いたバッグを手元に引き寄せた。

「もしかして、そのバッグの中にもミサキお姉さんの洗濯物が入ってるの？」

「ああそうだよ」

　オレは今、バッグを二つ持っている。一方は、高校のときに部活動で使っていたスポーツバッグ。今は会社で着ていたスーツが入っている。ユイカが指したのはもう一方のバッグで、こちらは姉ちゃんから今日預かったショルダーバッグだ。中には姉ちゃんの下着類など、洗濯物が入っている。

「それ、あたしが預かるわ」

　ショルダーバッグを指差しながら言って、ユイカはカフェオレを一気に飲み干した。「燃えるゴミ」と書かれたプラスチック製のゴミ箱に紙パックを放り投げる。勢いのいい放射線を描えがいて、見事、ゴミ箱の狭せまい入り口の中へ吸い込まれた。けっこう距きよ離りがあったのに、凄すさまじいコントロール力だ。内心、度ど胆ぎもを抜ぬかれながら、オレは遠えん慮りよして手を振った。

「いやいや、そこまでしてもらったら悪いよ」

「はあ？　何勘かん違ちがいしてるの？　これはあんたのためにしてあげるんじゃなくて、あんたの魔の手からミサキお姉さんを守るためにするの」

　べ、別にあんたのためにしてあげるんじゃないから、勘違いしないでよね！　って感じのセリフだけ聞くとツンデレっぽいけど、こいつの場合は普ふ通つうに本気で言ってるからなあ。

「あ、洗濯代はちゃんと後から請せい求きゆうするわよ？　電気代と水道代と洗せん剤ざい代と手間賃」

「へいへい」

「へいは一回」

「へい」

「よし」

　返事が「へい」であることはいいのか。

「……だけど、ミサキお姉さんの言ってることは、本当にそうだと思うわ」

　ショルダーバッグを肩かたにかけて、ユイカはつぶやいた。オレが自分の紙パックをゴミ箱に捨てている間に、ユイカはエレベーターのボタンを押している。

「何、急に」

「あたしの通っている高校のことなんだけどね」

　ユイカは定時制高校の夜間部に通っている。今は夏休みだから授業はないが、普段はけっこう忙いそがしいようだ。

「４月によその全日制の高校から転任してきた、若い男の先生がいるの」

　む、若い男の先生だと？

「イケメンなのか？　そいつのこと気になるのか？」

「茶ちや化かさないで」

　茶化してるつもりはないんだけどな。先生だって生徒にこんな可愛かわいいコがいたら気になるだろうし……。

「で、その先生が授業してる時にね、突とつ然ぜん、ある男子生徒のところにつかつかと歩み寄って、机の下でこっそりいじっていた携けい帯たい電でん話わを取り上げたの。先生、ものすごく怒ってたわ。『授業中に携帯電話で遊んでいるとは何事だ』って」

「まあ、そうなるわな」

　オレが高校に通っていたときも、先生の目をかいくぐって、授業中にこっそりスマホでゲームをしていた不届き者は少なからずいた。

「授業中にソーシャルゲームとかすんのは駄だ目めだよな」

「ううん、それがね、そうじゃないの……」

　エレベーターはまだ来ない。病院はエレベーターのドアの開閉がゆっくりなので、遅おそいときはどうしても遅くなる。

「授業が終わった後、クラスのみんなが激げき怒どして職員室に詰つめかけたの。『先生、竹たけ山やま君から携帯電話を取り上げるなんてひどい』『先生、竹山君に携帯電話を返してあげて下さい』って」

「すげえ、竹山君人気者じゃん」

「その竹山君っていう男子生徒は、いろいろ苦労があって、学校に通いながら日ひ雇やといのアルバイトをして生活していたの。携帯電話をいじっていたのも、仕事の連れん絡らくを受け取って、すぐに返事をしないといけなかったからなの。携帯電話がなくなったら死活問題よ」

「あ、そういうことか」

「うちの学校は、そういう経済的な事情を抱かかえた生徒がとても多いわ。そしてその子たちは、みんな携帯電話のメールやＬＩＮＥで仕事の紹しよう介かいとか、バイトのシフト変へん更こうの連絡なんかを受け取っているの。緊きん急きゆうの連絡もあるわ。だから授業中に携帯電話をいじっている生徒がいても、ある程度は黙もく認にんするのが暗あん黙もくのルールになっていたの」

「でも、その先生は赴ふ任にんしたばっかりだったから、そのことを知らなかったってわけか」

「そう。それでその先生は、自分の勤務する高校の生徒たちの経済状じよう況きようがどれほど大変なのか、自分はどんな高校にやって来たのかをそのとき初めて知って、凄すごくショックを受けて。今では、あたしたちのいい理解者になってくれているけどね」

　なるほどなあ。オレたちもその先生と同じで、和久村のことを全然理解していないだけなのかもしれない。ものごとを一面から見るだけでは、真実は見えてこないってわけだ。

「じゃ、やっぱり和久村にも何か理由が……」

「まあ、あのちっちゃいコの場合はどうだか分かんないけどね。親がウチの会社の社長でしょ？　お金に苦労するなんてありえないと思うけど」

「そこなんだよな……」

　和久村には、残業代をかせぐ理由なんてない。というか、そもそも無理に働く理由もないはずだ。なぜ好き好んで社しや畜ちくになんかなったのか。

　エレベーターがやっと来た。乗り込みながら、オレは思ったことをつぶやく。

「やっぱり、社畜の英才教育とやらを受けさせられて、親に洗脳されてるのかな……？」

「あのコって、そんなにバカでもないでしょ。かなりズレてるけど、頭の回転は速いし、ちゃんと仕事もできるコだと思うわ。親に言われたからって、言いなりになるようなコじゃないと思う」

　そう、だからこそ分からないのだ。和久村ミウは、なぜ社畜として生きる道を選んだのか。何か特別な事情がありそうだ。
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　そして、土曜日がやってきた。『社畜ＯＬ喫きつ茶さ』の当日だ。





「飲食た店従に業員んの不幸でメシがウマい！　新世代のコンセプトカフェ『社畜ＯＬ喫茶《アットホーム》』がついにオープン！」






　そんな看板が掛かけられた店てん舗ぽの前に、オレは立っていた。

　前日から入念な準備が行われ、大々的に宣伝もして、どうにか開かい催さいにこぎつけたのだった。一日限定ということになっているが、これが好評ならワクワクフーズに新たなチェーン店が誕生することになるかもしれない。

　ちなみにオレに割り当てられた役割は、サクラだった。たまたま通りかかった一いつ般ぱん客きやくのようなフリをして、「え、社畜ＯＬ喫茶？　うわ～何それ超ちよう面おも白しろそう！　ちょっと入ってみようかな～」などとキモい独り言をつぶやき、店のドアを開く。道行く人が、「何言ってんだこいつ」みたいな白い目で見てくるが、黙だまって耐たえるしかない。世せ知ち辛がらい仕事だぜ。

「お疲つかれ様さまですセンパイ！　……って、何だ、アキトじゃない」

　いったんはぱあっと明るく輝かがやかせた顔を露ろ骨こつにしかめながら出で迎むかえてくれたのは、ＯＬ風の服装をしたユイカだった。

　店内は、会社のオフィスをイメージしたような内装になっていた。テーブルは、オフィスで使う事務机をアレンジしたものだ。なんかこう、「うわっ、仕事しなきゃ」みたいな気分になるな。昨日、「……誰だれが得するんスかこれ」と斉さい藤とう係長に尋たずねたところ、「馬ば鹿かッ、俺たちみたいな社畜はこういう雰ふん囲い気きの方が落ち着くんだよ！」との返答だった。

「不ふ機き嫌げんそうだな、ユイカ」

「そりゃそうよ。だいたい、なんであたしがこんな恰かつ好こうしなきゃいけないのよ!?」

　ユイカをはじめ、店員はみんなＯＬ風のビジネススーツを着ていた。あくまでもＯＬ『風』というところがミソで、「こんな奴やつ本当に職場にいたら気になって仕事にならんだろ！」というくらいスカートは短かったし、ブラウスの胸部はぱっつんぱっつんだ。

「それに、何この靴くつ。すっごく歩きにくいんだけど」

　ユイカが指差したのは、赤のパンプスだ。まあユイカは普ふ段だん、こういうの履はかないだろうから、違い和わ感かんがあるんだろう。

「こんな靴じゃ、定時退社もロクにできないわ！」

　確かにそこは重要だな……うん。

　まあ、でもオレとしては、ユイカの服装で注目したいところは別にある。

　ユイカのしなやかな脚あしを包み込んでいるもの……それは、ストッキング！

　いいね、いいね！　何だか今日のユイカはいつもよりアダルトに見えるぜ！　なんかこう、働くお姉さんって感じだ。そうか、ストッキング一つで、同世代の女の子もお姉さんになってしまうのか。そう考えるとストッキングってすごいアイテムだよな！　ちょっとわくわくしてきたぞ。

　視界の端はしで、背の高い女性が手て際ぎわよく注文品を運んでいるのが見えた。あれは、クールさんだ。美人秘書みたいなイメージの服装に身を固めている。普段あまり見られないクールさんのミニスカート姿もいいな。

　ユイカに案内されて、席に着く。

「はい、本日の会議資料をどうぞ」

　お冷やとメニューを持ってきたのは、和わ久く村むらだ。普段は長なが袖そでの暑苦しい服装の彼女だが、今日は肩かたがむき出し、可愛かわいいおへそが見える露ろ出しゆつ度どの高い衣い装しようだ。なので、むしろいつもよりも社畜ＯＬ度は下がっているように思える。

「な、何ですの……？　ジロジロ見つめて」

「あ、いや何でもない」

　何だか、案外この企き画かく悪くないんじゃないかと思えてきた。やっぱ、可愛い女の子たちに接待されるのっていいよね！

「それでは課長、本日の案件を」

「……？」

　オレは課長じゃないし、案件って何のことだ？　和久村は何を言っているんだ？

「注文を訊きいているのですわ！」

　ああ、そういうことか。

「えっと、じゃあこの、か、『過労で倒たおれソーダ』を」

　何なんだよこのネーミング。ちなみに他ほかには「超ちよう絶ぜつブラックコーヒー」「修しゆ羅らバニラシェイク」「無理をトースト」「他人の不幸なんてホットケーキ」「足元をミルフィーユ」などのメニューがある。……正直、どれも頼たのみたくないな。

　運ばれてきたソーダを口に含ふくみ（当たり前だが、中身は普ふ通つうのソーダ水だった）、オレはスマホを取り出した。サクラとしての業務を果たさなければならない。気が進まないが、ネットの匿とく名めい掲けい示じ板ばんやツイッター、ＳＮＳに『今、社畜ＯＬ喫茶とかいうところに来てるんだけど、すげー面白い！　店員の女の子たちも可愛いし、飲み物もおいしいよ！』などと書き込みまくる。

　いわゆるステマというやつである。

　こんな行こう為いに加担するのは忸じく怩じたるものがあるが、仕事だから仕方がない。複数のアカウントを使い分けて、どんどん書き込みをする。

　とはいえ……オレにはこういうのは向いてない気がするな。というか、ツイッターとかＳＮＳって、こんなことのために使うモノじゃないよな。どう考えても。

　もっとこう、「ああ、オレって今、世界のみんなとつながってるぜ！」って使い方がしたいね。何かこう、もっと面白い使い方……例えば、反社しや畜ちくの活動に使えないかな？　「定時で帰りたい！」「ブラック企き業ぎようを潰つぶしたい！」って書き込んだら、みんな「いいね！」ボタンを押してくれないかな？

　オレたち一人ひとりが個人で『反社畜』としての活動をするのも大事なことだけど、もっと社会全体にこの動きを広めないと、根本的な解決にはつながらないような気がするんだよね。

　そんなことを考えながら、書き込みの反応を見てみると──。


『宣伝乙おつ』

『クソ業者ＵＺＥＥＥＥＥＥ』

『社畜ＯＬ喫茶がどうとか書いてる奴、そろって昨日作ったばっかりのアカウントなんだけどｗｗｗ』



　どわー！　やべえ、ボロクソに書かれているぞ！　ものの見事に炎えん上じようだ！

　オレが頭を抱かかえていると、隣となりの席の別のお客さんたちが変なクレームをつけて、ユイカやクールさんを困らせていた。

「おい、どういうことだ。美人ＯＬさんにヒールで踏ふまれて口くち汚ぎたなく罵ののしってもらいたくてここに来たのに、そういうサービスはやっていないだと？　ふざけるな！」

　昼間っからそんな店開いてるわけがないだろ！

「おさわりは不可だと!?　バカな、ＯＬと来たらセクハラに決まっているだろうが！　話が違ちがう、金返せ！」

　だからそういう店じゃねえっつーの！　というか全国のＯＬさんに謝れ！

　う～ん、やっぱこの企画ダメだろ！




　　　　＊




「社畜ＯＬ喫茶」が無む惨ざんに失敗した後、オレたちは電車で移動して、喧けん騒そう渦うず巻まく繁はん華か街がいの和風居酒屋に繰くり出だしていた。

「人少ないっスねー」

　オレはぼそりとつぶやいた。店の中にいる客の数が少ないという意味ではない。土曜の夜だから、客はちゃんと入っている。休日出勤からの帰りのサラリーマンがあちらこちらでビールを片手に乾かん杯ぱいの音おん頭どを取っており、むしろ暑苦しいくらいだ。

　オレが少ないと言ったのは、ワクワクフーズ総務課の飲み会の参加者のことだ。せっかく広い座ざ敷しきの部屋に案内されたのに、予定していた人数が来ていないので、オレたちのところだけ何だか寂さびしいことになっている。

　これって何？　オレたち新入社員があんまり歓かん迎げいされてないってことなのかな？

　斉藤係長が指折り数えながら説明する。

「工く藤どう課長は県外に出張中だろ。早はや川かわ課長代理は海外にバカンスに出かけているし、小こ早ばや川かわと吉きつ川かわは仕事が終わらなくてまだ残業している。田た中なか係長は自宅療りよう養よう中だし、村むら上かみと来くる島しまは仕事が終わらなくてまだ残業している。筒つつ井いは体調不良で今日は休みだし、竹たけ中なかと黒くろ田だは仕事が終わらなくてまだ残業している。それから……」

　まだ残業している奴多すぎだろ！　歓かん迎げい会かいの日くらい、早めに切り上げろよな！

　そもそも土曜日なのに、なぜみんな普通に仕事をしているんだよ？

「松まつ田ださんは？　松田さん、今日の歓迎会を楽しみにしてましたよね？　二次会でちっちゃいコとカラオケ行きたいって」

　ユイカが尋ねる。『根ね津づ畑はたラク』ファンの松田は、先日オレにバトルで負かされて多少へこんではいたものの、歓迎会に備えて着実にテンションを上げていた。一人カラオケで予習までしていたらしい。この場にいないのは不思議だ。

「松田にはさっき急な連れん絡らくが入った。田舎いなかのお祖母ばあさんが熱ねつ中ちゆう症しようで倒れて救急車で病院に搬はん送そうされたらしい」

　えっ、そりゃ大変だ。飲み会に出ている場合じゃないな。

「が、それはそれとして、やはり仕事が終わらないので、まだ会社に残って残業している」

　いやいやいや、さすがにそれは、田舎のおばあちゃんのところに行ってやれよ！　残業なんかしてる場合かよ！

「仕方ないだろう。仕事優先だ。奉ほう公こうしたいときにジョブはなし、というしな」

　まったくこれだから社畜は。おばあちゃん孝行くらいしてやれよ。

「ちなみに社畜たちにとって、歓迎会で親しん睦ぼくを深める、なんてのはただの口実でしかないからね。彼らは、単にうまい酒を飲んで、酔よって、暴れて、バカ話ができればそれでいいんだ」

　クールさんがそっと耳打ちしてくる。そういえば斉藤係長の異名は『新ルーキ人ー・ク潰ラツしシヤー』だった。新人のために配はい慮りよの行き届いた歓迎会なんてするはずがなかったな。

「それにしても、こんな早い時間に仕事を終えて会社を出ると、どうも落ち着かないね。残業感が気になる、というか」

　残ざん尿によう感かんみたいに言ったのは、二十代後半、さわやかな笑え顔がおが特とく徴ちよう的なイケメンの社畜、二に階かい堂どうだ。釣つりやゴルフ、テニスなどアウトドアの趣しゆ味みが多い。

「田中がいないのは残念だな」

　斉藤係長が寂しそうに言う。

　田中係長。かつてのオレの上司。『総務課四天王』に名を連ねる筋金入りの社畜だったが、オレとの対決の果てに過労で倒れ、今は自宅で療養中だ。

「あいつは飲み会を極きわみに極めた、飲み会のスペシャリストだった。手品にどじょうすくい、カラオケ、裸はだか踊おどりと何でもござれの宴えん会かい芸者だったな。鍋なべ奉ぶ行ぎようを任せても一流だが、何より肉を焼くのが上手うまかった。参加者それぞれの好みに合わせて焼き分けるその技量から、『肉にく奴ど隷れい』の異名をとっていたほどだ」

「ウチの課には、なかなか凄すごい方がいらしたのですね」

　感服する和久村。斉藤係長は誇ほこらしげに腕うで組ぐみをした。

「まあ、そうだな。だが、やはり何と言っても凄いのは、工藤課長だな」

　店員が飲み物を持ってきた。続いて、刺さし身みの盛り合わせが運ばれてくる。ぷりぷりで脂あぶらがのっていて、うまそうだ。斉藤係長の音頭で乾杯し、話を続ける。

「課長は台風でＪＲ全線が止まったときも、嵐あらしの中を三時間歩いて出社したというからな」

　係長の言葉はちょっと信じがたかったが、あの人ならやりかねない。日本経産連が発表する全国社畜ランキングでも上位をキープしている、凄すご腕うでの社畜だ。

「『やばいと思ったが出社欲よくが抑おさえきれなかった』と言ってたらしい」

　そんな欲よく望ぼう、初めて聞いたよ！　エクストリーム出社にもほどがあるだろ！

「でも、社長はもっと凄いらしいぞ。何でも、自宅から本社ビルに通じる秘密の地下通路を掘ほらせていて、それを使って夜な夜な家を抜ぬけ出し、社長室でこっそり仕事をしているとか」

　そういう明らかにデマと分かるヨタ話はいいから！

「はあ～」

　上役の武勇伝をえんえんと聞かされ、ため息をつきながら刺身を食べていると、

「どうしたんだい。楽しくなさそうだね」

　オレの左ひだり隣どなりに座っているイケメン社畜の二階堂が話しかけてきた。

「あ、いやあ……ハハハ」

　オレはあいまいに笑った。どうもこの人、苦手なんだよな……。
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「立たち花ばな！」

「は、はい？　何かオレに──」

「ボクはね、君ともっと仲良くなりたいと思ってるんだ！　やっぱり職場のみんなとは仲良くしなきゃ！　一人だけ浮ういてるのはダメだよ！」

　オレの発言を一方的に遮さえぎって話を続ける二階堂。え、オレって職場で浮いてるの？

「君はそもそもボクたち社畜に対して何か偏へん見けんを抱いだいているようだけど、まずはその誤解から解く必要があると思う！　大だい丈じよう夫ぶ、君ならできるよ」

　そう言って二階堂はオレの背中をポンと叩たたいた。クラスで孤こ立りつしている子を無理やり輪の中に入れようとする学級委員みたいなタイプだ。

「やっぱりね、残業はちゃんとしなきゃダメだよ」

「オレ、仕事はきちんと就業時間中に終わらせて──」

「君が昨日しなかった残業は、誰だれかがしたいと思ったけどできなかった残業なんだよ？」

「……」

「世の中にはね、残業がしたくてもできない人たちが大勢いるんだよ？　君は、その人たちの気持ちを考えたことがあるのかい？」

　うっぜええええええ！　何でオレ、社畜に説教されなきゃなんないんだよ!?

「あのですね、二階堂さん」

「ボクがなぜ夜よる遅おそくまで平気で働けるのかって？」

　こいつ、他人ひとの話を聞かないタイプだよ……。

「それはね、みんなを幸せにしたいから。お客様の笑顔があれば、ボクはどれだけでも働けるんだ。人は、自分のために働くんじゃない。他人の幸せのために働くんだよ。そんな充じゆう実じつした会社生活を送っているから、ボクの人生は輝かがやいているんだよ」

　オレは二階堂の左隣に座っているクールさんに助けを求めようと視線を送った。だが、クールさんはユイカともども係長のトークにつかまっている。二階堂はさらに続けた。

「君は、残業をムダな仕事だと思っているのかい？　それは違うよ。だって、世の中にはムダなことなんて何一つないんだから」

　さわやかなイケメンボイスが余計にオレの不快感をかき立てる。

「ムダというか、嫌いやですね。オレは残業は嫌きらいです」

「何が嫌いかではなく、何が好きかで自分を語れよ！」

　もうこいつ何も考えずにしゃべってるだろ。あーめんどくせえ。

「二階堂さんは、上司に理り不ふ尽じんな命令されてイラッとしたりとかしないんスか？」

　ああ、オレってつくづくいい奴やつだなあ。こんなアホの話し相手になってやるなんて。

「そういうときは、胸に手を当てて考えてみようよ。その命令は、本当に理不尽なものなんだろうか？　その上司は、本当は君のためを思って言っているのかもしれない。会社で嫌なことやつらいことがあったら、こんな風に考えてみることはできないかな？　嫌なこと、つらいことがあるからこそ、ボクたちは成長できるんだ。うれしいことも、つらいこともあるからこその人生じゃないか。何事にもありがとうの気持ちを。上司に理不尽な残業を押し付けられたら、『理不尽な残業を押し付けてくれてありがとう』と言おう。上司にぶん殴なぐられたら、『殴ってくれてありがとう』と言おう。成長できるチャンスをもらったと思うんだ。嫌な気持ちにさせてくれた人に、感謝の気持ちを捧ささげようじゃないか」

「それただのドＭじゃねーか！」

　……何だろうこの壁かべ殴なぐりたくなる感。いや違ちがう。オレが殴りたいのは壁じゃなくてこいつの顔面だ。

　こいつは自己啓けい発はつセミナーの受け売りみたいなことしか言えんのか？

「だいたい、斉藤係長が君に厳しくあたるのも、一種の愛情表現なんだよ」

「はあ」

「係長はね、理不尽なことを言われ続けることで、君が、なにくそ、いつか絶対に見返してやるぞ、と、がむしゃらに働くようになることを期待しているんだよ。そうして頑がん張ばって出世すれば、二十年後には君が斉藤係長の立場に立つことになる。そうすれば、君も今の斉藤係長のように、好きなように威い張ばり散らせるようになるよ。その日の気分で部下を怒ど鳴なりつけてストレスを発散するのも、気に食わない部下に嫌がらせをするのも、思いのままだ。だから、それまで耐たえて頑張りなよ」

「思いのままだ、じゃねえよ！」

　斉藤係長みたいなクソ上司を上司に持つのも、自分が斉藤係長みたいなクソ上司になるのも、両方嫌だよ！　ふざけんな！

「そう言うけど、ここではそれが普ふ通つうだからねえ。職場になじめない君の方に問題があるんじゃないの？　社に入らば社に従え、だよ」

　確かに新入社員には、先せん輩ぱいの言うことをよく聞いて、上司の命令に従い、なるべく早く職場に溶とけ込こむ義務があるだろう。だけど！　それ以上に、上司や先輩社員には、新人をあたたかく迎むかえ、職場になじみやすい雰ふん囲い気きを作る義務があるだろ!?　新入社員に一方的に責任を押し付けるな！

　そう言おうとしたが、二階堂はトイレに向かってしまった。そして戻もどってきたときには、

「あ、二階堂さん。うまそうな鶏とりのから揚あげが来ましたよ。ちゃんと二階堂さんの分にもレモンの汁しるをかけておいてあげましたよ。さ、どうぞ！」

　と気を利きかせたオレに、

「何でそんな余計なことするんだよ！　鶏のから揚げは、この、ホッカホカのがいいんだろうが！　レモンの汁なんかかけたら台無しだろうが！　そんなことも分からねえのかこのボケナス」

　と、これまでの態度を豹ひよう変へんさせて、大だい激げき怒ど。え……何で怒おこってるの……？

「怒るに決まってるだろ！　何でそういう、人の嫌がることをするかなー」

　だから、嫌がらせのつもりじゃねえって！　というか、さっきの「嫌な気持ちにさせてくれた人に、感謝の気持ちを捧げよう」とやらはどこに行ったんだ？

　助け船を求めてクールさんに視線を送ると、

「う～ん……。今のは、立花くんも悪いね」

「そうね。あたしはレモンの汁なんて気にしないけど、気にする人だっているものね」

　クールさんとユイカまでそんなことを言い出した……。分かんねえ！　社会人の常識が分かんねえ！　オレなりに先輩に気を遣つかったつもりだったのに、どうしてこうなった！

「無様なものね、立花アキト」

　和久村がせせら笑う。

「歓かん迎げい会かいでどんな態度をとるか。上司、先輩の皆みな様さまを相手にどう立ち回ってご機き嫌げんをとるか。私たちは試ためされているのですわ。そんなことも分からないなんて、本当にお馬ば鹿かさん」

　和久村にかかれば、単なる飲み会も軍事教練か何かに思えてくるな。そういえば、和久村はさっきから係長や二階堂のコップにせっせとビールを注ぎまくっていた。オレと違って、完かん璧ぺきに気配りができている。

　オレはいたたまれなくなって、席を立った。トイレに行くふりをして店の外に出る。

　星がきれいに瞬またたいていた。オレは夜空でも眺ながめて時間を潰つぶすことにした。
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　夜風が、疲つかれた身体からだに心地ここちよかった。不ふ愉ゆ快かいな二階堂のことは忘れて、オレは夜の都会の喧けん騒そうに身を委ゆだねた。店の斜ななめ向むかいに自じ販はん機きがあったので、カフェオレを買う。どうも最近、カフェオレを飲まないと禁断症しよう状じようが出るようになってきた。ユイカのことを笑えないな、と一人で苦笑いしていると、

「あれっ？　アキト君じゃないの。はろー」

　可愛かわいい感じの声で名前を呼ばれて、オレは振ふり返かえった。

「キョーコさん!?」

　そこにいたのは、ポニーテールが素す敵てきな可愛いお姉さん、キョーコさんだった。本社ビル一階で受付をしている、クールさんＬＯＶＥの人だ。仕事帰りらしく、オシャレなブランド物のトートバッグを握にぎりしめている。

「そっかー。総務課の飲み会って、このお店だったんだ」

　居酒屋の看板を見ながら、納なつ得とくしたようにうなずいた。

「ええ、まあ。キョーコさんは、どしたんスか？」

「友達と待ち合わせ。この先のイタリア料理店で、一いつ緒しよにご飯食べる約束をしているの」

　友達って、彼氏かな？　単なる女友達かな？　微び妙みような言い方だった。

　そもそもキョーコさんって、男の子が好きなんだろうか、女の子が好きなんだろうか。クールさんＬＯＶＥというのは、一体どこまでがガチなのかよく分からない。

「で、アキト君はここで何してるの？　もう帰りたくなった？」

「いや、さすがに一次会は最後までちゃんといるつもりですけど、まあちょっと夜風に当たりたくなったって感じですかね」

　から揚げの件を愚ぐ痴ちろうかと思ったが、やめておいた。キョーコさんにまで「レモンの汁を勝手にかけるような男は、女の子にモテないわよー」とか言われたらオレは立ち直れない。

「そういえば、あの電でん撃げきの女の子ちゃんって、社長の娘むすめさんなんだってね」

　和久村のことか。すっかり有名人だな。

「アキト君、戦いづらいでしょう？」

「まあ……困ってるんですよね、正直。普通のオッサンの社しや畜ちく相手なら、容よう赦しやなく顔面をグーで殴れますけど、女の子相手じゃ、そんなわけにもいきませんし。どうしたらいいんスかね」

　するとキョーコさんは、

「そんなの簡単よ」

　口に手を当ててにんまりした。小こ悪あく魔まみたいだった。

「アキト君は男の子でしょ？　で、電撃ちゃんは、女の子じゃない。それも、けっこう可愛い」

「う、うん」

　そうだけど……一体、何が言いたいのかな、この人。まさか……。

「惚ほれさせちゃえばいいのよ☆」

「ブフォッ」

　オレはカフェオレを盛大に吹ふき出した。キョーコさん、何言い出すんだ。

「ゲホッ、ゲホッ。キョーコさん、やめてくださいよ」

「どうして？　けっこうマジな意見なんだけどなあ」

「社畜が反社畜に惚れるわけがないでしょう？」

「『不可能を可能にするのが、あたしたちカフェオレ党よ！』って君の幼なじみちゃんがこの前言ってた」

　あー、和久村・松田コンビとの戦いの時だな。キョーコさんも見てたのか。

「それとも、電撃ちゃんに惚れられると、幼なじみちゃんがやきもちを焼くから嫌かな？」

「ユイカが？　それって──」

　携けい帯たいの着信音が鳴った。キョーコさんがバッグからスマホを取り出す。

「ごめんごめん。友達待たせてるから、もう行くね。じゃ、クールさんによろしくー」

　そそくさとキョーコさんは立ち去った。嵐あらしのような人だったな。

　ガラガラと音がした。居酒屋の引き戸が開いて、和久村が外に出てきた。

「げっ、立花アキト」

　オレの顔を見つけて、心底嫌そうな顔をする。別にオレを追ってきたわけではないらしい。カフェオレを飲み干してから、オレは尋たずねた。

「和久村か。どうした？」

「べ、別に」

　そっぽを向いた和久村だが、オレは彼女が店の外に出た理由に心当たりがあった。

「お前、疲れてきたんだろう？」

「はあ？」

「あ、いや、こういう席でオッサンどもの話を聞くのって、それだけで疲れるし。係長にせっせとビールを注いだり、気配り大変だったろうと思って」

「……」

　和久村のいつものテンションが感じられない。なんだか眠ねむそうに見える。

「元気のない自分をみんなに見せたくなくて、こんなところに来てるんじゃないのか？」

「……」

「日ひ頃ごろの疲れもたまっているだろうしな。やっぱり、仕事がキツいんだろ。おととい係長に頼たのまれてた仕事──社員名めい簿ぼの更こう新しんの業務だって、手を付けてないみたいだし」

　いくら頭がいいといっても、やはりまだ未熟な子どもだ。和久村の仕事の能力には、ややアンバランスなところがあった。

　敬語は完璧だし、帰国子女だけあって英語も堪たん能のうだけど、基本的な連れん絡らくをきちんとやるというコミュニケーションの基き礎そができてなかったり。キーボードを打つのはすごく速くて、いかにもパソコンを使いこなせてますという顔をしているけど、どうもワードやエクセルの細かい機能はあまり触さわったことがなさそうだったり。どこか危なっかしい。しかも他人ひとにものを尋ねるのが苦手なものだから、いつまで経たっても苦手分野が克こく服ふくできないようだ。

　訊きいてくれれば、オレはいくらでも教えるし、教えてもらえばちゃんとできるやつではあるんだけど……。

「社員名簿くらい、簡単に片づけられますわ」

「でも締しめ切きり、月曜だったよな。他ほかの仕事もてんこ盛りだし、厳しくないか」

「ふん、そのときは私のジャンピング土下座が炸さく裂れつするだけのことですわ」

　何で得意げなんだよ。お前のその自信はどこから来た。


「私のジャンピング土下座の恐おそろしさ、見せてあげるわ♪」



　こいつ、密ひそかに自宅で練習とかしてそうだな。

「土下座の前に、やることがあるだろ。そんなに周りの人にものを尋ねるのが嫌いやか」

「そ、そんなことはありませんわ」

「だったら何でも訊こうぜ。分からないことは恥はじじゃない。分からないのをそのままにしておくことこそが恥なんだ。それくらい分かるよな？」

　和久村は珍めずらしく素す直なおに、こくん、とうなずいた。

「さて、そろそろ戻るか」

　飲み干したカフェオレの空あき缶かんをゴミ箱に捨てるオレを、和久村が咎とがめた。

「居酒屋を中なか抜ぬけして外の自販機で飲み物を買うなんて、マナー違い反はんですわよ」

「だって、店にはカフェオレがねえんだもん」

「フフ……お砂糖とミルクが入っていないとコーヒーが飲めないなんて、お子ちゃまね」

「……お前さあ」

　オレは口元をほころばせた。

「いっつも砂糖なし、ミルクなしのブラックでコーヒーを飲んでるよな」

「もちろんよ。コーヒーにお砂糖だのミルクだの、邪じや道どうですわ」

「あまり無理しなくていいぞ。コーヒーなんて飲みたいように飲めばいいんだから」

「なっ……何をバカなことを言っていますの？　私はコーヒー本来の味を楽しみたくて」

　顔を真っ赤にして強がる和久村。可愛いなこんちくしょう。

「ちゃんと糖分も取らないと、おっきくならないぞ」

「身長の話は余計なお世話ですわ！」

　いや、オレはおっぱいの話をしたんだが……。そういやこいつ、貧乳のことは気にしてないんだっけ。社会的ステー地位タスだとか言ってたな。

　それにしても……こいつ、やっぱり可愛いな。今日の恰かつ好こうは白と黒を基調としたゴスロリ風の衣装だ。そこらの女の子が着るとかなりあざとく見えてしまいそうな感じなんだが、まったく違い和わ感かんを感じさせずに着こなしている。多分、何を着ても似合うんだろうな。夏の花をイメージしたネイルアートもバッチリ決まっていて、垢あか抜ぬけた感じだ。『根津畑ラク』じゃなくて、こいつ本人が顔出しても十分人気が取れるんじゃねえの？

「何をジロジロ見ていますの？」

　けんか腰ごしな物言いで睨にらみつけてくるその顔がまたラブリーだ。オレは照れくさくなって、和久村から視線をそらして言った。

「見てねえよ。ほら、そろそろ戻もどるぞ」

　引き戸を開けて、店の中に入る。和久村も黙だまってついてくる。

　座ざ敷しきに戻ると、二階堂がユイカを何やら懇こん々こんと諭さとしていた。

「だいたい世間一いつ般ぱんでは、反社畜というのは恥はずかしいことなんだよ？　君みたいな子がこんなことをして……親が泣くよ？」

　風ふう俗ぞく嬢じように説教するオッサンかよ！




　　　　＊




　飲み会はお開きになった。会計を済ませ、店の外に出る。

「あ、それじゃオレたちはこれで」

　オレとユイカ、クールさんがあいさつをして駅の方角へ向かっていこうとすると、

「何を言っているんだ。まさか一次会だけで帰るつもりか」

　二階堂がオレたちを睨みつけてきた。

「二次会に行こう。そして若者どうし、腹を割って話そう！」

　え、若者？　まあ、二十代後半の二階堂も、会社では若手の部類か。でも、

「職場の飲みニケーションは大切だよ」

　もうその「飲みニケーション」という言葉のセレクトがすでにオッサンくさいよね。そもそも酒を飲まないとコミュニケーションも取れないなんて、どんだけコミュ障なんだよ。

「いや、オレは帰ります」

　オレは二階堂の誘さそいをきっぱりと断った。気の合う者同士、楽しく酒を飲んで語らうのもいいだろう。たまには羽目を外して、馬ば鹿か騒さわぎするのもいいだろう。でも、オレはプライベートまで二階堂や斉藤係長と一緒に過ごしたいとは思わないんだよ。オレたちのための歓かん迎げい会かいだというから、一次会だけは付き合った。それで充じゆう分ぶんだろ？　家に帰ってゆっくりと風ふ呂ろに入りたい。一週間の仕事の疲つかれを取るために、朝までたっぷり、グースカと眠りたい。そう思うことの、どこがおかしいんだ？

「駄だ目めだ。そんなことはボクは認めないよ」

　二階堂の瞳ひとみには、いつしか邪じや悪あくな炎ほのおがぎらぎらと宿っていた。

「ボクだって自分の歓迎会のときは、当時の上司にゲロを浴びせかけられ、悪ノリした先せん輩ぱいにパンツまで脱ぬがされて、涙なみだ目めになって土下座したんだ。同期の一人は、急性アルコール中毒で救急車で運ばれていたっけ。だからボクには、後こう輩はいたちにも同じ目に遭あわせる権利があるんだ。絶対に無事に帰しはしない」

　げえっ、それが本音か！　冗じよう談だんじゃねえぞ。これは何が何でも帰らなきゃな。

　二階堂に続いて、和久村が一歩前に出る。

「立花アキト、桜さくら野のユイカ、クールさん！　あなたたちはまとめて二次会の煉れん獄ごくの炎の渦うずに叩たたきこんであげますわ！」

　どんな二次会だよ。そして、クールさんのことはちゃんとクールさんって呼ぶのな。

「幸い、明日は日曜日。今日は五次会、六次会まで付き合わせてあげますわ！」

「六次会て……どんだけ居残る気だよ!?　寝ね言ごとは寝て言えよ！」

「残念ながら社しや畜ちくの辞書に『寝言』という言葉はなくてよ。寝言を寝て言うくらいなら徹てつ夜やで仕事をするのが社畜のジャスティスよ♪」

　だああ、本当にああ言えばこう言う！

　やってられるか！　オレはユイカ、クールさんに目で合図を送った。無言でうなずく二人。そしてオレたちは、最も寄より駅の方角に向けて走り出した。




　だが、それは長い夜の始まりに過ぎなかった。




　　　　＊




「ジャーンジャーンジャーン！　伏ふく兵へい部隊参上！」

「またかよ！」

　次々と現れては進路をふさぐ社畜の増ぞう援えん部隊に、オレたちは手を焼いていた。残業をようやく終わらせた社畜たちは、何が何でもオレたちを二次会に誘うつもりらしい。

　伏兵をあるいは迂う回かいし、あるいは薙なぎ倒たおして、オレたちは駅の方角へ向けて突き進む。だが、少しずつ、敵の術策にはまりつつあるのを感じていた。最初に想定していた帰宅経路ルートから、微び妙みようにずれている。

「フフフ。あなたたち反社畜の逃とう亡ぼうは、完全にブロックされていますわ」

　不敵にほほ笑えみながら、和久村が追いかけてくる。

「みんな、ボクの言うことを聞いてくれ。小早川は次の交差点を右へ。バイクが来ているから気をつけて。竹中は今の道をまっすぐ進んでくれ。混こんでいるけど、注意していれば簡単に抜ぬけられるはずだ。村上は青信号になるまで、その場で待機。この信号は長いけど、車が多いから無理はしない方がいい」

　和久村と並走しながらトランシーバーで仲間の社畜たちに指示を下しているのは、人生輝かがやいてる系社畜の二階堂。その様子に、オレは戦せん慄りつを覚えた。

　なぜあいつは、あんなに的確な指示が下せるんだ!?　街の全体図が完かん璧ぺきに頭の中に入っているとしても、こんなに細かい情報までリアルタイムに把は握あくできるはずがない。

「ふっふっふ。ボクはいつも経営者目線でものを考えているからね。社員一人ひとりがどこで何をしていて、どんな状じよう況きようにあるのか。そのくらいは手に取るように分かるのさ」

　何てこった！　また社畜の負の性質がわけの分からない特とく殊しゆ能力に転化されている！

　まずいぞ、このままじゃ追い込まれてしまう。

　焦あせりを感じていると、Ｙ字路に行き当たった。クールさんが提案する。

「よし、ここは二手に分かれよう」

「こういう場合は、二手に分かれた方がいいの？　クールさん」

「いや、特に二手に分かれるメリットはないけど、こういう場合は二手に分かれるのがエンタメのお約束だ」

「お、おう……」

　何だか納なつ得とくのいかない説明だが、クールさんが言うのなら間ま違ちがいはないだろう。

「僕は右へ行くから、キミとユイカちゃんは左へ」

　クールさんが指示を下す。オレとユイカはまだ半人前だから、二人で力を合わせた方がいいって判断なんだろうな。

「了りよう解かいです」「また駅でね、クールさん」

　オレたちはクールさんと別れ、人気のない狭せまい路地に入っていく。

　よく知らない道だ。暗い夜道ということもあり、自信のないオレは自然とスピードが落ちていく。ユイカがオレを先導するような形になった。

　和久村と二階堂が追ってくる気配はない。クールさんの方へ向かったのか、それともオレたちが二人をまいたのか。よく分からないが、今のところ伏兵も出てこない。

　あれ、もしかしてこのまま逃にげ切れるんじゃないか？　何が「反社畜の逃亡は、完全にブロックされていますわ」だよ、ダダ漏もれじゃねえか。

　オレの心の中に油断が生じかけたそのとき、一いち抹まつの不安が頭をよぎった。何かがおかしい。ユイカはこの辺りに土と地ち勘かんがあるようだが、本当に大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

「ここ、さっきも通らなかったっけ？」

　オレはぽつりとつぶやいた。さびれたラーメン屋の看板に見覚えがあったのだ。

　その言葉に、ユイカははっとした様子で、悲しげな声を上げた。

「道、間違えた……！」

　何てこった。帰宅経路を誤るなんて、ユイカらしからぬミスだ。

　いや、待て。そういえばユイカは定時制高校に通う高校生。高校生といえば、自分の進路選せん択たくに迷う時期！　進むべき道に迷いが生じるのも無理はない。

「とにかく急ぐぞ」

「う、うん」

　先ほどは右に曲がった交差点を、今度は直進。駅に向かうには、こちらが正解のようだ。とはいえ、ユイカはかなり疲れてきている。肩かたで息をしていた。

「大丈夫か？　キツいなら言えよ？」

「平気……」

　なおも強がろうとするユイカだったが、

「あれ……？」

　身体からだが不安定によろめく。意識が朦もう朧ろうとしているのかもしれない。

「あ、危ない」

　オレは注意した。だが遅おそかった。ユイカが落ちていた空あき缶かんにつまずいたのだ。




　スッテーン！




　ユイカはものの見事に転てん倒とうした。力のない悲鳴を上げる。

「おい、怪け我がはないか」

　オレはユイカに駆かけ寄よって手を差さし伸のべる。すると──。

「ち、近寄らないで！」

　突とつ然ぜん、ユイカが焦った声を上げた。

　なんで？　と思って見下ろすと、スカートがめくれて、白い布地が見えていた。

　こ、これは……！

　ぱ、ぱ、ぱんつ!?　ぱんつなのか!?

「ちょっと！　何見てんのよ、この変態！」

　慌あわててスカートを直すユイカ。

　うん、間違いない。ぱんつじゃないか！　見えたのは一いつ瞬しゆんだったけど、確かにぱんつだった。これが俗ぞくにいうＰＡＮ・ＴＩ・ＲＡ！　ばんじゃーい！

　ん……？　あれ？　だけど、今のぱんつって……？

「ちょい待て。お前……何はいてんだよ」

「何って、ぱんつだけど」

　そんなことは分かってる。


「お前……高校生にもなって、くまさんパンツはねーだろ！」



「あ、こ、これは……」

　ユイカはしまったという顔をした。自分が何を見られたのか、ようやく理解したようだ。

　そう。オレの目は、ユイカのぱんつの柄がらまでをしっかり捉とらえていた。とっても可愛かわいい、くまさんのプリントが入った、子どもっぽいぱんつだった。

「お前、自分のキャラがちゃんと分かってるのか!?　こういうのは、和久村みたいなちっこいキャラがはくものだろ。ユイカはおっぱい大きいんだし、あんまり子どもっぽいのはＮＧだぞ！」

　かといって、もちろんセクシーすぎるのもイメージに合わない。ぱんつ選びは、重要だ。

「それにお前ケツでかいから、そういう子ども向けのだと明らかにサイズが合わなぐふぅ」

　オレは腹を押さえてのけ反った。目にも止まらぬ早さで、ユイカがボディブローを繰くり出だしたのだ。

「あ、あたしだって好きではいてるんじゃないわよ！　でも、町内会夏祭りのバザーで、安かったんだもの！　三枚二九八円だったんだもの！　お金がなかったんだもの！」

「だからって……くまさんパンツはあんまりだ……」

「本当は、ミサキお姉さんがはいてるような、大人っぽいのが欲しいわよ、あたしだって」

　今にも泣きそうな顔で、ユイカは胸のシロクマのペンダントを強く握にぎりしめた。

「……あなたたちは、一体何の話をしているのかしら」

　呆あきれたような声に振ふり返ると、呆れたような顔をした和久村がいた。二階堂も一いつ緒しよだ。しまった、追いつかれたのか。ぱんつの話をしている場合ではない。

「とにかく逃げるわよ、アキト！」

　ユイカに促うながされ、オレは彼女とともに走り出した。だが──。

「竹中はゆっくり前へ。小早川はそこで待機」

　トランシーバーで連れん絡らくをとる二階堂の声が聞こえる。和久村とともに、背後から迫せまってきたのだ。

　いかん、このまま前に進むと、きっとまた伏兵が待ち構えているに違ちがいない。前にも、後ろにも進めない。焦るオレたちに、和久村が忠告する。

「大人しく、二次会会場に向かうのです」

「いやよ」

　きっぱりと、ユイカが言い放った。

「あたしは、何としても帰りたいの！　二次会なんて絶ッ対に嫌いや。お金もったいないし、斉藤係長のくだらない武勇伝や親父おやじギャグをしつこく聞かされるのは、もうたくさんなの！　酔よっ払ぱらいの話は中身がカラッポのくせに同じ話が何度も何度もループするし、本ッ当に時間の無む駄だ！　二次会、三次会なんて、冗じよう談だんじゃないわ」

　オレはユイカの帰宅への熱い想おもいに胸を打たれた。どんな手段を使ってでも、絶対に帰ってやる──そんな強い意志を感じて、ユイカのことがとてもいじらしく思えてきた。

「よし。こうなったら力ずくでも帰るぞ」

　帰りたい。何としても早く家に帰りたい。ユイカの強い意志が、オレの闘とう志しを後押しした。

「ユイカ、下がってろ」

「え、でも」

「お前にカッコいいところを見せたいんだよ、オレは！」

　ユイカは何か言いたそうな顔をしていたが、黙だまってうなずいて、引き下がった。

「ふん、私が手を下すまでもありませんわ。さあ、やっておしまい」

　和久村にけしかけられると、二階堂はさわやかなイケメンスマイルで応じ、オレと向かい合った。

　オレとタイマンを張るからには、腕うでに相当な自信があるのだろう。二階堂の力を探さぐるべく、まずは軽くジャブを放つ。右の拳こぶしを、二階堂は涼すずしい顔で受け止め……きれずに、引ひき締しまった身体があっさりと宙を舞まった。

「……って、めっちゃ弱いんですけど！」

　道路標識に激げき突とつする二階堂。防ぼう御ぎよ力は紙ペラ並みだな。だが激痛にもめげることなく立ち上がり、

「そう。ボクは一人では決して強くはない。でもこんな話を聞いたことはないかい。一本では脆もろい矢も、三本重ねると折れにくくなる」

　お尻しりのポケットからトランシーバーを取り出した。耳に当て、力強く叫さけぶ。

「みんな、ボクに元気を分けてくれ！」

　両手を天高く掲かかげると、二階堂の身体がまばゆい光に包まれた。

「うおおおおお！」

　目が眩くらみ、思わず腕で目を覆おおったオレの脇わき腹ばらに、強きよう烈れつな稲いな妻ずまがほとばしる。二階堂のしなやかな脚あしが唸うなりを上げ、オレに回まわし蹴げりを放ったのだ。そうと気付いたときには、さらなる一いち撃げきがオレの左ひだり頰ほほを襲おそった。二階堂、渾こん身しんの右フックだ。口の中が血の匂においで満たされて、意識が朦朧となる。

　二階堂は、なおも攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。今度は左手が鋭するどく研とぎ澄すまされた凶きよう器きと化した。力強いその拳を、オレはからくも右手で受け止める。ずしりと重い痺しびれが、オレの右腕に残った。狙ねらいすました連続攻撃に、オレはたじたじとなる。

　な、何だこいつ。急に動きのキレがよくなったぞ。

「二階堂先輩は、あふれる友情のパワーで強くなるのですわ」

　和久村がほくそ笑えむ。そうか、この界かい隈わいには二階堂や和久村と連れん携けいしてオレたちを追おい詰つめる社しや畜ちくどもが多く潜ひそんでいる。彼らの精神的な後押しが、二階堂の強さの秘密なんだ。

　優勢と見て取った二階堂は、立て続けに突つきを放つ。顔に、腹に、オレは強烈な打だ撃げきをくらい、朦朧として倒たおれ込んでしまった。今の二階堂は、斉藤係長やかつてオレが対たい峙じした田中係長にも引けを取らぬ、一級の闘とう士しだ。

　健康的な白い歯を見せて、二階堂はオレを諭さとした。

「これで分かっただろう、みんなで一いつ致ち団結して頑がん張ばることの素す晴ばらしさが。さあ君たちも、これに懲こりたら自分たちだけ先に帰るなんて言わないことだね。一人はみんなのために！　みんなは一人のために！　スクラム組んで全員野球で頑張ろう！」

　うぜえええええ！

　反はん撃げきに移りたいところだが、身体が言うことをきかない。かろうじて上半身を起こしたが、腰こしがギブアップを宣言して、立ち上がることを拒きよ否ひした。

「さあ、とどめを刺さしてやる」

　満面の笑みを浮うかべて、二階堂が一歩踏ふみ出る。

「だめよ」

　凛りんとした声がオレの背後から発せられた。ユイカだった。

「アキトを、残やらせはしないわ。アキトはあたしと一緒に帰るんだから！」

　そう言ってユイカは、オレと二階堂の間に割って入った。オレをかばうように手を広げ、胸を張る。

「オレのことは気にするな！　お前だけでも帰れよ！」

「……あたしがちっちゃいコに人ひと質じちにされてたとき、あんたはどうしたっけ？」

　う、とオレは言葉に詰まった。それを持ち出されると反論できない。

「いいのか？　一緒に帰って、噂うわさとかされると恥はずかしいんじゃなかったのか？」

「……仲間を見捨てて帰るような奴やつだと思われるよりマシよ」

　ぷい、とそっぽを向くユイカが、オレにはとても愛いとおしく感じられた。こいつ、可愛くないけど可愛い奴だぜ！

「反社畜の誇ほこりにかけて、あたしたちは屈くつしたりはしないわ！」

　ユイカが高らかに宣言すると、それを二階堂がせせら笑った。

「何が反社畜だよ。君たちは、自分たちの帰宅権益を守りたいだけだろう。自分たちだけがいい思いをしたいという、利己的な理由で活動しているだけなんだろう。そんなわがままは社会では通用しないよ。社会人として恥ずかしいと思わないのか」

　その言葉を聞いて、オレはふとあることに気付いた。

「そっか。二階堂さん、あんた本当は、オレたち反社畜がうらやましいんだ」

　そうだ。彼は上司に服従することなく自由に振る舞うオレたち反社畜が、うらやましいんだ。本当は上司や経営者に「休みをくれ、早く帰らせてくれ」と言いたいのに、それができないから、その屈くつ折せつした不満をオレたち反社畜にぶつけているんだ。

「そ、そんなわけがあるか」

「だったらなぜ、『帰宅権益』なんて言葉を使う？　あんたら社畜にとって、残業は喜んでやるものなんじゃなかったのか？　どうだ、和久村？」

「もちろん、残業は我々の業界ではご褒ほう美びですわ。残業代なんていらない、いえ、むしろお金を払はらってでも残業をしたいと望むのが真の社畜……」

「だろ？　二階堂さん、あんた本心では残業をせず早く帰りたいと思っているんだろ？」

　もともと、二階堂は確たる信念があって社畜をやっているわけではない。安っぽい自己啓けい発はつ本に洗脳されたり、周りに流されたりして、「社会人たる者は残業をして当然」と思い込んでいるだけだ。

「黙れよ！　お前らみたいなのがいるから、日本経済はダメになるんだよ！」

　激高した二階堂が、裂れつ帛ぱくの気合いとともに、ユイカに向けて重い拳の一撃を放つ。

　だが……二階堂の拳は、雷らい電でんのような鋭い轟とどろきを放つことはなかった。いつの間にかユイカの右手によって、あっさりと受け止められていた。鋼はがねで作られたかに見えた腕には、力がこもっていない。

「何のつもり？」

　そのまま、ユイカは手首をひねる。いとも簡単にねじれる、二階堂の腕。ユイカが払いのけると、二階堂はよろよろと後退した。

　顔がふやけた菓か子しパンマンのように、二階堂から急速に力が抜ぬけていったのが分かった。

「な、なぜだ!?　なぜ力が湧わいてこないんだ。みんなの力は、どこへ行ってしまったんだ!?」

　愕がく然ぜんとして己おのれの拳を見つめる二階堂。オレとユイカは顔を見合わせた。

「もしかして……」

　二階堂の力を奪うばったのは、オレでもユイカでもない。この場にいない誰だれかだ。とすると、それは……あの人しかいない。期待に胸を膨ふくらませてオレたちは辺りを見回した。

「やあ、お待たせしてしまったね」

　闇やみの中で月の光を受けて輝かがやくのは、スレンダーな美女の、セミロングの金きん髪ぱつだ。

「「「クールさん！」」」

　オレとユイカは親しみを込めて、和久村は舌打ちしながらその名を呼んだ。一方、二階堂は彼女には目もくれず、再びトランシーバーを取り出して、仲間に連絡をとり始めた。

「おい小早川！　村上！　なぜ返事をしない!?」

「無駄だよ。今いま頃ごろはみんな鼻ちょうちんを膨らませて爆ばく睡すい中だよ。どうやら徹てつ夜や続きで寝ね不ぶ足そくだったみたいだね」

　人を食ったようなクールさんの言葉に、二階堂と和久村は愕然とした。

「ま、まさか、伏ふく兵へいをすべて一人で──!?」

「バカな、ありえませんわ！」

「いいえ、ありえるわ！」

　何かを悟さとったらしく、ユイカがからくりを解説する。

「歴史もののゲームだと、伏兵の威い力りよくや成功率はお互たがいの知力の高さに応じて上下するのがお約束よ。低知力のアキトが伏兵に襲われたら大変だけど、知力の高いクールさんなら、いくら伏兵とぶち当たってもほとんどダメージは受けない……。だから一人で全部の伏兵をやっつけることができたとしても、不思議はないわ。きっとクールさんは、低知力のアキトが伏兵にやられることがないよう、あえて単独で伏兵の対処に向かったのね！」

「低知力低知力ってうるせえよ！」

　オレ、そんなにバカじゃねえよ。お前喧けん嘩か売ってんのか。

「低知力、もとい脳筋のアキトが伏兵に襲われなくて、本当によかったわ」

　言いい換かえても一いつ緒しよだよ！　あと、そこ太字にすんな！

「さあ、立花くん。僕の前でかっこいいところを見せるチャンスだよ？」

　オレはうなずいた。頰ほおの、肩かたの、脇腹の、全身の痛みに耐たえて立ち上がる。

　身体からだがふわっと軽くなった。ユイカが守ってくれた。クールさんが助けてくれた。二人の思いに応こたえるためにも、オレはこんなところではくたばれない！

「くらえ、オレの新必殺技わざ！」

　オレは駆かける。脚が、翼つばさが生えたかのように、軽い。今度こそ、今度こそオレは疾風かぜとなる！

　大きくカーブを描えがくように走り、ジャンプした。空中で一回転。

「甘美なる帰宅と休息の味、その身に刻め！　疾風のワーク労働ウイ作業ンド！」

　疾風と化したオレの、会心のドロップキックが二階堂の胸にヒット。これは決まった！　確かな手ごたえに、晴れ晴れした気持ちで着地する。

　二階堂は「ピンチをチャンスに」とか言いながら崩くずれ落ちた。

「う、うーん。前よりは多少良くなってるけど……」

「ルビはまあいいとして、『労働作業』はちょっと……」

　ユイカとクールさんが論評したのは、技のキレ味ではなく、名前のセンスのことだ。この二人は、オレの必殺技に関するネーミングセンスをまるで信用していない。というか、新必殺技と聞いた瞬しゆん間かんにはもう「これは嫌いやな予感がする」みたいな顔してたよね、二人とも。

　相方が倒れても、少なくとも表面的には、和久村は平静を保っているように見えた。

「ま、余興にはちょうどよかったかしら」

「無理すんなよ」

「いいえ、まだ私には、この喉のどがありますわ」

　不敵にほほ笑んで、和久村は営業用の萌もえボイスを夜の空に響ひびかせた。





「残業なんて、ラックラク♪」






『不思アリス・議のイン・国のワーカ社畜ホリツク』か！　オレは手をズボンのポケットに忍しのばせる。取り出したのは、ユイカにもらった耳みみ栓せんだ。

　こいつがあれば、和久村の歌声は完全にガードできる。

「ふん、私が何の対策もしていないと思っているのかしら？」

　え……？

　和久村は大きく息を吸って、吐はき出した。その小さな胸のどこにそんな肺活量があるのか不思議なほどの空気を、辺り一帯に吐き散らかす。

　次の瞬間、オレの手の中で、耳栓が砕くだけ散った！

　な、何が起こったんだ……？

「超ちよう音おん波ぱを発して、耳栓を破は壊かいしたのですわ」

　ちょ、超音波ぁ？　いぶかるオレに、クールさんが語りかける。

「聞いたことがある──『根津畑ラクの中の人』は、あらゆる音を発することのできる声の魔ま術じゆつ師しだと。そして超音波は、人間の耳には聞こえないというだけで、音の一種であることには変わりがない。だとすれば……和久村さんに、耳栓の固有振しん動どう数すうと同じ周波数の超音波を発することができたとしても、不思議ではない」

　いや大いに不思議だと思うけど……でも実際に起こっていることだから信じるしかない。

「では聴きいていただくわ。私の──いえ、根津畑ラクの新曲よ♪」





「残業しのこりたいの♪　残業しのこりたいの♪　あなたと一緒に　あなたと二人で

　帰宅しかえりたくない♪　帰宅しかえりたくない♪　ずっと永遠　きっと営業

　土曜も日曜も　いつまでも一緒にいたいの

　恋こいもお仕事も　定年はないわ　ノンストップで」






　和久村──いや、根津畑ラクの萌え萌えキュンなポップソングが、路上に響き渡わたる！

　めっちゃいい曲だ！　弾はずむようなリズム、男心をくすぐるビブラート。和久村の歌い方は完かん璧ぺきだ。そしてダンスもキレッキレでプロの手並み！

　だが……。

　オレは無言でため息をついて、首を振ふった。

「駄だ目めだな、その歌じゃ」

　ノリノリでリズムを刻んだりサイリウムを振ったりする気分には、ならなかった。

「な、なぜ『不思アリス・議のイン・国のワーカ社畜ホリツク』が効きませんの!?」

　和久村は歌を中断した。魂たましいを奪われたように呆ぼう然ぜんとしている。絶対の自信を持っていたスキルが効果を発揮していないという事実が、受け入れられずにいるようだ。

　そんな「朝、出勤してみたら会社がなくなっていた」みたいな顔すんなよ。

「簡単なことだ」

　オレは言った。気付いていないのは、和久村自身だけだ。他ほかはみんな気付いている。

「お前、声、ガラッガラじゃねえか」

　飲み会の時から、ちょっと違い和わ感かんがあったんだよね。いくらいい歌でも、そんな声で歌われては心に響かない。せっかくの萌え萌えキュンな歌詞も台無しだ。

　声だけじゃない。和久村の顔には、疲ひ労ろうの影かげがありありと現れていた。無理をしているのが明白だ。そんな状態で、どうして聴く者が「帰りたくない」などと思うだろうか。

「そ、そんなことはないわ──へくちっ」

　可愛かわいいくしゃみをした。風邪かぜをひいているようだ。疲つかれがたまっていたからだろう。

　だが、和久村は休めと言っても休まないだろう。どうしても、何があっても無む茶ちやをしてしまうのがこいつだ。何がこいつをそこまで駆り立てているのかは分からないが……こうなりゃ力ずくしかない。

　オレは和久村に近寄ると、その小さな身体をひょいと持ち上げた。

「ちょ、な、何をしていますの!?」

「ちょっとアキト、どういうつもり!?」

　和久村とユイカが同時に叫さけぶ。

「何って、見ての通り、お姫ひめ様さま抱だっこだけど。うわっ、和久村、お前めっちゃ軽いな。ちゃんとご飯食べてないだろ」

「残念ながら社畜の辞書に『ちゃんと食べる』という言葉はなくてよ。ご飯を食べている暇ひまがあったら、食事抜きで仕事をするのが社しや畜ちくのポリシーよ♪」

　一いつ瞬しゆんだけいつもの高こう慢まんな『社畜エリート』に戻もどってそんなことを言い出す和久村だったが、

「そ、そんなことより、早く降ろしてちょうだい」

　すぐにじたばたと子どものように暴れ出した。そ、そんなにオレに抱かかえられるのが嫌か……？

「駄目だ。だってお前、ほっとくと無理するだろ。今日はもう帰らなくちゃ。だからこのまま駅まで連れて行く」

　和久村はほっぺたを真っ赤にしていた。やはり風邪らしい。熱があるかもしれないな。

　オレは自分のおでこを和久村のおでこにくっつけた。

「んー？　高熱ってほどではないか。でも、やっぱりちょっと熱っぽいかな」

「……！」

　和久村は何か言いたげに口をもごもごと動かしていたが、よく聞き取れない。なぜかユイカも同じように口をぱくぱくさせていた。

　クールさんが、なぜか感心した様子でつぶやいた。

「やるねえ。僕も風邪で倒たおれそうになったら、立花くんはお姫様抱っこをしてくれるかい？」

「ハハハ。クールさんは、お姫様抱っこを『する』側でしょう」

　受付のキョーコさんがクールさんに抱きかかえられてきゃあきゃあ言っている姿が、思い浮うかんだ。

「さあ、駅へ向かおうぜ。あ、気絶してる二階堂さんはどうしよう」

「ゴミはゴミらしく、その辺のゴミ箱にでも突つっ込こんでおけばいいんじゃない？」

　あっけらかんとした顔でユイカが言った。お前マジ外げ道どうだな。何をそんなにいらいらしているんだ？




　　　　＊




　電車に乗り込んで、和久村を座席に降ろした。右みぎ隣どなりに座ると、その横にユイカが座ってくる。オレが和久村とユイカに挟はさまれた形だ。座席が埋うまってしまったので、最後に乗ってきたクールさんは座れなかった。オレは席を譲ゆずろうとしたが、「いいよ、キミの方が疲れているだろう」とクールさんは拒きよ否ひした。二階堂から受けたダメージも尾おを引いていたので、ここはクールさんに甘えることにする。

「立花アキト……覚えておきなさいよ」

　悔くやしさの滲にじむ声で、和久村がうめいた。六次会どころか一次会で退散する羽目になったことは、社畜エリートを自じ認にんするこいつにとっては屈くつ辱じよく以外の何物でもないのだろう。

「そういえば、裁判はどうだったの、クールさん」

　電車に揺ゆられるうちにふと思い出して、オレは尋たずねた。

　先日、クールさんは有給休きゆう暇かを取り、沼ぬま田たミツルさんの遺族が起こした裁判の傍ぼう聴ちように行っていたはずだ。

「ミツルさんのお母さんが、涙なみだながらに語っていたよ。いかにミツルさんが大変な激務を課せられていたか、両親にとってミツルさんの死がどれほどショックだったかを。正直、僕ももらい泣きしてしまったよ。裁判官も、表向きは平静を保っていたけど、心情的には原告寄りだと思う」

　原告──つまりミツルさんの遺族の側には、かなり有能な弁護士がついているようだ。

「ミツルさんの死の直前の残業時間が月１００時間を超こえていたことも、原告側はきちんとした証しよう拠こをそろえて立証していたよ。かなり有利に裁判を進められるんじゃないかな」

　和久村がせせら笑った。

「ふん、たった１００時間の残業でくたばるなんて、ずいぶんと貧弱な社員もいたものですわね」

　刹せつ那な、ドン！　という音がして、座席が激しく揺さぶられた。クールさんが、和久村の顔を両りよう腕うでで挟み込むようにして、窓ガラスに手をついたのだった。その怜れい悧りな顔には、静かだが強い怒いかりが宿っている。暗い光を灯ともした双ふたつの瞳ひとみが、まっすぐに和久村を貫つらぬいた。

「それ以上、死者を冒ぼう瀆とくしてみろ。僕はキミを絶対に許さないよ」

「ひっ」

　その剣けん幕まくに押され、和久村は小さな悲鳴を上げる。オレとユイカはまじまじと顔を見合わせた。こんなに感情をあらわにしたクールさんを見ることは、めったにない。

「わ、悪かったわ」

　和久村は素す直なおに詫わびる。直感的に、この人を怒おこらせてはいけない、と悟さとったのだろう。普ふ段だん温おん厚こうな人ほど、怒らせると怖こわいんだよな。ここだけの話、オレの姉ちゃんも怒ると怖いんだ。

「……」

　気まずい。和久村は自分の発言が失言だったことに気付かないほどバカではないだろうし、それが分からないクールさんでもないだろう。それでも、何となく誰だれも次の言葉をつなげることができなくて、そのままずっと静かなまま、ひと駅、ふた駅と過ぎていく。

　……この空気は苦手だ。何でもいいから、話を振ることにする。

「あのさ、和久村」

　返事はなかった。代わりに、

「すぴー」

　愛らしいいびきが返ってきた。そして、オレの左ひだり肩かたに、コツン、と何かがのしかかってくる。和久村が、オレの肩に寄りかかってきたのだった。

　こ、これは……。

　和久村が、オレに身体からだを預けて眠ねむっている！

　正直、和久村はかなり可愛い女の子だ。つんと尖とがった整った鼻といい、ぷっくりとした薔薇ばら色いろの小ぶりな唇くちびるといい、少女向けファッション雑誌のモデルさんのような綺き麗れいな顔立ちだ。胸がないのでオレの好みからはちょっと外れるけど、そうじゃなかったらオレもどうなっていたか分からない。

　そんな素す敵てきな女の子が、オレの肩で寝ね息いきを立てている。やましい気持ちは抜ぬきで、何だか幸せな気持ちになってきた。

　あ、でも反対側にユイカが座ってるんだった！　やばい、これなぜかオレがユイカに張り飛ばされるパターンじゃないの？

「えっと、あの、ユイカさん、これはね、そのう」

　必死に言い訳しようとしたが、返事は返ってこない。よほど怒っているのかと横を向くと、

「ぐー」

　やはり愛らしいいびきが聞こえてきて、ユイカもオレの肩にもたれかかってきた。まつ毛が一本一本くっきりと見えるほど、顔が近い。もちろんユイカも、和久村にまったく引けを取らないほど可愛い顔立ちの女の子だ。

　しかも……ユイカはかなり密着してきているので、当たるんですわ──その、ユイカの胸が、オレの腕うでに。

　な、何だろうこのシチュエーション。幸せというより、むしろ怖い感じがする。周囲の乗客からの目が怖い！　「リア充じゆう爆ばく殺さつしてやる」みたいな目が怖い！

　その中でも特に険しい目つきでオレを睨にらんでいたのは、なぜかクールさんで、

「立花くん、どうしてキミには肩が二つしかないんだい？」

　意味の分からないことを言い出した。

「えっえっ」

「僕だってキミの肩に頭を預けて眠りたいよ」

　クールさんは、一体何を言い出すのだろう。困こん惑わくしていると、車内アナウンスが次の駅の名前を告げた。

　あ、和久村が降りなきゃいけない駅だ。オレは和久村を軽く揺さぶった。

「すぴー」

　しかし和久村は起きない。

「しゃあねえ、送ってってやるか」

　こいつの自宅の位置は、履り歴れき書に住所が書かれていたので何となく把は握あくしている。

「すいませんクールさん、ユイカのことは頼たのみます」

　まだ和久村とユイカはオレにもたれかかっている。この状態でユイカが目を覚ましたら大変だ。ユイカを起こさないように、そっとユイカの上半身を向こうへ押しやろうとする。と、その瞬しゆん間かん、そのユイカがぱっちりと目を見開いた。

　あっ……まずい。

「ど、どうしてあんたがあたしに寄りかかってんのよ！　このスケベ！」
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　さっそく理り不ふ尽じんな罵ば声せいが飛んできた。まあね。予想通りだよね。

「いやいや。寄りかかってんのはお前の方だろ」

「しかも、ちっちゃいコまで！」

「いやこいつお子ちゃまだから、あんまり気にすんな」

「お子ちゃまにまで手を出すとかどんだけ変態なの!?」

　何を言ってんだ。ちょっと寝ねぼけているっぽいな。

「あー。クールさん、こいつのこと頼みます。オレは和久村を送っていくんで」

「送り狼おおかみにならないようにね」

「……はは」

　オレは立ち上がって、和久村を背負った。これだけユイカがギャンギャン騒さわいでいても目を覚ます気配はなかった。よほど疲つかれていたようだ。




　　　　＊




　それは社長令れい嬢じようが住んでいるとはとても思えない、庶しよ民みん的な二階建てのアパートだった。耐たい震しん性とかアスベストとかは大だい丈じよう夫ぶなのかなと思わざるを得ない。

　履歴書に記き載さいされている情報が本当なら、和久村はこのアパートの一室を住居としているはずだ。アパート名はなかなか立派な名前だったので危あやうく騙だまされかけたが、実態がこんなものだとすると、和久村に対するオレの疑念はやはり的外れなものではなかったらしい。

　──やっぱり、そういうことなんだろうな。

　確信を深めながら階段を上っていると、

「ふえっ、な、何が起こっていますの!?」

　突とつ然ぜん、オレの背中で和久村が目を覚ました。

「見ての通り、お前を家まで送ってやってるところさ」

「冗じよう談だんもいい加減にしてちょうだい」

　和久村は声を荒あららげた。

「私はありとあらゆる社しや畜ちくの英才教育を受けた、社畜エリートの和久村ミウですわよ！　そんな私が、反社畜のあなたなんかに、家まで送ってもらうなんて、そんな屈辱──」

「どうしてそんなに、社畜であることにこだわるんだ？」

「社畜であることにどうして理由が必要ですの？　人として生まれたからには、社畜になって大きなことを成し遂とげたい──誰もが心の中にもっている根源的な欲よつ求きゆうでしょう？」

　和久村の戯たわ言ごとを、オレは真に受けはしなかった。

「本当に、心の底から、そう思っているのか？　違ちがうだろ。二階堂さんじゃあるまいし、お前はそんなにバカじゃない。社畜以外の生き方も、お前は知っているはずだ。だって、お前はアメリカで何年も暮らしていたんだろ」

　無学なオレでも、アメリカって国が多種多様な人々で成り立っている国であることくらいは知っている。猛もう烈れつに働いている人もいただろうが、そんな人ばかりではなかったはずだ。日本とは違う。

「お前は、自分には色んな生き方の選せん択たく肢しがあることを知っていたはずだ。それなのに、お前は自ら社畜として生きる道を選んだんだ。それはなぜだ？」

　和久村が沈ちん黙もくで応こたえたので、オレは核かく心しん的な質問を放った。




「お前が本当は『和久村ミウ』じゃないからか？」




　二〇三号室。履歴書にあった通りの部屋の前でオレは立ち止まった。そこには「小こ松まつ」と書かれた表札がかかっていた。

「和久村、いや、小松、って呼んだ方がいいのか？」

「どうして知っていますの……!?」

「入社する際、履歴書と一いつ緒しよに、住民票──正確には、住民票記き載さい事じ項こう証明書、って言ったっけな。あれ、提出しただろ。あっちには『小松ミウ』って名前で載のってた」

「あっ」

　やっぱり、知らなかったのか。たぶんお母さんか誰かが代理で取りに行ったんだろう。本人は、中身をきちんと確かく認にんせずにそのまま提出したってわけだ。

「オレは給料係だからな。いろいろ手続きをする際にそこら辺を確認して、変だなと思ったのさ。それとお前の履歴書に書いてあった大学名。あれもクールさんに頼んで調べさせてもらった」

　和久村が飛び級で卒業したという、社畜養成大学。オレはずっと不思議に思っていた。本当に、そんな大学がアメリカにあるのだろうか？

『ディプロマ・ミル』

　クールさんが見つけ出した答えがそれだった。

『学位デイプロ工場マ・ミル。実際に大学教育を受けていなくても、金銭と引ひき換かえに学位を授じゆ与よするというアメリカの非ひ認にん可か大学の俗ぞく称しようだよ。「本場アメリカって何だ？　社畜の本場はここ日本だろ？」──立花くん、以前、キミはそう言っていたね。そのとおり、アメリカに社畜の養成大学なんて変てこなものがあるはずはない。その正体は、実体のないデタラメ大学だったのさ』

　そんな風に、クールさんは謎なぞ解ときをしてみせたのだった。

「学歴詐さ称しよう……ではないけど、かなりインチキをしていることは確かだよな。どうしてそんなことをしたんだ？」

「それはもちろん、他ほかの社員たちには絶対に舐なめられたくなかったからですわ。能力でも、残業時間でも、学歴でも……私は何一つ、他の連中には負けたくないのですわ」

「そんなこと気にすんなよ。オレは高校中退だけど、いちいち引け目になんて感じてないぞ」

　クールさんも高卒だけどあんなに仕事できるんだから、学歴なんて関係ないって。

「……いずれにせよ、私はワクワクフーズ社長、和久村平へい助すけの娘むすめよ。それは間ま違ちがいないわ」

　和久村がぽつりと言う。いつの間にか、いつもよりくだけた口調になっていた。

「ただし、母は平助の妻ではないわ。和久村平助がただの気まぐれで摘つみ取った路ろ傍ぼうの花──それが私の母よ」

　つまりあれだ、愛人の子どもってことだ。

「母と私は、父から毎月送られてくる仕送りを頼たよりに、細々と暮らしていたわ。私が十二のとき、父は私に留学を勧すすめた。世界を見てくるように、って。それで私と母は、父からもらった費用でアメリカに渡わたったの。父の本音は、体ていのいい厄やつ介かい払ばらいだったと思うけれど、私にとっては、人生の大きな転機になったわ」

　アメリカで生活していたのは事実のようだ。流りゆう暢ちように英語を話しているところを見たことがあったので、これは噓うそではないだろうと見当はついていた。

「特に、興味があった音楽の勉強を本格的にできたのは幸いだったわ。向こうアメリカに住んでいた父の知り合いに、音楽プロデューサーがいて、私の才能を認めてくれた。そして私を、バーチャルアイドル『根津畑ラク』としてプロデビューさせてくれたの」

　さしずめ社畜系音楽プロデューサーってところか。

「ところが最近になって突然、父が私に、帰国してワクワクフーズに入社するようにって言い出したの。理由はよく分からないけれど」

　和久村自身はそう言うが、オレには心当たりがあった。

「ああ、いや、理由はだいたい見当がつくな」

「え？」

「たぶん社長は、息子むすこがアホすぎるから不安になったんじゃねえか？」

　和久村平助夫妻の一人息子・和久村タダノリ。三十代後半くらいだったはずなので、異母妹である和久村こいつよりも20歳以上年上ということになる。ワクワクフーズの専務を務めており、社長の後こう継けい者しや候補と目されているが、あまりにもアホなので周囲からは愛あい想そを尽つかされているのが実情だ。

「わ、私はまだ会ったことがないけど、異母兄にいさんってそんなにアホなの!?」

「そりゃもう」

　何しろ、愛人をうちの課の課長代理に据すえちゃうくらいだからな。会社名義で購こう入にゆうした高級車を泥でい酔すい状態で乗り回して盛大に事故ったり、海外のカジノで億単位のお金を浪ろう費ひして会社の資金に手をつけようとしたり、いい加減にしろと言いたくなるバカ殿とのぶりだ。

　社長は、和久村を息子の代わりに後継者にするつもりなのか。おそらくそこまではっきりとは決めていないのだろう。ただ、やっぱり息子はダメだとなったときのために、保険をかけておきたいのではないだろうか。あるいは、和久村の存在でプレッシャーをかけて、息子に自制を促うながすとか。

　こほん、と咳せき払ばらいをして和久村は話を戻もどした。

「飛び級で高校を卒業した私は、ディプロマ・ミルから社畜養成大学卒業の肩かた書がきを手に入れて、日本に帰国したわ。そして、ワクワクフーズに入社したの」

　後はオレたちも知ってのとおり。ワクワクフーズの社員として、猛烈に働く毎日だ。

「母は、ずっと日ひ陰かげ者ものとして、つらい思いをして生きてきたわ。私はそんな境きよう遇ぐうが、絶対に嫌いやだった。だから決めたの。猛烈に働いて、父に私を認めさせてやる、って。私を和久村家の一員として、認めさせてやる、って。そのために、日本で最高の社畜になって、世間をあっと言わせてやる。私はそう決意しているの」

　その言葉には、力強い意志が込められていた。

「ところで、いつになったら降ろしてくれますの？」

　あ。

「悪い。あんまり軽すぎて、背負ってることを忘れてた」

　和久村を下ろす。少し眠ねむっていたからか、体調はちょっと良くなっているようだ。

「ミウ！」

「ふえっ」

　不意に呼ばれて、和久村は慌あわてふためいた。

「な、何で急に、下の名前で呼びますの!?」

「だって、もう『和久村』って呼ぶのも変だろ。『小松』って呼ぶのも違い和わ感かんあるし、『根津畑ラク』はキャラの名前だし……やっぱ下の名前で呼ぶのが一番分かりやすい。だろ、ミウ？」

　ああ、よく見るとまだ顔が赤いな。やっぱり熱があるのかもしれない。

「ゆっくり休めよ。お疲れ様」

　そう声をかけて、オレは和久村──いや、ミウに背を向けたのだった。




　　　　＊




　週明けにはまた元気になったミウの姿が見られるに違いない。そう思っていたが、オレの予測は外れた。遅ち刻こくギリギリに出社してきたミウは、いつになくしょんぼりとしていた。




　ミウの父であるワクワクフーズ社長・和久村平助に労働基準法違い反はんの嫌けん疑ぎがかけられ、本社ビルが家宅捜そう索さくされたのだ。
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「ついに来たな」

「一体、これからどうなるのかしら」

　がらんとした夕暮れ時の総務課室を眺ながめながら、オレとユイカはつぶやいた。

　今朝から労働基準監かん督とく署しよの人たちが大挙して押しかけて、総務課室もガサ入れにあった。賃金台帳、出勤簿、タイムカードなどが根こそぎ押収され、大おお騒さわぎだ。今日は一日、仕事にならなかったな。

　ワクワクフーズは、自社の社員に連日のように長時間の残業を強しいながら、残業代をきちんと支し払はらっていない。そもそも週40時間を超こえて働かせるためには、労働基準法第36条に基もとづいて労働者側の代表と協定を結んでいないといけないのだが、それすらしていなかった。労働法違反のオンパレードだ。

　あまりにも悪質であったため、労働基準監督署は是ぜ正せいするよう会社側に何度も勧かん告こくを行っていたのだが、会社側はそれに応こたえる意思をまるで示さなかった。ここに至り、労働基準監督官たちもついに重い腰こしを上げたのだった。ワクワクフーズ社長・和わ久く村むら平へい助すけを書類送検して起き訴そにまで持ち込むつもりのようだ。

「それにしても、労働基準法違反で書類送検なんてできるんだな」

「労働基準法は、刑けい罰ばつ法規だからね。それを司つかさどる労働基準監督官は、司法警察権を持っていて、悪質な違反者を逮たい捕ほすることだってできる。まあ罰ばつ則そくそのものは微び々びたるものだけど、社会的な影えい響きようは大きいよ」

「テレビでも、すごく大きく扱あつかっているみたいね」

「安全衛生委員会を開かせるどころじゃなくなったね」

　クールさんとユイカもさすがに落ち着かない様子だ。

　大変な騒ぎの中、和久村社長は自宅を出て会社に向かおうとしたが、たちまち大勢のマスコミに取り囲まれてしまった。マイクを突つき付けられた彼は、こんなことを口走っていた。

「残業代をきちんと払え？　そんなことをしたら、我が社はたちまち大おお幅はば赤字だ。働かせ過ぎ？　過労で倒たおれるのは、自己管理ができていない証しよう拠こだ。『苦しい』は、甘えだ。『つらい』は、噓つきの言葉だ。社員が過労で倒れようが、我々には一いつ切さい責任はない！」

　自分たちの何が悪いのかもまるで分かっていない発言に、報道各社もさすがに呆あきれ、強い口調の反論が相次いだ。社長は逃にげるようにして自宅に引きこもった。さっそくインターネットにはワクワクフーズと社長を批判する書き込みが殺さつ到とうする。それに対し、「和久村社長は間ま違ちがっていない！」と主張する連中も現れて、ややこしいことになっていた。

　さらには、『根ね津づ畑はたラク』の中の人であるミウが和久村社長の娘むすめであることも、暴ばく露ろされていた。ミウの出自にかかわる下世話な噂うわさがネット上を飛とび交かい、『根津畑ラク』に抜ばつ擢てきされたことも父親のゴリ押しの結果だなどと、みんなが好き勝手なことを言い始めた。





『根津畑ラク？　ああ、あのクソみたいなやつな。楽曲配信サービス、遅おくれすぎだろ』

『最近は歌の質も下がりまくりだしな。もう根津畑ラクは終わったな』

『中の人は親が社長ってだけの素人しろうとだしな。プロの仕事を舐なめすぎだろ』

『何だよこの、ヘッタクソな歌。よくこんなゴミみたいな声で金が取れるな』






　生き真面まじ目めに『根津畑ラク』の評価を絶えずネットで確かく認にんしていたミウは、中傷の数々にショックを受けていた。

「気にすんなよ。こいつらは『根津畑ラク』のことをよく知りもしないで一方的にクレームをつけて叩たたいているだけだ」

　オレはそう言ってなぐさめたが、ミウは納なつ得とくしなかった。

「でも、大勢のファンやネット社しや畜ちくの皆みなさんの期待を裏切ってしまったのは事実ですわ」

　ネット社畜。インターネット上で、「社会人ならサービス残業をするのは当たり前」「過労死は自己責任」「ニートは死ね」などと過激な社畜的言動を繰くり返かえす輩やからのことだ。

「まあその『ネット社畜』ってのも、実は大半がニートなんだけどな。見てみろよ、この投とう稿こう者しや」

　そう言ってオレはある書き込みにマウスカーソルを合わせた。

「月２００時間の残業くらい余よ裕ゆうだろ、とか、俺クラスの社畜になると一週間連続で徹てつ夜やで仕事しても平気、とかしたり顔で書き込んでるけど……」

「思いっきり平日の昼間から書き込みしてるわね」

　ユイカが苦笑いした。しかもこの投稿者、ほとんど一日中ネットに張り付いている模様だ。こいつの「仕事」って、ネットに匿とく名めいで書き込みをすることなのかな？

「そんなことより、あなたたちはいったい何をしていますの」

　いらいらしたように、ミウは言った。喉のどの調子はもう戻もどっているようだが、まだ万ばん全ぜんの体調ではなさそうだ。何よりも、精神的に憔しよう悴すいしきっているのがありありと分かる。いつもならハイテンションでオレたちの定時退社の妨ぼう害がいをしてくるところだが、そんな元気もないようだ。

「もう定時は過ぎましたわよ。さあ、早く帰ったらどうなのです？」

「お前、仕事がたまってるんだろ。ほら、手伝ってやるよ」

　そう言うと、オレはミウの手から書類とＵＳＢフラッシュメモリをひったくった。斉さい藤とう係長に頼たのまれていた、社員名めい簿ぼの更こう新しんの仕事だ。

　労基署の人にいろいろ没ぼつ収しゆうされたとはいえ、仕事がなくなるわけではない。日常の業務はこなさなくてはいけない。

「ど、どうして……？　あなたたちは定時退社が信条の反社畜でしょう!?」

「だからといって、困っている後こう輩はいを見捨てられるかよ」

「余計なお世話ですわ」

「ちなみに残業代はちゃんと請せい求きゆうするから安心しろ」

「だから、そんな話はしていませんわ！」

「うわっ、お前、これ全部手計算でやってたのか。逆に凄すごいけど、こんなのは数式を入力しとけば一発で出せるぞ」

　お前ら社畜は本当にムダな努力が好きだな。

「そ、そんなズルはできませんわ」

　ズルじゃねえだろ。効率的に仕事を進めるのは、いいことだろうが。

「分からないことがあったら、ちゃんと訊きけばいいのにね」

　ユイカも、ぶつぶつ文句を言いつつも手伝ってくれた。何だかんだで優やさしい奴やつだよ。

「よし、社員名簿はこれで完成だ。な、みんなでやれば早いだろ？」

　でき上がったデータをフラッシュメモリに保存し、ミウに渡わたす。

「そうか。では次はこれをやってもらおう」

　斉藤係長が新しい書類の山をミウの机に積み上げた。片付けても片付けても無限に仕事が湧わいてくる。課題の無限増ぞう殖しよくだ。

「こ、この残業って終わりはあるんスか？」

「この永えい劫ごうとも思える残業の果てにあるもの、それはキミ自身の目で確かめてくれ！」

　昔のゲームの攻こう略りやく本ぼんみたいなこと言うなよ。

　で、どうしようか、この仕事の山。

「仕方がないね。このくらいの山なら、15分ほどあればできるかな」

　おお、さすがクールさん。普ふ通つうの人なら処理に三日はかかりそうな書類の山なのに、半はん端ぱねえ！

　クールさんに負けてはいられない。オレも書類の山を一部分担する。

「どれどれ……？　あっ、これこの前やったパワハラ・アンケートの集約か」

　職場で横行するパワハラがさすがに問題になって、実態を把は握あくするためのアンケートを全社員対象で行ったんだが、これのツッコミどころは提出先が直属の上司という点だ。誰だれが正直に申しん告こくできるんだよ。改善する気ゼロだろ……。

「ほい。これも片付けた、っと」

　集約作業をささっと終わらせて、集約済みのアンケート用紙を机の上に放ほうり投げると、ユイカが驚おどろいたように声を上げた。

「え、アキト、あんた、もう終わらせたの」

「ああ。クールさんに比べたら、はるかにトロいけどな」

　クールさんはオレの三倍くらいのスピードで作業をこなしている。手の動きが早すぎて千手観音みたいに見える。

「十分早いと思うわよ。そりゃ、クールさんを比ひ較かく対象にしたら、どんなに仕事のできる人だって、亀かめみたいなものだけど。けっこうやるじゃない」

　お世辞を言ったって、何もやらないぞ。

「屈くつ辱じよくですわ……まさか、反社畜に残業を手伝ってもらうなんて……この借りは、どうやって返したら……」

「そう気にすんな。カフェオレでもおごってくれればいいよ」

　オレがミウの肩かたをポンと叩いたとき、斉藤係長が怒ど鳴なり声を発した。

「おい、和久村。ちょっと来い」

「ふえっ」

「何だこれは。お前、仕事をナメてんのか」

　斉藤係長は、相手が社長の娘でもまったく容よう赦しやをする気がないようだ。むしろ「俺は社長の娘だからといって手加減なんかしねえぞコラ」という態度を露ろ骨こつに見せつけているように見える。さすが『新ルーキ人ー・ク潰ラツしシヤー』の異名をとるだけのことはあるな。

　係長が示したのは、ミウが先ほど提出した、来年の社員採用に関かかわる計画書だった。覗のぞき見みして、オレは内心でアチャー、と声を上げてしまった。見出しにいきなり誤字がある上、書類作成日の日付が間違っていた。この調子だと他ほかにもいろいろとミスがありそうだ。

　普ふ段だんはそんなミスはしない奴なんだがなあ。やっぱり疲つかれているのだろう。

「お前、よくこんなチャチな仕事で『社畜エリート』を名乗っていられるな」

「ご、ごめんなさい……」

　自じ称しよう『社畜エリート』とはいっても、やはり中身は普通の女の子だ。いかつい上司の鬼おにの形相にすっかり打ちのめされて、涙なみだ目めになっている。

　いつものミウならば、このくらいで簡単にへこたれはしないだろう。だが、飲み会後のバトルではオレたちに敗れ、『根津畑ラク』は炎えん上じようし、身も心もへとへとになっている。そのことが彼女の自信を大きく損そこなっていた。

「この前、教えてやっただろう？　こんなときは、どうするんだったっけなあ？」

　斉藤係長は残ざん忍にんな笑えみを浮うかべた。獲え物ものを見つけた獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうの表情だった。

　オレは嫌いやな予感がした。まさか……斉藤係長が言っているのは……。

　いや、いくら何でも、ミウのような年とし端はもいかない女の子にそんなことを求めるのは、酷こくというものだろう。そもそもミウにだって、プライドがある。そうそう係長の言いなりになるはずがない……。

　そう思いたかった。そう信じたかった。だが──。




　ミウは無言で膝ひざをつき、斉藤係長に土下座した。




「お、おい」

　何もそこまでする必要はないだろ！　そんな大げさなことなのかよ！

　係長も、女の子に何させてんだよ！　こんなことをさせて、あんたに何の得があるんだ？　土下座をしたからといって、ミウのうっかりミスが減るのか？　仕事がはかどるようになるのか？

　相手の尊厳を踏ふみにじって、憎ぞう悪おを煽あおって、それであんたは満足なのか？　他人のプライドを打うち砕くだいて、みんながお互たがいへの憎にくしみを募つのらせて、絶えずギクシャクしながら生きていく──。

　社畜どもよ、これがお前たちの望んだ社会のあり方なのか？　こんな社会が、お前たちの理想なのか？

「お前、バカか」

　それでもなお、斉藤係長は満足しなかった。ドスの利きいた声でミウを恫どう喝かつした。

「俺が教えた通りに、どうしてできない？」

　はっとしたように、ミウは顔を上げた。係長が何を言わんとしているか、悟さとったのだ。

「俺が教えたアルティメットジャンピング土下座はどうした」

　それは、オレとミウが斉藤係長から伝授された、禁断の技わざ。相手の足元に一気に飛び込んで額を全力で床ゆかに打ち付けるという、血を見ずにはいられない、危険極きわまりない命がけの大技だ。

　あんな危険なことを、係長はミウにさせようというのか。

「で、できません……」

　恐きよう怖ふに震ふるえながら、ミウはかろうじて声を絞しぼり出だした。

「あ？」

「それだけは、それだけはご勘かん弁べんを」

　大おお粒つぶの涙が、幼さの残る瞳ひとみから零こぼれ落ちる。そこにあるのは、『社しや畜ちくエリート』などではなく、一人の無力な女の子の姿だった。

「ふざけるのも大たい概がいにしろ！」

　係長は激げき怒どして、靴くつ底ぞこでミウの頰ほおを容赦なく蹴けりつけた。血を吐はいて倒たおれ込むミウ。

　次の瞬しゆん間かん、韋い駄だ天てんのような速さで二つの影かげが動いた。一つは、しなやかな脚あしで軽やかに駆かける、栗くり色いろの長い髪かみの少女。もう一つは、オレ自身。右と左から飛び出た二つの影は、一つの大きな怒ど涛とうとなって、係長に襲おそいかかる。

　超ちよう音おん速そくのダブルグーパンチが、斉藤係長の顔面を直ちよく撃げきした！

「ぐごぼべあっ」

　不意を突つかれ、オレとユイカの協力技をまともに受けた係長は、鼻血を撒まき散ちらしながら吹ふき飛とんだ。ホワイトボードに背中を強打する。

「女の子の顔を蹴るなんて……最低よ！」

　静かな怒いかりに打ち震えるユイカが、舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく係長を糾きゆう弾だんした。

「そうだ、暴力はダメだ、絶対に」

　どんなことがあろうとも、絶対に、何が何でも、暴力だけは許しちゃダメだ！

　そんなのは、あっちゃいけないんだ！

「暴力がダメって……お、お前らが今、俺にしたことは……」

「はあ？　何か言ったか!?　オレは難なん聴ちよう系ラノベ主人公なんで係長の言ってることがよく聞こえなくてね！」

「ふざけるな、貴様！」

「ふざけているのはそっちよ。『定時に帰宅する権利』、『有休をＭＡＸまで取得する権利』、そして『パワハラ上司の顔面をグーでぶん殴なぐる権利』──これが反社畜の労働三権よ。よく覚えときなさい！」

「謝れよ、係長。ミウに謝れ！」

　オレは斉藤係長に命令した。平社員が係長に命令するなど、社畜の世界観では決してあってはならないことだった。だがオレは自由を愛する反社畜だ。お前たちの都合など、知ったこっちゃない。係長が謝罪するまで、オレは引き下がらないぞ！

「どうして……どうして私のためにそこまでするのです!?」

「勘かん違ちがいしないで。あんたのためじゃないわ」

　おろおろとするミウに、毅き然ぜんとした態度でユイカが言い放った。

「人としての、誇ほこりの問題よ」

　唇くちびるをキッと嚙かみ締しめるユイカの胸むな元もとで、シロクマのペンダントがキラリと光った。

　そんなユイカに、オレは指示した。

「下がってろ、ユイカ」

「あんた、いつもそればっかりね」

　ユイカは不満そうな顔でため息をついた。

「でも、今回はそんなわけにはいかないわ。だって、あんた一人で斉藤係長に勝てると思う？」

「う……」

　それを言われると痛い。何しろ係長は、武道の達人だ。オレがタイマンで勝てるとは到とう底てい思えない。

「でも、だったらなおさら、そんな危険な相手とお前を戦わせるわけにはいかねえよ」

「ああ、もう、あんたって本当に分かってないわね！」

　胸に手を当ててユイカは宣言した。

「あたしは、戦いたいの！　あんたと一いつ緒しよに、係長をぶちのめして、ギャフンと言わせたいの！」

「いいだろう。二人がかりで来い！」

　斉藤係長が豪ごう語ごした。強者の余よ裕ゆうがあった。

「分かった。そこまで言うなら、ユイカ、絶対に二人で勝つぞ！」

　そうは言っても、ユイカの綺き麗れいな顔が傷つけられるところなんて、絶対に見たくない。オレは彼女の盾たてになるべく、かばうように腕うでを広げて、一歩前に出た。

　すかさず係長は拳こぶしを振ふり上げた。

　圧あつ倒とう的な破は壊かい力のパンチを、オレは紙一ひと重えでかわす。危ない。まともに喰くらったら、一いち撃げきで生命保険のお世話になっていたところだ。

　続けざまの、もう一撃。今度はさらに速度が増していた。これも何とか見切ったが、正直ヒヤリとした。

　次々と繰くり出される猛もう攻こうに、たちまちオレは防戦一方になった。

　いや、防戦一方というのは的確な表現じゃない。防戦すらままならない、というのが正確なところだった。かわしきれず、腕に、肩に、胸に、次々に血と痛みがほとばしる。

　腕わん力りよく、体力、敏びん捷しよう性、技量、経験──すべてにおいて、斉藤係長はオレを圧倒していた。

「見てられないわ！」

　オレのふがいない戦いぶりに業ごうを煮にやしたユイカが、斉藤係長の後ろに回り込む。そして渾こん身しんの力を振り絞って叫さけんだ。

「この人、痴ち漢かんです！」

　で、出たぞ、女子高生究極覇は奥おう義ぎ『エアこの人痴漢です』！　『疑わしきは罰ばつせず』の原則すら無効化し、特に背広着用・通勤族の中年男性のトラウマを刺し激げきし、絶大なダメージを与あたえることができるという恐おそるべき技だ。

　田た中なか係長をただ一言で沈しずめたこともある強力な技だが、斉藤係長はさすが百戦錬れん磨ま、表面上は平静を保つ。

　だが、ユイカに手を出すことはためらっている。女子高生に触ふれた瞬間に通報されるのではないかと危き惧ぐしているのだ。中高年男性を不安に陥おとしいれる絶大な破壊力を、この奥義は持っていた。

　含ふくみ笑わらいとともに、ユイカはそっと係長の背中に身体からだを近づける。腕を、係長の胴どうに回す。ただしギリギリのところで接せつ触しよくは避さけている。

「う……」

　斉藤係長は、うめき声を上げた。少しでも動くと、ユイカに触れてしまう。触れたが最後、塀の中だ。冤えん罪ざいで刑けい務む所しよ行きだ。

　よし、これで係長は手も足も出まい。いいぞ、ユイカ。『エアこの人痴漢です』にこんな使い方があったとは。

　だが──。

「この策ては使いたくはなかったが……」

　ややためらった後、係長は大きく深呼吸をした。そして……。





「ハアアアァァァ──！」






　思いっきり息を吐き出した！

　うわあ、臭くさッ。何だこれは。臭い、臭すぎるぞ。中年のオッサンの口こう臭しゆうが臭いのは当たり前だけど、これは別格だ。この世のものとは思えない強きよう烈れつな悪あく臭しゆうだ。ゲロ吐きそう。

「ケホ、ケホ、な、何なのよこれ。オエッ」

　ユイカも涙なみだ目めで係長から離はなれる。

「どうだ、俺の社畜スキル『猛毒のポイズン息吹ブレス』の威い力りよくは」

　何が社畜スキルだ、ただの臭い息じゃねえか。そう言いたいところだが、係長の息の臭さは「ただの臭い息」レベルをはるかに超こえている。さすがにここまで臭いと立派なスキルだ。世界一臭い食べ物として知られるスウェーデンのニシンの缶かん詰づめ「シュールストレミング」だって、係長の口臭と比べたらほのかなミントの香かおりだ。

　いったい何を食べたらこんなに息が臭くなるのだろうか？

「何しろ俺の歯は虫歯だらけだからな」

　そうか！　社畜である斉藤係長は、あまりにも忙いそがしすぎて歯医者に行っている暇ひまもないんだ！　そもそも歯を磨みがいている時間すらないんだ！　だから臭いのか！

　クールさんが慌あわてて部屋中の窓を開けて回る。手にした扇せん子すを大きく振り払はらうと、突とつ風ぷうがわき起こって、強烈な悪臭が次し第だいに薄うすれていった。

「次は、こちらの番だ。一気に決めてやる！」

　ユイカの罠わなから解放された係長が、両手を前に突き出し、力を込める。むき出しの筋肉質の腕に、血管が浮うき出ている。

　何か大おお技わざが来るぞ！

「生きて帰れると思うなよ！　思い知れ、我が奥義！　終わりラストなき週ハルマ末戦争ゲドン！」

　係長の両手から放たれた、暗い光の帯が、オレの胴を直撃する！

「ぐはっ」

　焼けるような猛もう烈れつな痛みとともに、オレは跳はね飛ばされた。一種の衝しよう撃げき波はのようだ。

　背中を強打する。来客用応接セットに叩たたきつけられたのだ。

　息が詰つまる。肺が、ギブアップを告げている。これ以上動いてはいけないと、強くオレに忠告している。

　でも……ダメだ。まだオレはくたばるわけにはいかない。

　負けられない。

　痛みをこらえて、オレは立ち上がる。ミウが狼ろう狽ばいして言った。

「立たち花ばなアキト……分からない。どうして、こんなになるまで戦うのです？　何が、あなたをそこまで突き動かすのです？」

「ふん、それが分からないから、あんたはまだお子ちゃまだって言ってるのよ」

　ユイカがせせら笑う。

「鎖くさりにつながれて生きるくらいなら、自由の身で死ぬことを選ぶ。それがあたしたち反社畜よ！」

　いやそれはちょっと言い過ぎだけど……。さすがに死ぬのはカンベンだけど……。でもまあ、それくらいの誇りと気き概がいを持って社畜どもと戦っているのは確かだ！

　それにしても、どうもひっかかる。斉藤係長の必殺技の名前のことだ。『終わりラストなき週ハルマ末戦争ゲドン』だって？　その技名は、週の終わり──金曜、あるいは土日に使う技にこそふさわしい。今日はまだ月曜だ。

「気付いたようだね、立花くん」

　オレの疑問を察したクールさんが、すかさず耳打ちしてくる。

「斉藤係長の『終わりラストなき週ハルマ末戦争ゲドン』は、週末に近づくほど威力がアップする社しや畜ちくスキルだ。今日が月曜なのは、幸運だったよ」

　何てことだ。週の始めでもこの威力！　週末だったら、オレの生命いのちはなかったところだ。

　しかし係長はなぜ、もっとも効果の薄い月曜日に、あえてこの技を使ったのだろうか？　斉藤係長クラスの大物社畜ともなれば、他ほかに強力な社畜スキルはいくらでも持っているはずなのに。

「どうだ、俺の社畜スキルは。休日返上で働くことで身に付けた、とっておきの技だ」

　そうか！　係長はいつも土日も休日出勤で働いているから、曜日の感覚がなくなっているんだ！　多分今日が月曜であることに気付いていないぞ！　これはチャンス。

　今のうちに勝負を決める！　オレは係長の懐ふところに飛び込むべく、駆かける。

「無む駄だだ！　終わりラストなき週ハルマ末戦争ゲドン！」

　再び係長の手から放たれる光の帯。だが、その軌き道どうはオレの方へ向かうことはなく、大きく逸それてしまう。ユイカが、すかさず係長にパイプ椅い子すを投げつけて、軌道をずらしたのだった。

　その隙すきに、オレは脚あしのバネを利きかせたジャンプで宙を舞まう。

「甘美なる帰宅と休息の味、その身に刻め！　疾風のワーク労働ウイ作業ンド！」

　竜たつ巻まきとなったオレのドロップキックが、係長の肩かたを強打した。大きく倒たおれ込んだ係長は、文ぶん房ぼう具ぐの棚たなに叩きつけられる。テープカッターが落ちてきて係長の顔面を打ちつけた。鼻血がたらりと流れ出た。

「やるな、立花。それに桜さくら野のも」

　係長の声には、どこか喜びに打ち震ふるえているような響ひびきがある。強い相手との戦いこそが、この無骨な男の生きがいなのだ。

「だが俺も『総務課四天王』の名にかけて、負けるわけにはいかん」

　烈れつ火かのような輝かがやきが、係長の瞳ひとみに灯ともった。

「俺は広島県のとある小さな町で育った。同級生の親のほとんどが、地元にある大だい企き業ぎように勤めているという、いわゆる企業城下町だ。そしてその企業は、ブラック企業として名を馳はせていた。当然、社員はほぼ全員が猛烈に働く社畜だ。だが、唯ゆい一いつの例外が、俺の父だった」

　突とつ然ぜんの告白に、オレは面めん食くらって攻こう撃げきの手を休めた。急に、どうしたんだ？

　係長は、何を語ろうとしているんだ？

「父は、筋金入りの反社畜だった。過労死するほど残業するなど馬ば鹿かげている、そんな働き方は間ま違ちがっている──そう主張する父は、社畜だらけの会社や地域で孤こ立りつし、あらん限りの嫌いやがらせを受けた。その子どもである俺や兄弟たちも、学校で、町で、いじめられた。企業に逆らい、残業を拒こばむ非国民の子だと。クラスメイトには馬鹿にされ、金を盗ぬすんだと濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、町内会長の息子むすこには殴なぐられた。『非国民め』『非国民め』『非国民め』──社畜だらけの町で、どこに行っても、俺たち一家は容よう赦しやのない罵ば声せいにさらされていた」

　初めて明かされる斉藤係長の過去。係長の父親の生き様に、オレは胸を突つかれる思いだった。周りすべてが社畜という環かん境きようで、ただ一人、反社畜の道を貫つらぬく……その生き方には、いったいどれほどの覚かく悟ごが必要だったのだろうか？

「俺は親父おやじを恨うらんだ。俺の居場所がどこにもないのは、すべて親父のせいだ。親父が反社畜であるばっかりに、俺は、俺たちはこんなにもつらい目に遭あわされているのだ、と」

　係長は、唇くちびるを嚙かみ締しめる。その時抱いだいた激しい憎にくしみや屈くつ辱じよくの念を、昨日のことのように思い出しているのだろう。

「俺は決意した。俺は親父のように残業を嫌って非国民になんかなりたくない。絶対に社畜になってやる。ブラック企業に入って、一流の社畜になって、同級生や世間の奴やつらを見返してやる。もう二度と斉藤家は反社畜の家系だなんて言わせない。そう決めた俺は、親父に逆らい、家を飛び出して、この『ワクワクフーズ』に入社したのだ……」

　なるほど。つまり係長は、反社畜だった父親への反発から社畜になったのか。

　不意に係長はミウに向き直る。

「和久村！」

「は、はい！」

「お前には、俺のような覚悟はあるのか？　すべてをなげうって、生命を捨てて、会社に尽つくし、社畜として生きる──その覚悟がお前にはあるのか？」

「……」

「中ちゆう途と半はん端ぱなんだよ、お前は、何もかもが！」

　違う！　オレは言いたかった。ミウが目指しているものは、係長あんたの求めているものとは、全然違うものだ。反社畜がこんなことを言うのは変かもしれないが、ミウの目指しているものは、オレにもよく理解できる。こいつが欲しがっているのは、父親からの承しよう認にんだ。父親に認めてもらいたい一心で、ミウは一流の社畜になるべく頑がん張ばっているんだ。その志は、ちょっとズレてはいるけど、ひたむきで、真しん摯しなものには違いない。父親の生き方を頭から否定しようとする係長とは、まるで違うんだ。

　そう言いたかったが、オレは黙だまっていた。今のミウは、自分の歩むべき道を模も索さくして、もがいているところだった。それは自分自身で見つけ出さなきゃならない、自分だけの人生の答えだ。どんな道を選び取ろうとも、他人のオレがそれをいいとか悪いとか言っちゃいけないものなんだ。自分の考えを押し付けてはいけない。

　オレが口に出したのは、別のことだった。

「係長は、寂さびしくないんスか？　ご両親に会いたくなることはないんスか？」

　オレにはもう、両親はいない。事故で他界した父と母には、二度と会うことができない。だが、斉藤係長はそうではない。会おうと思えば、いつでも会えるはずなのだ。それなのに──。

「ない。俺にはマ……妻と、二人の娘むすめがいる。それで十分だ」

　係長の口元には一いち抹まつの寂しさが宿っていたが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。係長には、係長の生き方があるのだろう。悩なやみぬいた末に出した結論であるには違いなかった。

　……って、今、係長は何て言いかけた？

「係長──」「斉藤のおじさま──」

　オレとミウが同時に声を発した。ちらりとお互たがいに視線を送る。多分、考えたことは同じだろう。

「「いま、もしかして奥さんのことを、『ママ』って──」」


「どぅわー！」



　途と端たんに血相を変えて、係長はオレとミウを小会議室に引っ張り込んだ。バタン、と強い音を立ててドアを閉める。

「お、お前ら……何てことを言い出すんだ」

　そのリアクションで、オレは事実を確信した。急におかしさがこみ上げてきた。

「ぷっ。係長、家では奥さんのことを『ママ』って呼んでるんスか？」

「ばっ……言うなっ！」

　マジなんだ。似合わねえ！

「まさかとは思いますが、おじさま。家を出るときには、お出かけのチューとかしてたり……」

「何で知ってる！」

　自分からゲロった。よっぽど動どう揺ようしてるんだな。

「今でも二人で出かけるときには、手をつないだりしてるんスか」

「……ぐぬぬ」

　恥はずかしさで今にも憤ふん死ししそうな係長に、オレたちは次々と追い打ちをかけていった。

「財さい布ふの紐ひもも、奥さまに握にぎられていたりして」

「……ギギギ」

「奥さんがママ友と高級ホテルのレストランで優ゆう雅がなランチを食べている間に、係長はワンコイン定食っスか？」

「やかましいわ！」

「そう言えば、おじさまの娘さんって、確か、５歳と３歳でしたわよね。ちょうど可愛かわいい盛りですよね」

「そ、そうなんだよ！　俺が仕事から帰ってくると、『パパらいちゅき～』って上の子がな！　それで下の子も、『パパ～、パパ～』って、いっつも抱だっこをせがんできてな、これがもう、可愛いのなんのって……はっ！」

　なあんだ。家では、普ふ通つうのいいお父さんじゃないか。

「そんなに娘さんたちが可愛くて仕方がないのなら、何で早く帰ってあげないんスか」

「……駄だ目めだ。妻や、娘たちは愛いとおしいが、俺は早く帰るわけにはいかんのだ」

「どうして？」

「俺は、子どもの頃ころから近所の悪ガキと喧けん嘩かばかりしていた。強くなるために武道にのめり込み、ずっと体育会系のマッチョな世界で生きてきた。社会人になってからはずっと、コワモテの社畜で通してきた。そんな俺に、今さら違う生き方ができると思うか？」
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　──ああ。

　オレはようやく斉藤係長のことを理解した。

　この人は、臆おく病びようなんだ。この人は、ずっと反社しや畜ちくである父親に逆らい、社畜として生きてきた。ずっと何かと戦い、何かを憎んで生きてきた。

　結けつ婚こんして、家庭を持ち、人並みの幸せというものを知って、係長はむしろ困こん惑わくした。今までの生き方が間違いであったと心のどこかでは気が付いたはずだ。だが、そうと認めることは、自分自身を否定してしまうようなものだった。それが恐こわいのだ。

　自分が幸せになれるかもしれないという恐きよう怖ふ。その恐怖から逃のがれるため、係長は仕事一筋の道へと自分を追い込んでいるんだ。

「どうしたのよ。急に小会議室でこそこそして」

　不ふ審しんに思ったユイカが、様子を見に来た。オレはニヤニヤして、

「あ、ユイカ。それがさあ……」

「だあー！　言うなあ！」

　慌あわててオレの口を塞ふさぎにかかる係長。

「お前、俺を本気で怒おこらせたいようだな」

　羞しゆう恥ちと憤ふん怒どで、係長の顔は真っ赤。荒あらぶる猛もう牛ぎゆうのようだ。

　屈くつ強きような腕うでを振ふるって、係長はオレを突き飛ばす。会議用の長机にぶつかって倒れ込むオレに向けて、『新ルーキ人ー・ク潰ラツしシヤー』の異名を持つ歴戦の社畜は、力強い咆ほう哮こうを響かせる。

「二度と出社できない身体からだにしてやる！　終わりラストなき週ハルマ末戦争ゲドン！」

　みたび放たれる、凄せい絶ぜつな光の帯！

　だが、もうオレは何も恐くない。係長が怪かい物ぶつではなく普通の人間だと分かった以上、勝つ方策は必ずある。素す早ばやく立ち上がると、光の中を、突き抜ぬけていく。強い意志で、煌きらめく衝しよう撃げき波はの勢いを打ち消し、そのまままっすぐに係長に向かっていく。

　最初に喰くらったときよりも、『終わりなき週末戦争』の威い力りよくはずいぶんと弱体化しているように感じられた。係長の心の乱れが、技わざにも現れている。

「な、何っ!?」

　係長に至近距きよ離りまで迫せまったオレは、後うしろ回まわし蹴げりを力強く放つ。脇わき腹ばらを蹴り上げられて、宙へと高く吹ふき飛ぶ係長。

「上げろ月給！　よこせ残業代！　咲さき誇ほこれオレの基本的人権！」

　落下する係長の胸めがけて、オレは必殺の頭ず突つきを食くらわせる！

「帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア！」

　決まった！

　係長のがっしりとした身体が、ドン、という轟ごう音おんとともに、天てん井じように叩たたきつけられる。少し経たってから、落下。長机やパイプ椅い子すの上に、どんがらがっしゃんと崩くずれ落ちる。

「な、何か凄すごい音がしたけど、係長、生きてるかな……？」

　オレのその疑問は、杞き憂ゆうだった。耳から血を流し、腕を押さえながら、それでも係長は立ち上がった。

　ば、化け物かよ！

　それでも、今の一いち撃げきが致ち命めい的てきなものであったことは間ま違ちがいない。反はん撃げきに転じるほどの力は、もう残っていないはずだが……？

「やるな……だが、俺には切り札がある」

　何だって？　まだ、まだ切り札があるというのか!?

　歴戦の社畜として鳴らした係長だ。いくつもの必殺技を持っているのは、むしろ当然だろう。だが、あれだけのダメージを受けて、立っているのもやっとのはずだ。この状じよう況きようを覆くつがえせるほどの大技となると……。

「か、係長の切り札……？　いったい、どんな恐おそろしい技だというの……？」

　ユイカも、戦せん慄りつに胸を震ふるわせている。

　斉藤係長は、ニヤリと笑った。本能的な喜びに打ち震えていた。戦いに身を委ゆだねることに安らぎを見み出いだす、生まれついての闘とう士しの姿がそこにはあった。

「行くぞ！」

　身構えるオレを威い嚇かくするように、係長は太い声を響ひびかせる。

「うおおおおお！」

　助走して大ジャンプ。空中から、一気に距離を詰つめてオレに襲おそいかかる……。




「（ぴょーん）どうも、申し訳ございませバキッ！」

「……って、土下座かよ！」




　それは息を吞のむほど見事な、完かん璧ぺきなフォルムのアルティメットジャンピング土下座だった。
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　すぐさまオレたちは斉さい藤とう係長から念書を取り、次の五項こう目もくを認めさせた。当初は四項目の予定だったが、係長の『猛毒のポイズン息吹ブレス』がよほど不快だったらしいユイカの強い希望で、五つ目の項目が付け加えられた。




一、暴力を振るったことについて、和わ久く村むらミウに謝罪すること

二、二度と部下に対して暴力を振るわないこと

三、正当な理由なくカフェオレ党メンバーの定時帰宅を妨ぼう害がいしないこと

四、安全衛生委員会を８月中に開かい催さいすること

五、歯はちゃんと磨みがくこと




　係長は全身に屈くつ辱じよくの念をみなぎらせていたが、

「係長、奥さんのことを何て呼んでるんでしたっけ？　確か、マ──」

　オレがさりげなく脅おどすと、しぶしぶといった体ていでそれらの条件を受け入れ、改めてミウに謝罪した。

　だが、斉藤係長をやっつけて一件落着、とはいかなかった。

「大変だ。和久村社長が、社長室に向かっている」

　スマホの画面を確かく認にんしながら、クールさんが焦あせったような声を上げた。

「キョーコちゃんが、情報を寄せてきた。どうやら社長は、自分が労働犯罪に関かかわった証しよう拠こを、すべて消そうとしているらしい」

「何だって!?」

　どうやら和久村社長は、大人しく労基署に屈くつするタマではないらしい。

　もちろん、社長は会社全体の責任者であり、「社内の問題に、自分は関かん与よしていない」では通らない。それでも、少しでも自分の責任を軽くするために、せいぜい悪あがきしようという腹のようだ。

「社長は、自宅にいるんじゃなかったのか？」

　社長の豪ごう邸ていは、マスコミ各社に包囲されていて、まず脱だつ出しゆつは無理だと思われている。

「どうも社長は、自宅から本社ビルに通じる秘密の地下通路を作らせていたらしい」

　完全に悪の組織の親玉じゃねーか！　というかそれ飲み会のときのヨタ話で聞いたけど本当だったのかよ！

「それも、キョーコさん情報？」

　クールさんは、こくりとうなずいた。どうやらあの人も、ただの受付嬢じようではなさそうだな。

「でも、社長室だって、労基署のガサ入れに遭あってるんじゃないのか？」

「社長室の奥には、秘密の隠かくし部屋があるらしいんだ」

　だから何でいちいち悪の組織っぽいんだよ！

「その部屋に、社長にとって労基署に見つかってはまずいような物的証拠がすべて隠してある。労働基準監かん督とく官たちも無能じゃないから、その部屋の存在自体は気付いているようだけど、どこから入れるのかが分からず、後回しにしているようだ。今は、どこか別の部署のガサ入れをしている途と中ちゆうなんじゃないかな」

「後回し……って、そんなことでいいのか？」

　ずいぶん吞のん気きなんだな。

「日本の労働基準監督官の数は、慢まん性せい的に足りていないんだ。ＩＬＯは、労働者一万人当たり１人の監督官が必要だって言っているけど、日本には一万人当たり０・53人の監督官しかいない」

　ああ、それ聞いたことがあるな。仕事の量に対して余りにも人の数が少ないので、「あれ？　ひょっとして労働犯罪を取とり締しまる側のはずの労基署が、いちばんブラックな職場なんじゃ……？」という疑ぎ惑わくがかけられているとかいないとか。

「ワクワクフーズという巨きよ大だい組織を取り調べるのは、彼らにとっても大変なことなんだよ。あっちにもこっちにも、人は出せない」

「でも、いずれは労働基準監督官たちだって、隠し部屋の入り方に気付くはずよね。社長としては何とかしてその前に、中に入って証拠を隠いん滅めつしたいところでしょうね」

「社長を止められる人間が誰だれもいないのは、まずくないか？」

「何を言っているの、アキト」

　ユイカが呆あきれ顔がおで言った。

「和久村社長を止めるのは、あたしたちの仕事よ。そうでしょ？」

「ああ……そうだな」

　しょうがねえ。今日だけは、サービス残業してやるか！

「行くわよ。社長を、ぶん殴なぐってでも止めないと」

　鼻息を荒あらくするユイカの傍かたわらには、しょぼんとしている小さなミウの姿があった。オレは彼女に声をかけた。

「ミウ！　お前も来い！」

「ふ、ふえっ」

　急に話しかけられて驚おどろいたみたいな顔をしている。いろんなことが起こりすぎて、戸と惑まどっているみたいだな。

「私は、ワクワクフーズ社長・和久村平へい助すけの娘むすめですわ。父である社長を裏切って、あなたたちの味方になるとでも思っていますの？」

「うるせえ！　そんなことはどうだっていいんだよ！　とにかく来い！」

　よく考えたら、今回の件で社長に一番迷めい惑わくを被こうむったのは、こいつだ。『根ね津づ畑はたラク』というキャラを演じて人気を博したのは、歌手としてのミウの実力によるもののはずなのに、和久村社長の娘というだけでひどいバッシングを受けている。親のせいで子どもが叩たたかれるなんて、究極の不公平だぜ。子どもは親を選べないんだからな。

「お前には、親父おやじさんを一発ぶん殴る権利があるはずだ」

　ミウは何か言いたげな顔をしていたが、結局何も言わずにオレたちについてきた。いろいろと思うところがあるのだろう。




　　　　＊




　総務課室を出て、エレベーターで本社ビルの最上階に向かう。エレベーターのドアが開くと、赤い絨じゆう毯たんが敷しき詰められた薄うす暗ぐらいフロアに出る。他ほかの階とは違ちがい、高級感が漂ただようつくりだった。ここの奥に、社長室があるのだ。

　オレはごくりと唾つばを吞んで、前へと歩み出した。ユイカ、クールさん、ミウが後に続く。

　すると、

「待て！　お前らの思い通りにはさせんぞ！」

　どこかから声がかかった。息を切らせながら現れたのは、三十代くらいのビジネスマン風の男だ。ここまで階段を登って来たらしい。

　オレの腕うでを、がしっ、とつかむ。力ずくで行く手を阻はばむつもりのようだ。社長の取り巻きの男が、主君を守る盾たてになろうとしているのか。そう思ったオレは、無理やりにでもその手を引きはがそうとしたが、相手は意外なことを口走った。

「くっ、抵てい抗こうするつもりか、この社しや畜ちくどもめ！」

「オレは社畜じゃねえよ！」

　社畜に間違われるなんて、実に心外だな。

「噓うそをつけ。社畜に限って、オレは社畜じゃないとか言い出すんだ。月１４０時間しか残業していないから全然社畜じゃないとか、月に一度は休日をもらっているから普ふ通つうだとか。馬ば鹿か言え、それを社畜と言うんだ」

「だから違うって！」

　何かおかしいぞ。こいつは、社畜サイドの人間じゃないのか？

「待って下さい。僕たちは『カフェオレ党』の者です。社長の野望を、阻そ止しするために来たんです」

　クールさんがそう告げると、相手の男ははっとした顔でオレの腕を放した。

「その金きん髪ぱつ……あんたが『クールさん』か。失礼した。俺は大おお野のという者だ。中央労働基準監かん督とく署しよに所属する、労働基準監督官だ」

　ああ、じゃあむしろオレたちの味方じゃないか。オレたちと同じ目的で社長室に向かっているんだな。

「君たちのことは、キョーコから聞いている。いつも情報提供に感謝している」

　あれ？　キョーコ？　呼び捨て？

「ん？　ああ、大野キョーコは俺の妹だ」

　キョーコさんのお兄さんは、労働基準監督官だったのか！　ただの受付嬢にしてはやけに情報通だなと思っていたけど、そういうからくりがあったんだ。

「オレは立たち花ばなアキト。よろしくな」

　オレが名乗ると、大野監督官は「そうか」と納なつ得とくしたような表情を浮うかべた。

「ということは、『流星の帰宅者』とは、お前のことだな？」

　え！　オレは驚いた。まさかオレの異名が、労基署にまで知しれ渡わたっているなんて。

　参ったな。オレ、すっかり有名人じゃん。

「『いい年こいて異名とかだっせえ』とか、『まさか自分で名乗っているのか？　恥はずかしくないのかね』とか、みんなで噂うわさをしているぞ」

　ですよねー！　やっぱりそのパターンですよねー！

「社長を止めに来たんですよね？　あたしたちも、キョーコさんから情報を得て、社長室に向かっているところなんです」

　ユイカの言葉に、大野監督官は強くうなずいた。

「社長室の奥に何かがある。それは分かっている。だが、それが何なのか、どこから侵しん入にゆうできるのか、それが分からないんだ」

　無ぶ精しようひげの口元に、苦々しさを漂わせる。

「正直、それが分からなくても、社長の責任は問える。だが、労基法違い反はんでの刑けい罰ばつなど、犯おかした罪の重さに比べたら、軽いものだ。何ヶ月かの刑けい期きを終えて、ほとぼりが冷めたころに社長に復帰して、何の反省もなく、また今まで通りのやり方を続ける。そうなってしまっては意味がない。社会的に大きなダメージを与あたえて、二度と社長を経営に携たずさわらせないようにしてやりたいんだ」

「それは、労働基準監督官としての業務を逸いつ脱だつしていますね」

　クールさんが、苦笑いした。

「ああ、その通りだ。要するに俺は、個人的に頭に来てるんだよ、ブラック企き業ぎようのクソ野や郎ろうどもにな」

　なかなか面おも白しろい、話の分かるおっさんじゃねえか。

「たった一人で社長を止めるつもりだったのか？　他の監督官は？」

「何しろ人手が足りなくてな。いつも一人で二人分、三人分の仕事をさせられているのに、世間の奴やつらからは『労基署はまともに仕事しろ！』『この税金ドロボウ！』って罵ののしられて、まったく損な商売だぜ」

「ここからは、オレたちが一いつ緒しよだ。あんたの残業の負担を軽くしてやるよ」

　オレはポンと大野監督官の肩かたを叩いた。

「さあ、行こうぜ」

　ユイカ、クールさんと顔を見合わせ、うなずいた。薄暗い廊ろう下かを、ゆっくり歩む。秘密の地下通路だの、隠し部屋だのを準備しているくらいだ。どんな罠わながあるか分からない。ここからは、心して進まなければならない。

　窓を見やると、外は真っ暗だ。まだ時刻は夕暮れ時のはずだが、どんよりと湿しめった雨雲が天を覆おおっている。雷かみなりがピカッと光ってビルの内を照らしたかと思うと、すぐにゴロゴロと重い雷らい鳴めいがうなりを上げた。

　ついにオレたちは、社長室前の受付にたどり着いた。

「待てい！」

　そのとき、力強い複数の声が、フロアによく響ひびき渡った。

「我ら『畜ちく林りんの七しち賢けん』が、ここは通さぬ！」

　なんか出てきた！　今度は、まぎれもなく敵のようだ。

　現れたのは、いかにも大物らしいオーラを放つ社畜たちだ。それぞれがポーズを取って、名乗りを上げる。

「連日の残業、残業、残業！　いつしか帰りは遅おそくなり……そして私は『帰らぬ人』となった！　経理課長・森もり！　人呼んで『帰らずの森』！」

　帰らぬ人って、死んだ人みてえだな！

「日本社会にとって何よりも重要なのは、場の空気！　誰よりも的確に場の空気を読み取る男！　開発課長、空気エア・詠みリーダーの岩いわ井い！　岩井圭けい！」

　英語風に読むと『ＫＥＩ　ＩＷＡＩ』……ＫＹ！　空気読めてねえじゃん！

「ソ○ティアやマインス○ーパの腕うで前まえは神クラス！　法務部の重じゆう鎮ちんは、定時を過ぎてから本気出す！　『夕刻の志士』篠しの山やま！」

　お前ネット社畜だろ!?　絶対そうだろ!?

「非正規労働者をボロ雑ぞう巾きんのように使い潰つぶす！　製造部門の長おさ、偽装コスギ請負の・ザ・小杉ミミツク！」

　偽ぎ装そうできてねえじゃん！　自分で名乗ってんじゃん！

「他人の揚あげ足あしを取らせたら天下一品！　企き画かく課長、横よこ槍やりの木き村むら！　毎日のつきあい残業で鍛きたえた我が槍そう術じゆつ、とくと見よ！」

　それ、「つきあい」の意味が違うよ！　「突つき合い」だよそれ！

「うら若き社長の美人秘書、宇う佐さ野の月つき子こ！　その正体は、愛と正義のセーラー服美少女社畜、レイバームーン！　月２００時間、残業よ！」

　おしおきならいつもユイカにされてるから間に合ってるよ！

「全国社畜ランキング、今月もトップテンをキープ！　『働きオーすぎヴアーの超ロー越者ドウ』こと総務課長・工く藤どう！」

　今回出番少なくて申し訳ないっスね工藤課長！

「営業部きってのエースは、人呼んでワクワクフーズの爆ばく弾だん岩いわ！　自じ爆ばく営業の上うえ村むら！」

　あれ？　八人いるぞ？　『畜林の七賢』なのに、八人目がいるぞ？

「くらえ、我らの社畜スキル！」

　問答無用で襲おそいかかってくる『畜林の七賢』だが──。

「そうはさせないよ！　操業シヤツト停止ダウン！」

　クールさんが、得意の反社畜スキルを発動させる！

　受付フロアを形作っていたパーテーションが、一いつ瞬しゆんでオレたちの前に移動して、社畜たちの攻こう撃げきのことごとくを防ぐ！

「あんたたちの相手をしている暇ひまはないわ！　くらいなさい、鋼鉄のアイアン労働・メー五月祭デー！」

　ユイカの右みぎ腕うでが銀色の光に包まれる。圧あつ倒とう的な力のオーラをまとったそれを、ユイカは高らかに振ふりかざす。その姿は鉄てつ腕わんの戦いくさ女め神がみだ。極大にまで達した女子力（物理）で、社畜たちを次々と殴なぐり飛とばした。

　よし、オレもやるぜ！

「上げろ月給！　よこせ残業代！　帰ゴー宅ホーム超・スー新パー星ノヴア！」

　飛びかかってくる社畜たちに、渾こん身しんの頭ず突つきをぶちかます。

　大野監かん督とく官も、工藤課長を捕つかまえてボコボコにしている。かなり喧けん嘩か慣れしているようだ。

『畜林の七賢』を名乗る社内屈くつ指しの社畜たちが、一瞬にして掃そう滅めつされた。いずれ劣おとらぬ猛も者さたちなのだろうが、今のオレたちの敵ではない。

「す、すごい……」

　少し離はなれてオレたちの戦いを見ていたミウが、驚おどろきの声を上げた。

「あなたたち、いったいどこにそんな力を秘ひめていましたの……？」

「なんというか、今は必殺技わざゲージが常にマックスみたいな状態なんだよ」

　そう言ってオレは笑った。

「こいつらがここを守っていたということは、もう社長は社長室の中にいるのかな」

「多分ね。さあ、行くよ」

　クールさんがみんなを促うながしたが、一人だけその場を動かない、いや動けない人物がいた。

　労働基準監督官の大野だ。

「すまん、脚あしをやられた」

　右脚を引きずっている。額には脂あぶら汗あせが浮かんでいて、相当に苦しそうだ。

「あの工藤って男、なかなか食えない奴だな。最後の最後で反はん撃げきしてきやがった。何とかかわしたんだが、脚をひねってしまった」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「俺のことはほっとけ。反社しや畜ちくなら他人のビジネスには口を出すな」

　いちいちカッコつけやがって。でも、軽口が叩たたけるくらいなら大丈夫かな。

「お前たちだけで行け。お前たちは、俺などよりもずっと強い。今の戦いぶりで、それが分かった」

　そう言ってその場に座り込み、大野監督官は傷の手当てを始めた。

「必ず和久村社長の野望を打うち砕くだけると信じている」

「ああ、任せろ」

　ここまで来たら、やるしかない。

　膿うみは徹てつ底てい的に洗い出して、ワクワクフーズをまともな企業に変えるんだ。




　　　　＊




「準備はいいかい？　開けるよ」

　クールさんがゆっくりと、社長室の重いドアを開く。

　無む駄だに広いその部屋は、闇やみに覆われていた。部屋の奥はガラス張りで、天気のいい昼間ならいい眺ながめが拝めるのだろうが、今は禍まが々まがしい黒い雲が不ふ吉きつな雷鳴を轟とどろかせている。

　なんかこう、伏ふく魔ま殿でんって感じだ。いいね、いかにもラスボスの部屋だ。

　目を凝こらすと、暗くら闇やみの中で、何かが蠢うごめいていた。

　雷が鳴り響いて、60歳前後と思われるロマンスグレーの紳しん士しの姿が映し出された。彼は社長の椅い子すに悠ゆう然ぜんと腰こしかけて、不敵な笑えみでオレたちを出で迎むかえた。

「お父さま……」

　ミウがぽつりとつぶやいた。

　その姿は確かに、オレの脳内にある、ワクワクフーズ社長・和久村平助の姿と一いつ致ちしていた。先日、廊下ですれ違ちがったばかりなので間ま違ちがいない。

　だけど……あれ？　オレは彼の姿に違い和わ感かんを抱いだいた。和久村社長は、「力強いリーダーシップを持った剛ごう腕わん社長」という世間の評価にふさわしい、見る者を引き込むような不思議な魅み力りよくを備えた、外そと面づらの良い人物だったはずだ。

　しかし、今オレの目の前にいる男からは、不気味さしか感じ取れない。何だか……目つきがおかしい。闇の中で眼球が赤黒く光っている。顔色も、やけに青白い。

「我の邪じや魔まをする気か、痴しれ者ものどもが！」

　口調までいつもとは違っている。オレの記き憶おくの中の和久村社長は、「ワクワクフーズはブラック企業！」という批判を爽さわやかな弁べん舌ぜつで巧たくみにかわすようなしたたかさを備えた男だった。決して、人前で激高するような人物ではなかったはずだが……。

「和久村社長。オレの顔を覚えているか」

　廊下で会ったとき、いい面つら構がまえをしている、とか言ってくれたよな。オレのような新米社員に声をかけてくれるなんて、恐きよう悦えつ至し極ごくだぜ。

「もちろん、覚えているとも。あの男……『働き手をスター照らす星ライト』こと神楽かぐら幸ゆき虎とらと同じ面おも差ざしをした若者を、我が忘れるものか」

「じゃあ話が早いや。あんたの野望とか面めん目ぼくとか社会的立場とか、オレたちが全部ぶっ潰す！」

　オレが宣言すると、社長は何かに気付いたかのようにニヤリと笑った。

「なるほど。貴様らが『カフェオレ党』とかいう、会社にたてつく愚おろか者どもか」

　別にオレたちは、会社にたてつこうとか、社長に逆らおうとか思ってるわけじゃない。人として、当たり前の働き方をしたいと願っているだけだ。だがそれを説明しても、この男は決して理解しないだろうし、理解する気もないだろう。

「貴様らが捜さがしているものは、これであろう」

　和久村社長は、机の上に置かれたスマホを手に取って、何やら操作した。するとゴゴゴ……というものものしい音とともに、壁かべが左右に割れ始めた。その向こうには、さらに部屋がある。

　どうやら、これが隠かくし部屋らしい。中を覗のぞくと、壁という壁がたくさんの液えき晶しようディスプレイで埋うめ尽つくされていた。そこに映し出されているのは、社内の各部署の様子だ。総務課室もバッチリ映っている。

　まさか──社長はここで、社内の様子を常時観察していたのか？　社員の一人ひとりがいつどこで何をしているのか、ずっと見張っていたのか？　なるほど、これは労働基準法違い反はんに社長が強く関かん与よしていたという決定的な証しよう拠こになるな。「部下が勝手にやったことだ。こんなことになっているなんて自分は知らなかった」では、到とう底てい通るまい。

　これがバレれば、社会的なダメージは絶大だ。

「今から、これを爆ばく破はする」

　ぶっそうなことを、社長は言い出した。まさか、自爆スイッチ的な仕し掛かけまで準備してあったのか？　どこまで悪の組織を気取るんだよ。

「やめろ！　そんなことをして何になる」

　意味のないことだ。会社に違い法ほう行こう為いがあったと認にん定ていされれば、どのみち会社の代表として社長は責任を問われることになる。その事実は変わらない。

「それでも、世間のイメージというものがあってな。いずれ再びここに戻もどるためには、これはあってはならぬものなのだ」

「社長。あなたは一体、何を目指しているのですか。ここまでしてあなたが守りたいものとは、一体何なのですか」

　クールさんが問うた。

「我は、社畜を総すべる者。この会社を、ワクワクフーズを、社畜たちの楽園として、永遠に統治しなければならぬ。労基署ごときに潰つぶされてなるものか」

　そう吐はき捨すてて、和久村社長はオレたちをキッとにらんだ。吸い込まれそうなおぞましい紅くれないの眼光で射い抜ぬかれて、オレは思わず立ちすくむ。社長は不気味に笑った。その瞬しゆん間かん、吊つり上がった口の中に、鋭するどく尖とがった牙きばが見えた。マントを脱ぬぎ捨てると、その背中には背広を突き破って漆しつ黒こくの翼つばさが生えていた。

「「……！」」

　あまりのおぞましさに、ユイカとミウが声にならない声を上げる。この姿は、まるでホラー映画に出てくる残ざん忍にんなヴァンパイアだ。そうか、社長は労働者を絶えず食い物にし続ける余り、その生き血を啜すする吸きゆう血けつ鬼きに成り果ててしまったんだ！

「邪魔する者は、すべて駆く逐ちくする」

　和久村社長は、天へと、腕うでを伸のばす。社長の手に、何か強大な力が集まってくる。やがてそれは、先せん端たんが鋭く尖った、長い棒状のものを形作った。ひんやりとした冷気が、渦うずを巻いている。禍々しいオーラを放つ、神をも貫つらぬくであろう氷の槍やりだ。

　社長の頭上で、氷の槍がまばゆい光を放った。

「あの世で好きなだけ定時に帰るがいい！　慈悲ゼロ・なきトレ騎兵槍ランス！」

「きゃああ！」

「ユイカ！」

　鋭い氷の槍が、ユイカの肩かたを貫いた。慌あわてて駆かけ寄よろうとするオレに向けて、

「貴様も地じ獄ごく送りだ！」

　社長の背中から生えたコウモリのような翼が、気持ちの悪い音をたててはためく。

　凄すさまじい風の刃やいばが、轟ごう音おんと共に放たれる！

「八やつ裂ざきにしてやる！　白ホワ薔イト薇カラーの・エグ断ゼキ頭ユーシ台ヨン！」

「がはっ！」

「クールさん！」

　オレをかばって、クールさんが刃の直ちよく撃げきを受けた。脇わき腹ばらをやられて、うずくまる。

　二人がやられた！

　くっそ！　オレ一人でこいつと戦うのかよ！

　いったん逃にげるか？　オレは迷った。反社畜にとって、逃げることは恥はじではない。クールさんから教えてもらった反社畜の格言には、「兵は帰道なり」という言葉がある。退路を常に確保しておくことは、重要だ。

　オレが判断に迷っていると、

「ミウよ、そいつを殺せ」

　和久村社長が、娘むすめに命令した。

「ナイフで人を殺せば、殺人犯だ。だがこの日本社会では、企き業ぎようが過重労働で労働者を死に追い込んでも、決して誰だれかが殺人罪に問われることはない。分かるな？」

　オレが振ふり返かえると、ミウはごくりと唾つばを吞のみ込んで、横目で、そっとオレを見やった。

「会社や経営者に逆らう不届き者は、そうやってうまく殺して、後は知らん顔をすればよい。それくらいできないと、我の役に立つことはできぬ」

　何て奴やつだ。人間を、モノとしか見ていない。彼にとって他人とは、自分の役に立つ道具か、役に立たないゴミか、そのどちらかでしかないのだ。

「早く殺せ。お前なら、人を過労地獄に追い込む術すべは、いくらでも持っていよう」

　くっ。まずいぞ。

　ユイカとクールさんが倒たおれた上、ミウまで社長の側に回ったら、オレは二人を同時に相手しなきゃならない。しかもミウはオレの背後にいるため、退路を断たたれたも同然だ。さすがのオレも、そうなりゃ勝ち目はないぜ。

　ミウを連れてきたのは、失敗だったか……。

「さあ、やれ！」

「それは、社長としての命令ですか、お父さま」

「そうだ。嫌いやとは言わせんぞ。部下にとって、上司の命令は絶対なのだ」

　ミウは、社しや畜ちくだ。それも筋金入りの社畜エリートを自じ称しようしている。社畜が上司や社長の命令を拒こばむなど、ありえない。自分よりも上位の人間の言葉は、絶対のものであり、疑うことなどあってはならないのだ。

　だが──つつじ色の髪かみの少女は、静かに頭かぶりを振った。

「私には、できないわ」

「何だと？」

　ミウは、胸に手を当てて穏おだやかにほほ笑んだ。なんだ、そんな顔もできるんじゃねえか。仕事、仕事といつも気を張ってばかりだったけど、ちゃんとそんな風に笑えるんじゃねえか。いつもそんな笑顔を見せていればいいのにな。

「私は、仕事が好き。大好きよ。でも、だからといって、自分の働き方を他人にまで押し付けることは、よくないことだわ。誰もが、自分に合ったスタイルで働けばいい。まして同どう僚りようを働き過ぎで死ぬまで追おい詰つめるなんて、やってはいけないことだわ。そのことに、私は気付いたの」

　そこでいったん言葉を切り、ミウはオレに目くばせをした。

「いえ、私にそれを気付かせてくれた人がいたの……」

　誰だか知らないが、そいつに感謝だな！

「だから、あなたには従えない。社長や上司が間違った方向に向かっているなら、それを正すのが、真の社畜よ」

「腰こし抜ぬけめ！」

　激高で、社長は土色の顔を赤くした。

「我が直々に喰くろうてくれるわ！」

　漆黒の翼をはためかせて、和久村社長がオレに襲おそいかかる！

　空中からの狙ねらいすました回まわし蹴げりが、オレの顔面にヒット。オレは、なすすべなく吹ふき飛とばされる。強い！　さすが並み居る社畜たちの最高指導者、その実力はホンモノだ。

　オレは立ち上がって和久村社長を迎むかえ撃うとうとしたが、社長は信じられない速度でオレの裏に回り込み、背中に鋭い突つきを放ってきた。オレは、再びもんどりうって倒れる。

「企業が利益を追求するのは、当たり前のことだ。正社員もアルバイトもボロボロになるまで働かせて稼かせぐのが、我が社のビジネスモデルだ。それのどこが悪い!?」

　それは、ビジネスモデルじゃなくて搾さく取しゆモデルだろ！　ふざけるな！

「ブラックな環かん境きよう？　それがどうした。このご時世、働かせてもらえるだけでもありがたいと思わんか！　それが嫌だというのなら、海外から外国人労働者を受け入れるのみだ。働かないお前らは死ね！」

　日本人だけじゃなく、外国人まで奴ど隷れいにして酷こく使しするつもりなのかよ！　いい加減にしろよ！

「もっと残業をしたい。もっともっと限界まで働きたい。我々社畜の熱い想おもいは、人間が生まれながらに持っている、根源的な欲よつ求きゆうだ。我々こそが、正しいのだ。お前たちはただの怠なまけ者ものだ。どうしようもない異常者だ」

　倒れたオレに馬乗りになって、殴なぐる。また殴る。

「言え！　企業の利益は、労働者の健康よりも優先されると！　思い知れ！　経済の発展よりも大事なものは、この世に何一つないのだと！」

　そう叫さけびながら、オレの顔を長い爪つめで引ひっ搔かく。血が噴ふき出る。苦痛に歪ゆがんだオレの顔を見て、和久村社長は嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮うかべた。明らかにこの男は、他人の苦しむ姿を見ることに快楽を覚えていた。だからこそ、こうまで労働者をボロ雑ぞう巾きんのように使い捨てにできるのだろう。

「自由で平等な社会など、絵空事だ。貴様ら労働者階級は、我らエリート階級に奉ほう仕しする奴隷であるべきだ。役に立たない無能者は、いらぬ！」

「ふざけるな！」

　ミウが、父親似でなくてよかったぜ。こんなクソ野や郎ろうと似ててもいいことなんて何もねえ。

「人類が長年かけて築き上げてきたものを、あんたのエゴで否定されてたまるものか」

　のしかかられたままの状態で、一発、殴り返した。力の入った一いち撃げきにはならなかった。それでもオレは、何の抵てい抗こうもせずにただやられるなんて、嫌だった。

「だいたい、あんたの今の地位というものは、すべてあんた自身の努力によって得たものか？　あんたが大物でいられるのは、あんた自身の能力が傑けつ出しゆつしていたからか？　違ちがうだろう。そりゃ、あんたは確かに努力したかもしれない。才能もあったかもしれない。だけど、あんたが社長の座についていられるのは、単に創業社長の息子むすこだからというだけのことだろう？　自うぬ惚ぼれるな！」

　もう一発。先ほどよりは、気合いの入った一撃になった。

「世の中にはな、貧しい家庭に生まれて、ずっと苦労して生きている人たちがいくらでもいるんだ。そんな人たちが、ちょっと人生に疲つかれて休んだからって、怠け者呼ばわりするのか？　そんな人たちが、困難にぶち当たって何かに挫ざ折せつしたからって、無能者呼ばわりするのか？　冗じよう談だんじゃねえ」

　さらにもう一発。今度は社長の顎あごにヒットして、血が舞まい散った。

「自由で平等な社会は、絵空事？　その実現を阻はばんでいるのは、あんたら自身じゃないか！」

「黙だまれ！　黙らぬか！」

　和久村社長は、苛いら立だちに拳こぶしを震ふるわせた。普ふ段だんからイエスマンばかりに囲まれている彼は、自分とは違う意見をぶつけられることに耐たえられないようだった。

「二度とその生意気な口をきけぬようにしてやる！」

　唇くちびるを歪ませ、歯を立てる。そして社長は、オレの首筋に嚙かみ付いた！

「ぐわああああ！」

　くそっ。これ以上、ブラック企業のクソ野郎に食い物にされてたまるか！

　抵抗するオレを、社長は凄まじい力で押さえ込む。不快な音を立てて、社長はオレの首から血を吸い続けた。意識が遠のく寸前になって、ようやく彼はオレを解放した。立ち上がって、傲ごう岸がんな表情でオレを見下ろす。

「どうだ。貴様の生命力は、もはや残ってはおるまい。貴様らのような底辺労働者には、ただ我に搾取され、社会の歯車となって死んでいく──そのような未来しかないのだと教えてやろう」

「ブラック企業から学べることなんて、何もねえよ。あるとしたら、それはただ一つ、『ブラック企業から学べることは何もない』ということだけだ」

　オレは静かに立ち上がった。これだけ激しくやられてもなお、オレにはそれができるだけの力が残っていた。驚きよう愕がくに和久村社長は目を見開いた。

「な……なぜだ。なぜ貴様の生命力は、底をついておらん!?　むしろ、どんどん大きくなっているだと……!?」

　その通り。どれだけ和久村社長にやられようとも、オレは少しもくじけてはいなかった。

　今のオレは、元気いっぱいだ。こんな程度の攻こう撃げきで、やられはしねえぜ！

「貴様……いったい何なのだ。何が、貴様の力を生み出しているのだ!?」

「それは……こいつさ」

　オレは、ポケットからスマホを取り出して振りかざした。

「これがオレの力の源だッ！」

　その画面に映し出されているのは、とあるソーシャル・ネットワーキング・サービス──ＳＮＳのページだ。


《今からオレは、ワクワクフーズ社長・和久村平助に引導を渡わたしてくる！　社畜やブラック企き業ぎように支配される世の中は、もうたくさんだ！》



　オレのその書き込みには、大量の「いいね！」ボタンが押されていた。その数、数十万……いや、今見るとさらに増えて数百万、数千万に達しようとしている！

　そして寄せられる熱い応おう援えんメッセージ！


『がんばれ！　ブラック企業に負けるな！』

『社しや畜ちくなんか、ぶっとばしてやれ！』

『くたばれ、社畜！　潰つぶれろ、ブラック企業！』

『みんなの想い、お前に託たくしたぞ！』



　当たり前の働き方がしたい。労働者をボロボロになるまで働かせるような奴やつらは許せない。日本中から集められたそれは、魂たましいのメッセージだ。

「社畜やブラック企業を憎にくむ仲間、ごく普ふ通つうの働き方をしたいと願う仲間が、オレに力をくれるんだ」

　そう、オレは一人じゃない。日本中、世界中の仲間たちがついている！

「人生輝かがやいてる系社畜の二に階かい堂どうも、似たような能力を持っていたけどな。でも、あいつの能力は、しょせん職場だけの狭せまい人間関係に依い拠きよしていた。オレは違う。世界中にオレの味方がいて、力を分け与あたえてくれる。これがオレの反社畜スキル……名付けて、『友情・努ボーナス力・賞与ステージ』さ」
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「ば……ばかな！」

　あ、「ばかな！」って言ったな？　そいつは、負けフラグの台詞せりふだぜ？

「あなたには、分からないでしょうね」

　ユイカが、肩かたの痛みに耐えて立ち上がった。

「和久村社長。あなたにとって、部下や同どう僚りようは、自分の野望を達成するための道具でしかない。でもあたしたちにとっては、そうじゃないの。一いつ緒しよに働く、ともに社会を構成する、大切な仲間なの。力をくれる存在よ」

「世よ迷まい言ごとを」

「社長、あんた、可か哀わい想そうな奴だな。人を信用することのできない奴は、誰だれからも信用されない。どれだけ大おお儲もうけして財産を蓄たくわえたって、人の絆きずなという財産に勝まさるものはない。そんなことも、分からないのか」

「おのれ……これでもくらえ！」

　和久村社長が、両手を天にかざす。ユイカの肩を貫つらぬいた氷の槍やり『慈悲ゼロ・なきトレ騎兵槍ランス』が、今度はオレに向けて放たれる！

　だが、オレはびくともしない。オレの身体からだを直ちよく撃げきしたはずの氷の槍は、ダイヤモンドのような輝きとともに、もろくも砕くだけ散ちった。

「氷系の攻撃なんて、効かねえよ」

　スマホをかざす。『極ごつ寒かんの就職氷河期を乗のり越こえてきた俺の力、お前に授さずける！』──団だん塊かいジュニア世代男性の熱い連帯のメッセージが、力強く刻まれていた。

「これならどうだ！」

　漆しつ黒こくの翼つばさが、煌きらめく。クールさんの戦せん闘とう能力を一いつ瞬しゆんで奪うばった風の刃やいば『白ホワ薔イト薇カラーの・エグ断ゼキ頭ユーシ台ヨン』が、四方からオレに襲おそいかかる！

　しかし、鼻で笑って、オレはその攻撃を受け流した。

「無む駄だだ。風系の社畜スキルも、今のオレには通用しない」

『イヤミな年長者の先せん輩ぱい風かぜにじっと耐えてきた私の力、使って！』──女性派は遣けん社員の強い想おもいが、オレを社長の邪よこしまな技わざから守ってくれたのだ。

　オレは社長に飛びかかる。勢いをつけて、労働者を苦しめるクソ経営者の顔面を、力いっぱいぶん殴なぐった。

「ぐふっ」

　和久村社長は、血を吐はいてよろめいた。

　だが、まだまだだ！　お前に苦しめられた人たちの怒いかりや無念は、こんなものじゃないんだぜ！

「これは、亡なくなった沼ぬま田たミツルさんの分」

　これからという時に人生の舞ぶ台たいを去らなければならなかったミツルさんは、どれほど悔くやしい思いをしたことだろう。

「こいつは、ミツルさんの遺族の方々の分だ！」

　二発目のパンチを、オレは社長の脇わき腹ばらに叩たたき込こんだ。

「そしてこれは、泣く泣くワクワクフーズを辞やめていった人たちの分！」

　殴った。殴った。殴って殴って殴りまくった。

「まだまだ！　これは、今も苦しみながらワクワクフーズで働いている人の分！　それからこいつは、いつも無理難題を吹ふっかけられて迷めい惑わくしている下した請うけ企業の人たちの分だ！　くらいやがれ！」

　和久村社長はうめき声を上げながら、ふらふらと後退した。自分が押されていることが、信じられないようだった。

「苦しい。胸が、つらい。貴様、よくも、よくも──」

「『苦しい』は甘え、なんだろ？　『つらい』は噓うそつきの言葉、なんだろ？　お前らは、いつもそう言ってるよな」

　因果応報……いや、お前らの大好きな言葉で言えば、これも「自己責任」ってやつだ。

「さて。とどめといこうか」

「アキト！　あたしの力……あたしの反社畜スキル『鋼鉄のアイアン労働・メー五月祭デー』を、あんたに使わせてあげるわ！」

　ユイカが、首に下げたシロクマのペンダントを掲かかげながら言った。

　そして、おお……。ユイカの力で、オレの右みぎ腕うでが鈍にび色いろに輝き始める。力が……力がみなぎってくる！

　今なら、何だってやれるぜ！

「さあ、とどめを刺さしてやれ、立花くん」

　クールさんが、力強くオレを鼓こ舞ぶした。

「僕の前で抜ばつ群ぐんにかっこいいところを見せるチャンスだよ！」

　土色の顔をした和久村社長は、恐おそれおののき、か細い声を発する。

「ひっ。やめろ──」

「『辞めろ』は退職の強要だぜ？　そんな不当な要求には、断じて従えないな」

「す、すまん我が悪かった！」

「ごめんで済んだら労働基準法はいらねえんだよ！」

「ミ、ミウ、貴様、何をしているのだ!?　貴様が我の娘むすめだというのなら、少しは親の役に立ってみせよ！　我がくれてやった生命なのだから、我のために使わぬか！」

　ちらりと、オレはミウの様子をうかがった。ミウは薄うすい笑えみを浮うかべて、父親の発言をきっぱりと否定した。

「私の生命は、私のものよ。あなたのものじゃない」

「どうやらお宅の娘さんは、ちょっとばかり反はん抗こう期のようだぜ？」

　腕うでを鳴らして、オレはゆっくりと和久村社長に近寄った。

「うなりを上げろ定時退社！　天にとどろけ長期休きゆう暇か！　くらえ！　オレの究極奥義！　帰ゴー宅ホーム流・メ星テオ雨シヤワー！」

　超ちよう高こう速そくの連続パンチを、オレは社長の胸めがけて繰くり出だした。

　人間を使い捨てにするブラック企業は許せない。残業なんかしたくない。その一発一発に、みんなの怒りが、みんなの祈いのりがこめられている。

「残業したくてもできない身体にしてやるぜ！」

「がああああっ！」

　和久村社長は、弾はじき飛ばされた。壁かべに強く身体を打ちつけて、床ゆかに倒たおれ込んだときには、漆黒の翼は消きえ失うせて、目の色も元に戻もどっていた。土色の顔をしたヴァンパイアから、ただの人間の姿へと変化していた。

「家へ帰るんだな。お前にも家族がいるだろう」

　うずくまる和久村社長に向けて、オレはそうつぶやいた。
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　和わ久く村むら社長の野望は、潰ついえた。




　オレが社長をノックアウトさせた直後、労働基準監かん督とく官たちが社長室へとなだれ込んできた。大おお野の監督官も、脚あしを引きずりながらやってきて、オレたちに「グッジョブ！」と言ってくれた。

　隠かくし部屋のモニターは、やはり社長を追つい及きゆうするための強力な物的証しよう拠こになりそうだ。労働基準監督官たちは、社長を必ず起き訴そにまで持っていくと明言した。

　和久村社長は辞任を表明した。剛ごう腕わん社長を失ったワクワクフーズが、今後どうなるかは不明だ。飲食店業界のトップをひた走ることは、もうできなくなるだろう。残業代がきちんと支し払はらわれるようになれば、大おお幅はばな赤字に転落することは確実だからだ。

　企き業ぎよう無常の響ひびきあり、だな。栄えい華がを極きわめた大組織も、没ぼつ落らくするのは一瞬だ。逆に言えば、今まで会社が上げてきた莫ばく大だいな利益とやらは、本来労働者に支払うべきだったものを「横取り」していたにすぎなかったわけだ。ブラック企業というものがいかに社会にとって害のある存在であるかがよく分かる。

「立たち花ばなアキト……あなた、反社しや畜ちくにしておくには惜おしい男ね」

　──数日が経過し、会社が少しずつ落ち着きを取り戻し始めたころ、ミウはやや困こん惑わくした様子でオレに語った。

「『働き手をスター照らす星ライト』の名を継つぐ者という噂うわさは、やはり伊達だてではないですわね」

「またそれかよ」

　オレは、そんな立派な人間じゃない。ただ残業が嫌いやなだけの、どこにでもいる、ごく普ふ通つうのサラリーマンだ。

「伝説の『働き手をスター照らす星ライト』……クールさんのお祖じ父いさんは凄すごい人なんだろうけど、オレには全然関係ねえ話だよ」

「そうそう。その神楽かぐら幸ゆき虎とらの件ですけれど──」

　ガタッ、という音が響いた。お祖父さんの名を聞いて、クールさんが立ち上がったのだ。

「あの老人は今、ニューヨークにいますわ」

「ニューヨーク……？」

　オレは眉まゆをひそめた。日本企業で労働組合の委員長を務め、伝説の反社畜とたたえられる人が、なぜアメリカにいるのか。

「初めて彼がニューヨークに姿を現したのは、２０１１年のことでしたわ」

「２０１１年のニューヨーク……そうか、ウォール街デモか」

　クールさんが、納なつ得とくしたようにうなずいた。

　２０１１年のウォール街デモ。２００８年に起こったリーマン・ショックによって、世界中が不景気にあえぐ中、貧しい若者や職を求める人々が、「アメウオールリカ・スト金融街リートを占せん拠きよせよ」「我々は99％だ」を合言葉に、上位１％の富ふ裕ゆう層を優ゆう遇ぐうする税制度や悪化する一方の失業率への不満を爆ばく発はつさせたのだ。

「そう。伝説の反社畜ということで、デモの参加者たちからは、かなり注目されていたようですわ」

「あの人らしい。彼はいつも弱者の味方であり続けていたからね」

　誇ほこらしげに、クールさんは胸を張る。

「そして、彼はとある理由で、そのままニューヨークに居ついてしまったのですわ」

「とある理由……？」

　クールさんが首をかしげると、

「神楽幸虎は、胸の大きい女性に目がないようですわね。『アメリカは、右を向いても左を向いても、パツキンでボインのねーちゃんだらけじゃあ！　決めた！　わしは今日からここに住むぞ！』などと言って、移住してしまったのですわ」

　ただのスケベじじいじゃねえか！　というか……あれ？　もしかして、オレがその人の後こう継けい者しやポジション扱あつかいされてたのって、単におっぱい好きという共通項こうがあったから……？　反社畜としての素質がどうとかは、実はあまり関係がない？　いや、さすがにそんなことはないと思いたいが……。

「そ、そうなんだ……お祖父さん、元気なようでよかったよ……ハハ」

　顔をひきつらせながらそう言って、クールさんはミウに優やさしい笑顔を向ける。

「ありがとう、教えてくれて」

「か、勘かん違ちがいされると困るのですけれど、別に私は、あなたたちと馴なれ合う気はありませんわ。私は仕事が好き。がむしゃらに働くのが好き。だから、あくまでも私は社畜の道を邁まい進しんしますわ。父のやり方は間ま違ちがっていた。でも父とは違った、私なりの社畜のあり方を、必ず見つけるわ」

「そ、そうか……。まあ、それでもいいんじゃね」

　人それぞれだ。今は、それでいい。というか、やめろと言ってもやめる奴やつではないだろう。

　だけど、いつか、気付くときがあるだろう。自分の進むべき道は、本当にこれでいいのか。立ち止まって、考えるべき時が来るはずだ。それまでは、せいぜい全力で突つっ走ぱしるといいさ。

「せっかくこうして出会ったんだ。お互たがい、目指す星は違っても、いつまでも一いつ緒しよにいられるといいよな。あ、そうだ、今度一緒にカラオケでも行こうぜ。『不思アリス・議のイン・国のワーカ社畜ホリツク』抜ぬきでお前の歌が聴ききたいんだ」

「ふ、ふえっ」

　オレが何気なく掛かけた言葉に、ミウはむせ返るような頓とん狂きような声を発した。

「ま、またあなたはそういうことを……」

　ん？　何でミウは顔を真っ赤にしているんだ？　隣となりで、ユイカが鬼おにの形相でオレを睨にらんでいるし……。

「その……あなたから見たら、私なんかは可愛かわいくない女なのかもしれませんけれど──」

　オレから視線を逸そらし、ミウはもじもじと変なことを言い出した。

「はあ？　お前、普通にめっちゃ可愛いだろ」

「ふ、ふえっ」

　オレは困ったような表情のミウを、じっと見つめた。

　口をへの字にして、上目づかいでこちらを見つめ返してくるミウ。いつもの、謎なぞの自信に満ちあふれたミウも可愛いけど、これはこれでキュンとくるものがあるな。

「本当に？」

「噓うそついてどうすんだ」

　つい苦笑いしたオレの傍そばに、ミウはおずおずと近寄って──。




　次の瞬しゆん間かん、オレの頰ほおにそっとキスをした。




「これは、助けてくれたお礼」

　えっ？　えっ？

　びっくりした。ミウがこんな行動に出るなんて。

　オレは、頰に手を当てた。ミウの唇くちびるの、あたたかな気配がまだそこにはあった。

　やべえ、なんかドキドキしてきたぞ。

　多分こいつ、こう見えて男には尽つくすタイプだ。こういう女の子を彼女にしたら、最高だろうな。根がすっごくいいコだから、一いち途ずに想おもってくれるに違いない。

　そんなオレの心境を知ってか知らずか、

「あなた、けっこう素す敵てきよ♪」

　トドメの一いち撃げきを、ミウは無む邪じや気きに放ってきた。目は爛らん々らんと輝かがやき、頰はほんのりとピンク色に染まっている。きらきらのネイルアートがまばゆい指をそっと唇に当てて、にこにこと笑う。何この可愛すぎる生き物。これで落ちない男っているのかな？

　あ、でもあれだな。こいつ、アメリカ暮らしが長いからな。向こうでは、ほっぺにキスくらいは普通のスキンシップなのかもしれないな。

　まあ、そうだよな。社畜が反社畜に恋こいするなんて、あるはずがないもんな。

「決めたわ、立花アキト。私、あなたを何としても社畜の道に引きずり込んでみせますわ。今はまだ、私は社畜としても、一人の人間としても未熟だけれど、でも、いつか必ず……」

「やめてくれよ……」

　オレは、頭を抱かかえた。どうもオレは、変な気に入られ方をされたようだった。

　ミウは、うっすらとほほ笑えむと、オレに背中を向けた。自分のデスクへと戻もどっていく。おそらく今日も、残業に励はげむつもりなのだろう。

「無理はすんなよ」

　小さな背中にそう声をかける。ミウがオレの言葉を聞き入れるかどうかは分からない。それでも、こういう気き遣づかいの言葉が無む駄だになることはないだろう。

　不意に、誰だれかに引っ張られるのを感じた。

　ふくれっ面つらのユイカが、オレのシャツをぐっとつかんでいたのだった。

「いつまでボケッとしてるのよ。さっさと定時退社して、ミサキお姉さんのお見み舞まいに行くわよ」




　　　　＊




　オレがユイカ、クールさんを連れて病院に行くと、姉ちゃんはリハビリ室にいた。長期入院で筋力や体力が落ちているので、定期的にここで身体からだを動かしているようだ。

　その日のリハビリメニューが終わるのを待って、オレたちは病室に移動した。ユイカが、洗せん濯たく済みの姉ちゃんの着き替がえを手て渡わたす。

　その間、ユイカは何となくオレに冷たかった。

　やっぱあれか？　オレがミウと仲良くしてたのが面おも白しろくないのか？

　だとしたら、それはどうして？　オレが誰と仲良くしていようと、それはオレの勝手だろ？　それが愉ゆ快かいでないとしたら、それはつまり──。

　オレがぼうっと考え事をしている間に、ユイカはてきぱきと姉ちゃんと必要なやり取りを進めていた。

「じゃあ、これも洗濯してまた今度持ってきますから。それと、この、ミサキお姉さんが使っているコップなんですけど」

「ああ、これね……。うちにあったのを持ってきたんだけど、ちょっとみすぼらしいわよねえ」

「ですよね。あたしがカワイイのを探してきますね」

「本当？　助かるわ」

「他ほかに、何か不便なこととかあります？」

「そうねえ。ずっと浦うら島しま太た郎ろう状態だから、今の若い子がどんなお洋服を着ているのか、分からなくて困るわね。時代に取り残されそう」

「あ、じゃああたし、病院の売店に行ってファッション雑誌でも買ってきます」

「僕も行くよ」

　ユイカとクールさんが病室を後にしたので、オレは姉ちゃんと二人きりになった。

「そう言えば、この前言ってた、アルバイト先に新しく入った子の問題はどうなったの？」

　ミウのことだ。

「ああ。どうにか仲良くやっていけそうだよ。相変わらず、考え方は違うけどな」

「そう。よかったわね」

　詳くわしいことを訊きこうとは、姉ちゃんはしなかった。ただ一言、

「アキトってば、何かを成し遂とげたって顔をしてる」

　そう言って妙みように嬉うれしそうに笑った。

　まあ、そうだな。斉さい藤とう係長をやっつけてミウに謝罪をさせた上、和久村社長の悪行を止め、ぶちのめすことができた。これは、オレが「成し遂げた」こととして、誇っていいのかもしれないな。

「ところで、ユイちゃんとはもうキスくらいはしたの？」

「ブフォッ」

　オレはカフェオレを吹ふき出した。盛大にむせて、病室の床ゆかに茶色の染しみをつくってしまう。

　まあ、姉ちゃんにはバレバレだよな、オレの気持ち。

「その様子だと、告白もまだみたいね」

「手くらいはつないだよ」

　雑ぞう巾きんで床を拭ふきながら、オレはあの夜のことを、思い出した。

　田た中なか係長との決戦の夜。サービスの行き届いたファミレス。オレは確かに、ユイカといい雰ふん囲い気きになって、キス寸前まで行ったんだ。まあ係長に邪じや魔まされちゃったけど。

『あ、あれは割わり箸ばし効果ってやつで……』

　後日、ユイカはそんな風に弁解した。

『落ち着けよ。それを言うなら吊つり橋ばし効果だろ。吊り橋を渡わたってる最中は、その恐きよう怖ふを異性へのドキドキ感と混同して恋に落ちやすい、とかいうやつだ』

『何であんたが突っ込むのよ！　バカアキトのくせに！』

　理り不ふ尽じんな理由で怒おこられてしまった。とにかく、ユイカ的には、あれは一時の気の迷いであって、オレに気を許したというわけでは断じてないそうだ。

　でも……。

　本当にそうなのかな？　ユイカも本当は、オレのことが気になってるんじゃないの？　そうじゃなかったら、何であのときあんな表情をしていたんだ？

「ユイちゃんは可愛いから、ぼやぼやしていると他の誰かに持っていかれちゃうわよ」

「そんなこと分かってるよ」

　姉ちゃんから見たら、オレはまだまだ考えの浅い子どもなんだろう。でも、オレだってちゃんと考えてる。

　昨日の夜、オレは一大決心をした。

　そして、オレがいつも遊んでいる恋れん愛あいシミュレーションゲーム『ラブフラグ』を起動させると……思い切って、そのゲームデータを全消去した。

　自分の覚かく悟ごを、自分自身に示すために。

　さよなら、ナナさん。

　ゲーム内のカノジョ「姉あね小こう路じナナ」さんに、オレは別れを告げた。

　ナナさんは素敵だけど、オレは自分の気持ちには、噓はつけない。

　今日、オレはユイカに告白するんだ。




　　　　＊




　ユイカとクールさんが戻ってきて、姉ちゃんにファッション雑誌を届けた。

「あっ、このワンピ、いいですね」

「こういうお洋服、着てみたいわあ」

　さっそくユイカと姉ちゃんが、グラビアを眺ながめながらガールズトークを開始した。

「ミサキお姉さんなら、どんな服でも似合いますよ」

「あら、それはユイちゃんの方でしょ」

　そう言って、姉ちゃんはオレの方を見てニヤニヤした。

「ね、アキト？」

　えっ、そこでオレに振ふるの？

「あ、ああ、まあな」

　そう答えるのが精いっぱいだった。ユイカは意外そうな面おも持もちでつぶやいた。

「あんた、お世辞も言えるのね」

　……やがて姉ちゃんの夕食の時間になったので、オレたちは病室を出て待合室に場所を移した。

「さあ立花くん、何かユイカちゃんに言いたいことがあるんじゃないのかい」

　クールさんが、オレの背中を押した。

「う、うん」

「え……あたしに？」

　困こん惑わくした様子のユイカが、目をぱちくりさせながら、自分を指差した。

　その仕草が、マジで可愛かわいいと思った。

　高鳴る胸の鼓こ動どうを抑おさえながら、オレは口を開いた。




「オレ……ユイカのことが好きだ」

　言った。

　ついにオレは告げた。ユイカに、自分の気持ちを。




「好きだ。付き合ってほしい」

　ユイカは驚おどろいたようにオレをまっすぐに見つめている。

　ただ可愛いというだけなら、ミウだって相当なものだ。ミウみたいなコと付き合えたら幸せだろうな、とも思う。でも、ユイカのことは、何て言うか、違ちがうんだ。幸せになるとかならないとかじゃなくて、とにかくずっと一いつ緒しよにいたいんだ。

　オレにとって、特別な存在なんだ。

「そ、それでさ……あっ、返事はちょっと待ってくれ」

　シロクマのペンダントを握にぎりしめながら何か言おうとするユイカを、押しとどめる。クールさんが、そっとオレに目くばせした。オレは静かにうなずいた。

　実は、オレは前もってクールさんに恋愛相談を持ちかけていたんだ──。




　　　　＊




『オレ、ユイカに告白しようと思うんだ』

　今日のお昼のことだ。社員食堂でカレーライスを食べながらそう言うと、クールさんはびっくりしたように目をしばたたかせた。

『えっ』

『自分の気持ちを、ちゃんとユイカに伝えたい。オレが思うに、多分ユイカも、オレのことが好きだと思うんだ』

　松まつ田だと戦った帰り、電車の中で、ユイカはオレと手をつないでくれた。「何でも言うことを聞く」という約束をしていたから仕方なく、と言っていたけど、嫌きらいだったらそんなことはしてくれないと思うんだよな。少なくとも、脈はあると思う。

『ま、まあ丸っきりオレのカン違いって可能性もあるけどさ』

『バ、バカな……。てっきり鈍どん感かん系主人公タイプだと思って油断していた……！』

　えっ、クールさん、何意味の分からないことを言ってるの？

『ただ、ユイカの性格からすると、オレが告コクっても、恥はずかしがってウンて言わないかもしれないなって思ってさ。だから、クールさんの意見が聞きたいんだ。どうしたら、ユイカが振り向いてくれるような告白ができると思う？』

『キ、キミは、よりによってそれを僕に訊くのかい？』

　明らかにクールさんは戸と惑まどっていた。

　え？　なんで？　どう考えても、こういう時に一番頼たよりになりそうなのはクールさんだと思うんだけど……。

『いつも言ってるよね？　僕は、男の子の中ではキミのことが一番好きだって』

『それは、友達としてってことでしょ？　クールさんの恋愛対象は、女の子限定だもんね』

『い、いや、決してそんなことは……』

『そんなに恥ずかしがらなくてもいいよ、クールさん！　同性愛者の権利は、広く世の中で認められるべきだし、実際、同性婚こんを認める国も増えてきている。同性愛者だからって、卑ひ屈くつになる必要は何もないんだ！　大だい丈じよう夫ぶ、世界は必ずいい方向に向かっていくよ！』

『そ、そうじゃなくて……僕は……確かに女の子は大好きだけど……恋愛は……』

　こんなにしどろもどろになっているクールさんは初めて見た。やっぱり性的マイノリティであることで、肩かた身みの狭せまい思いをしているんだね。

　いつかクールさんが胸を張って、「僕は女の子が好きだ！」と言えるような日が来るといいな。

『どうしても、ダメ？』

　渋しぶい顔をしていたクールさんだったけど、オレが再度お願いすると、

『ええい、分かったよ。いいだろう、教えてあげるよ。ユイカちゃんに必ず振り向いてもらえる、とっておきの方策をね』

　意を決したように、金きん髪ぱつを揺ゆらめかせて不敵に笑った。そしてオレを強くうならせるような素す晴ばらしい名案を披ひ露ろうしてくれたのだった……。




　　　　＊




　そして……クールさんから伝授された秘策がこれだっ！

「実はオレ、ユイカにプレゼントがあるんだ」

　そう言ってオレがカバンから取り出したのは、都内の有名デパートの包みだった。午後に１時間だけ時間給を取って、ひとっ走りして買ってきたものだ。

「あ、あたしにプレゼント……？」

　ユイカは、心なしかうっとりした顔つきでそれを受け取った。

　いいぞ。いい感じだぞ。

「えっと。開けてみてもいい……？」

「もちろん」

　オレは大おお仰ぎようにうなずいた。

　そしてユイカが包みを解いて取り出したその中身とは──。




　オシャレなフリルのついた、薄うすピンク色の女性用の下着だった。




　どうだ！

「……」

「これ何か分かるよな？　お前が欲しがっていた、姉ちゃんのと同じぱんつだよ。いやあ、買いに行くの、けっこう恥ずかしかったんだぜ」

「……」

「喜べ、これでくまさんパンツは卒業だ！」

「……」

「クールさんがさ、せっかくだからユイカがいつも身に付けるようなものをプレゼントしたらってアドバイスしてくれてさ。それを聞いて、これしかない、ってひらめいたんだ」

「……」

「あっ、ちなみにサイズは姉ちゃんのよりひと回り大きいのにしたんだけど、これでよかっ──」


「死ね！　この変態！」



　ユイカの突とつ然ぜんのグーパンチが、オレの顔面にヒット。目から火花が散り、鼻血が噴ふん水すいのように噴ふき出てしまう。

　えっ？　あれっ？　おかしいな？

「どこの世界に、告白しながら女の子にぱんつを渡わたすバカがいるの!?」

　い、いや、オレはユイカが喜んでくれると思って……。

「よく分かったわ。あんた、あたしのことからかってるのね」

　弁解しようとしたが、鼻血が止まらない。

「何考えてんの!?　このバカアキト！　この変態アキト！　むしろバカの変態のことをこれから『アキト』って呼ぶことにするわ」

「そ、そこまで言わんでも……」

「ちょっと頭冷やしなさい！　今は、あんたと口をききたくないわ」

　そう言って、ユイカは恐きよう竜りゆうのような歩みで一人で帰って行く。

「立花くん……キミって、ホント、面おも白しろいね」

　そっと、クールさんがつぶやいた。

「キミは、そのプレゼントで、本当にユイカちゃんが喜ぶと思ったのかい？」
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　その言葉で、オレははっとした。

　確かにオレは、ユイカがこれをもらったら、どんな気持ちになるだろうか、なんて全然考えてやしなかった。

　自分のことばかり考えてて、ユイカの気持ちを、考えていなかった。

　オレの……ばかやろう。

　こんなんじゃ、ユイカと付き合う資格なんて、あるはずがないじゃないか。

　オレはしょげ返って、力なく待合室のソファーに腰こしを下ろした。何となくスマホを取り出して、いつも利用しているＳＮＳにアクセスした。





『あきらめるのかい？』






　そんなメッセージが飛び出してきて、オレはドキリとした。

　送り主は、クールさんだった。オレは驚おどろいて顔を上げた。クールさんは、どんな顔をしていいか分からない、といった風にオレを見つめていた。

　細い指で、クールさんはオレのスマホを指差した。

「キミに寄せられているメッセージを読むんだ」

　オレは再びスマホの画面に視線を落とし、そこに書かれている文字を追った。





『あのワクワクフーズの社長をやっつけるなんて、マジですげえ！　おめでとう！』

『ありがとう！　胸がスカッとしたわ！』

『何事もあきらめちゃダメなんだって分かった。感動した！』






　忙いそがしくてちゃんと読んでいなかったが、オレが和久村社長を叩たたきのめしたことは、もうみんなが知っていた。たくさんの人が、オレに反はん響きようを寄せてくれていた。

「キミの戦いぶりが、みんなに希望を与あたえたんだよ。それなのに、キミは希望を捨てるのかい？」

　確かに……そのとおりだ！　このままでは終われない。

　それにオレは、もう一つ、伝えなければならないことがあるんだ。

「待って！　待ってくれユイカ！」

　階段を一気に駆かけ下りた。ゆっくり下りていくユイカに追いついて、オレは呼び止めた。

　ユイカはまだ怒おこっていた。振ふり返かえったオレの幼なじみは、目を吊つり上げてオレを睨にらみつけた。

「何？　まだ何かあるの？」

　軽く深呼吸をして、オレは伝えづらいその一言を、ユイカに告げた。




「実はオレ、会社辞やめるわ」

「えっ」




　ユイカは呆ぼう然ぜんとして、オレの顔をまじまじと見つめた。オレを追ってきたクールさんも、同じ表情をしていた。

「辞めて、どうするの。まさか、仕事がしんどくて嫌いやになった、なんて言わないわよね？」

　そうじゃないんだ。会社を辞めるもっと前向きな理由が、オレにはあるんだ。

「実は、転職するんだ。オレが和久村社長をやっつけたことを知って、いくつかの企き業ぎようが声をかけてくれてさ。例えば……」

　オレがある企業の名を告げると、ユイカは目を丸くして驚いた。

「そ、その企業って、ワクワクフーズをすら上回る、スーパー超ちよう絶ぜつブラック企業とか言われているとこじゃない」

「実は、そこのけっこう偉えらい人が、たった一人で反社しや畜ちくをやってるらしくてね。その人にスカウトされた。一いつ緒しよに、我が社の社畜どもを叩きのめしてくれないかってさ」

　オレを頼たよってくれるなんて、光栄な話だよな。

「それも悪くないかなって思ったんだ。他に声をかけてくれたのも、名うてのブラック企業で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしている、気骨ある反社畜ばかりさ。オレ、今からどこのブラック企業に乗り込もうかって、すごくワクワクしてるんだ。一番殴なぐり甲斐がいのありそうなところを選ぼうと思う。次から次へとブラック企業を渡り歩あるき、労働法違い反はんを懲こらしめる社畜ハンター。どうだ、そういう生き方も、面白そうだろ？」

「まったく、キミって人は……。いや、でも僕のお祖じ父いさんもそういう人だったよ。やはりキミこそが、次代の『働き手をスター照らす星ライト』だったんだ」

　クールさんはうんうんとうなずいて、

「僕も一緒に行ったらダメかな？」

　期待するような目つきで、付け加えた。

　オレは頭かぶりを振った。

「クールさんは、お祖父さんの神楽幸虎が愛した会社を立て直したくて、ワクワクフーズに入社したんだろ？　だったら、ここに残るべきだ」

　仕事のできるクールさんなら、どれほど社畜たちに睨まれようと、必ず出世できるはずだ。責任も権限も大きい役職に就ついて、過重労働が当たり前の社風を改革してもらわなければならない。

　もちろん、オレだって本当はクールさんと一緒に働きたい。でも、職場が違ちがっても、またいつだって会えるじゃないか。社畜と違って、オレたちには土日も祝日もあるんだ。

「そう……だね。分かった。ワクワクフーズの今後は、僕に任せてくれ」

　うなずいて、オレはユイカに向き直った。

　オレの可愛かわいい幼なじみは、黙だまってうつむいていた。オレが「ユイカ」と声をかけると、何か言おうとしたが、その度たびに嗚お咽えつが漏もれて、うまく言葉にならずにいた。

　ユイカの目から、真しん珠じゆのしずくが零こぼれ落ちていた。

　驚いて、オレはユイカの肩かたに手をやった。

　ユイカはオレの胸に身を寄せて、強い口調で非難した。

「バカ……バカ……あんたってば、本当にバカ！」

「そうだな」

「何で、何でよりによってそんなところに行くのよ!?　ワクワクフーズは、これからきっと、少しずついい方向に向かっていくわ。社長は辞任して、社畜たちもみんなあたしたちがぶちのめした。誰だれもが笑って定時に帰れるような労働環かん境きよう──それが、手に届くところに来ているのよ!?　それなのに、何で──」

「性しよう分ぶんだ。仕方ねえ」

　肩をすくめた。どうやらオレには、姉ちゃんのことをおせっかいと笑う資格はないらしい。余計なことに首を突つっ込こみたがるのは、立花家の血筋のようだ。

「どうしても行くの？」

「ああ。それで……それで、だな」

　少しためらってから、オレは言った。

「ユイカ……お前に、ついてきてほしいんだ」

　手を、ユイカに差し向けた。

「どこに行くにしろ、アルバイトの一人くらいなら簡単にもぐり込めるだろうし、仲間がいた方がオレとしても助かるし、その──」

「そう言うと思っていたわ」

　ユイカが顔を上げて、にっと笑った。その目元には、もう涙なみだはなく、あるのは子どもの頃ころによく見せたような、朗ほがらかな笑えみだった。

「本当に、あんたはどうしようもないバカだわ。バカだから……放ほうっておけないの」

　オレはドキリとした。ユイカが単なる仲間意識以上のものをオレに感じていることを、その言葉から悟さとった。

　やっぱり、ユイカもきっとオレのことを──。

「……じゃあ、ついてきてくれるのか？」

「あたしでかまわないなら、ね」

「オレは、ユイカがいいんだよ。ユイカに来てほしいんだ」

「じゃ、決まりね！」

　オレはユイカの手を取った。その拍ひよう子しに、ユイカの胸むな元もとでシロクマのペンダントが光って揺ゆれた。

「社畜どもをぶん殴なぐりに、出かけましょ」

　千里の帰宅も一歩から。

　オレたちの戦いが少しずつ、だが着実に世の中を変えられると信じて、オレたちは歩み出した。
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　あとがき







「社しや畜ちくＶＳ反社畜」の戦いの物語、可愛かわいい社畜の女の子も堂々登場の第２巻でございます。楽しんでいただけましたでしょうか。

　前作『星降る夜は社畜を殴れ』１巻は、労働問題×ライトノベルという異色の取り合わせが注目されたのか、いくつかのメディアで取り上げていただきました。普ふ段だんからラノベを扱あつかっている情報サイトさんなどはもとより、労務関係の業界誌でも紹しよう介かいされてしまったり……。皆みなさま、ありがとうございます。

　特に、毎日新聞さんには日曜の書評欄らんで紹介していただいたばかりか、東京本社版の夕刊に著者のインタビューまで掲けい載さいしていただきました。カラーで僕の写真が載のりました！　学生時代、後こう輩はいから「高橋さんって、どちらかというと闇やみ属性の人ですよね？」などと言われていた日ひ陰かげ者ものの僕が、まさかそんな扱いをしていただけるなんて……感激です。というか何だ闇属性って。

　１巻の帯コメントを恐おそれ多おおくも谷たに川がわ流ながる先生に書いていただいた時点で、「もう当分何が起こっても驚おどろかないぞ」と思っていたのですが、世界は僕が思っていたよりも驚きと神秘に満ちていたようです。いやはや。

　そして、その谷川先生からは、今度は２巻のストーリーのヒントまでいただいてしまいました。ありがとうございます。おかげで、内容がよりよいものになったと確信しています。




　デビュー作である前巻の刊行にあたっては、たくさんの方にお祝いしていただいたのですが、そこでちょっと困ったことがありました。

　というのは、僕は「ご飯のおかわりなんてもう何年もしたことがない」というかなりの少食でして、せっかくご馳ち走そうしていただいたのに、料理を全然食べ切れないという事案が多数発生してしまったのです。

　飲食店で「おかわり自由」「替かえ玉だま無料」などの文字を見るともの凄すごく損をした気分になったり、お菓か子しのパッケージに「○％増量しました！」とあると「余計なことすんな！」と思ってしまったり。「食べ放題」に至ってはもはやラスボスの香かおりが漂ただよいます。そんな僕なので、ちょっと豪ごう勢せいな料理となると、途と端たんに「無理！」となってしまうのです。気持ちのいい食べっぷりを期待してご馳走して下さった皆さま、ごめんなさい。

　先日、東京で担当編集者さんと打ち合わせをしました。その時も夕食をご一いつ緒しよしたのですが、一口二口食べただけでもうお腹なかいっぱいになってしまいまして。そういうことがないよう、昼食もかなり少なめ＆早めにしておいたのですが……。何でこんなちょっと食べただけでもう満腹になるのか、自分でも不思議です。

　せっかくの機会なので、担当さんに「こんな作品が書きたい！」「こんな作家になりたい！」という熱い思いをぶちまけようと考えていたのですが、胃い袋ぶくろに食事を詰つめ込むのに精いっぱいで、どんどん口数が減っていくという結果になってしまいました。…………なんか本当にすみません。

　それにしても納なつ得とくがいかないのは、これだけモノを食べずに生きてきたはずなのに、三十代に突とつ入にゆうした途端に少しばかり（少しですよ？）お腹が出てきたことです。これは一体どういうことなのでしょうか。エネルギー保存則はどこに行った？

「私、食べてないのに太るの～」

　とは、ぽっちゃり系の女性がよく口にする言葉ですが、あれは本当だったんですね。

「食べてないのに太るわけないだろ！　アホなの!?」

　などとツッコミを入れていましたが、撤てつ回かいします。バカにしてすみませんでした。

　そもそも僕は単に少食なだけでなく、食べるのは遅おそいし、好すき嫌きらいは多いし、味オンチだし、猫ねこ舌じただし、辛からいものが駄だ目めだし……と食に関するあらゆる負のスキルを兼かね備そなえております。本当にご飯を食べるのは苦手です。早く食事が不要な二次元の世界に行きたいです。ご飯を食べる必要がなくなると、食くい扶ぶ持ちを稼かせぐために働く必要もなくなるので、一石二鳥ですね！

　あっ、でももちろん、食事をしながら皆さまと楽しくおしゃべりするのは大好きです！

　一次会だけであっさり力ちから尽つきてしまうことも多々あるかと思いますが、また気軽に誘さそってやってください。よろしくお願いします。

　僕だけハブるのはやめてね！




　さて、『星降る夜は社畜を殴れ』をスニーカー大賞に投とう稿こうしてから２巻が出るまでに、労働問題に関かかわる社会情勢も大きく変化しました。２巻の作中でも少し言げん及きゆうしましたが、法律の改正などもありました。

　今後、日本の労働環かん境きようがいい方向に進むのか、悪い方向に転ぶのか、今の時点では分かりません。

　が、ブラック企き業ぎようについては、マスメディアからもネット世論からも国際社会からも袋ふくろ叩だたきに遭あっている状態なので、きっと改善に向かうのではないでしょうか。向かうといいなあ。いや、希望的観測を述べるだけでなく、僕ら一人ひとりが声を上げて、自分たちにとってよりよいと思える社会をつくっていかなければなりませんね。




　それでは謝辞を。

　霜しも月つきえいとさんには、今回も素す晴ばらしいイラストを描えがいていただきました。特に表紙イラストがお気に入りです。ちなみに１巻も２巻も表紙のアキトのポーズは僕が案を出したのですが、僕がイメージしていたよりもはるかにカッコいいものになっていると思います！　ありがとうございます。

「脱だつ社畜ブログ」の日ひ野の瑛えい太た郎ろうさんには、お忙いそがしい中、帯コメントを寄せていただきました。ありがとうございます。いつも楽しく記事を拝見させていただいているブロガーさんにこんなことをしていただけるのは、本当に役得だと思います。ラノベ作家になってよかった！

　担当編集者さまはじめ、スニーカー編集部の皆さま、この本の製作や販はん売ばいに関わって下さったすべての皆さま。お世話になりっぱなしです。ありがとうございます。

　何だか「お礼」と「お詫わび」ばかりのあとがきになってしまいましたが、本を作るということは、きっとそういうことなのでしょう。これからも多くの方々にご迷めい惑わくをおかけしながらやっていくことになると思いますが、どうぞよろしくお願いします。

　それでは皆さま、よい定時帰宅ライフを。





２０１４年９月某ぼう日じつ、有給休きゆう暇か中の自宅にて　高たか橋はし 祐ゆう一いち


















カバー・口絵・本文イラスト／霜月えいと

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）
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高たか橋はし祐ゆう一いち





[image: ]





平成26年11月1日　発行





(C) 2014 Yuichi Takahashi, Eight Shimotsuki





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『星降る夜は社畜を殴れ２』

平成26年11月1日初版発行





発行者　堀内大示

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8694（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/cover.jpg
12E=H—G
/ﬁJJ |2E—H—aE=





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		Round 1　新人様はとっても社畜



		Round 2　謝罪と土下座はお手のもの



		Round 3　君と響きあう定時退社



		Round 4　飲んでも吐くな



		Round 5　ごめんなさいが言えなくて



		Round 6　不夜城の決戦



		エピローグ　天の光はすべて星



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/img-t001.jpg
\t&%hw
BT
S A R

_._o%h.ﬁom.ﬂ
&aﬁ&t&wax%v

\ e RNETE
DN 21 d ﬁf?ﬁ#ﬁfiywb
.« L CHIRE
; /ié@ﬁhﬁ. ﬁﬁb@@&axfﬁul@%

@R aﬂéﬁfﬁﬂ%bﬁ” 3}
w¥

PUERNB RS,

=0 RAY= N

S

-

o Ah//\lﬁlk\ﬁ.mv

ol POREE
e TTE‘NM‘L.?
1

CRPT
e

210





item/image/logo-sneaker.png





item/image/img-t007.jpg
WA

.

W

TFI)

\@_

L
R

R
DI D ID—K

“
ez

-——-‘-'

%uj—-lb






item/image/img-t006.jpg
S
O o
N
I
N

H_Wno
¢%.m
| § =
(o]
(0’

-
DD DA

RE

3
&






item/image/img-0013.jpg





item/image/img-0014.jpg





item/image/img-0011.jpg





item/image/img-t003.jpg
»>E ERE

A
z

]

\

J

vz

&

e
WZ\

B
V)
o
o)
c
=
()
v






item/image/img-0012.jpg
Hoshi Furu Yoru wa SHA-CHI-KU wo Nagure 2 COLUMN

E LENISvIRE! HEREZEHD !

<1§1§2E§E§> hd

FESS W\
{L\’ﬂ"\ A:<99@1§:§E*g§h\§fmr &o}

fEpCESRENTLBIHE

FEBELEZEZL, SEDFE)
BEEELOHBMBLEAEEIS
BRUTWSEEDNBERICHT ANZEGTR DT,
BEEZTRET SHERZR> TS0,

T

ERU. BCAFFRRBIRERCEEHO T,
BASHCEOBRERTHO>TE.
BHENEINT NV AT,
ABEDAGECHISNE—FH - HIFEWEODEE, |

BiaR(& TAMEEZHIS TN LI ZBRL ULEUEFY) 27T
BER2TAITE. SHVWSUELRESDTHET

UohYHISN TS DL,
SRBICHEEETBICIE. EEED P2 TS ENEINE Sh
BREFTYVIIIERFENDDIN. AFEEE- - AXXAUS,

B | 7+ b
{‘ﬁﬁﬁzﬁ@/\\ WB\BPYFTET j

BNSKBELS2TEIA TR,

Talk of labor problems Akito & Yuika





item/image/img-t002.jpg
TS
7%






item/image/img-t005.jpg
RS
L

T

W,

W

T
SHhE

-

&

&

‘r—r'r?—-*\/
(CZEZE R )N

sl

Round 5

[» a2,
® 99
)
4 Ne a
R
(0)
)
DCOKY
w B2
)
..0.-0\"
0® o
8,7 b
g O
e ¢
—
S

i






item/image/img-0010.jpg
Hoshi Furu Yoru wa SHA-CHI-KU wo Nagure 2 COLUMN
LENISYIEE! HEREEHHD !

B <ssvoegerrepscg> 2V

5Bk TBRORUN TSV IBERL>5,
ESLESVWWD?] EWSERRICEZST RINA 2ZET 310,

< T

7% K
I, BENSHBREESEAEXELTHCE, ¢ @
B SHEN U TBSB4E LD =
B REE U CRERIEENTEFTES 2 TLShY
SNZEBH THREL THHRENE,
ANRE 5T S Y IBDHIIBHSEND T
INEAEEOTUES,

RIS, HEHES. HEREZRSNPO.

FEL - HSRIRBBLOB|MEREBE
UDBASHESICABEKLEL £ 5,

—ATRE &Y BPIREFRSHHHERICLID,
55 HBBEEEBEICFVBDE—DODF L,

72Uy SEEEDBICFREENNRY DHBHEEEHD .
HELDDICER>TVDHBEEZBIMIICT D

T35 E£% ) EFIENDAEDND,

HBAULBFNRG TISBSBRNE S (&,

EHOKEICABAL THIDDUNA U PRV,

SEERVWTE S SEITTERMMICRITBNS U,
EICH L TEHBDH Ko

Talk of labor problems Yuika & Akito





item/image/img-t004.jpg
\V/
-
o
[
= &
N
N
<
©
c
=
(o)
(o'

#ﬁ@ﬁﬁﬁﬁ
R
i
EOL@AE\ ; 5
L.Z\wﬁanv\_.\ﬂw&,.ﬁﬁ /
s QU
_ ﬂ?x«;@ <
S
W\_JA. e o
N B
aﬂ greH b
D m*n.q@wt.myz
Q =
IR (RO .
: S
mll E_T\._/W,TL






item/image/img-0008.jpg
Hoshi Furu Yoru wa SHA-CHI-KU wo Nagure 2 COLUMN

a LEENISYIEE! HEREEHHD !

<ZIWA=IWI\SZAXY F> v

HHRER

T, %ﬂl EEHBZo
BUWEB, EWHATLEE-IT,
AEI[;MW;TL%&T?;RL% !

i T}

LVRLVRLVWRL A LSREETI NS |

IO —BIRIELET Ko

A AL Z D SABREEXTHIZA LI
NI T 7LD b“:bj:zl‘l/li
XZa—ICBRNKS

EERR

AEFBR
E-—RRBAK(L
HABDLDERZS SN |
FEDBENERDRNDH !

HBEEBIE, MAISTIVD—IVEREERINE
FACUESIRISTEND 2 TLNDSDHER,
REDEEICIS BB « BUVETTRICIE
DBKIBETR) » MSEF) b
BARTNS S ENGRN'5.
HABEINNEEFRLTINEA )
FIVA—IWINSRZAAD MIBFEL !

Talk of labor problems Mr.Saitou & Akito





item/image/img-0009.jpg





item/image/img-0006.jpg





item/image/img-0007.jpg
A





item/image/toc-001.jpg
Hoshi Furu Yoru wa SHA-CHI-KU wo Nagure 2 CONTENTS

‘ | faouna 1 FABEESTERE p3 1

=7

NS
fROuhdZ BRELTTEESEFOED 935}

” e
-
2 {Rounds BEEEHSEHERY pesj

I=IbEh

{Round4 BRATERL p119j

%\E =)

) | {Round 5 CHABRTVAEIRLT p18s3 ]
e

{RoundG REIRDRE p215]

y - {IE’D—G" RKDHIFTNRTE 9251j

HTOMERIGT IV 3V THD.

FETHAY - Bl - B G—YBFBD F A, S

088 - AXAS2 N/ BARVE HEME p280
08 - AXFHA >/ BRELDT (LYHTFI5T452)






item/image/kuchie-001.jpg
GNERS’ RO EOIKES S
DD S L0
BADIN—KES
I i





item/image/kuchie-004.jpg
= = BULRBEVEREFL
ZEN.EROLRE EDHDOLE b R

BUPR—D/ BUP

- EUDLTTND -+

BT WETERS | w21 OSHEOBESR

ChIBETBICRTEN 4 B BORFRFHIEFSE
T RTHO/ BE, [P z i

. N <TZOFEHRETES
A E0working! 4% NE<BLTIN,

BIFTTDTT— XD

)OO E<SHOREE |

HETUR/
-

TTEOESDL
31JET-NIIT

BEIDT/ FATH
EUNHEOHEME
BATUBLSE P L)
FELDK!?

TFEN COEBEERR
UEDRBIAL . FShRA

DUT HBNICEBIESTE
K HOBEDETEH K
FFEOEANUPRID?






item/image/kuchie-005.jpg
vo ) ZREEARTUSEVY SO

x vo @ > F S wN NIRRT FwomULSLIS ~
- o \

ﬂﬁﬁ vo@ Bwazous movagmo

“& w.wnc RS AT~
‘*/. ‘A %O@ LY NE OBE W D4y V7

.IN\\ &»m%f”»hﬁ(ﬁnufol
%o@&é%&t»«ﬁwﬁu%&&%beb!
‘ TR DS PRBW—

AS O rQUp A © 1 A O I —

vo @ WwETALRRBO HeRS—





item/image/kuchie-002.jpg
@777.comF
< 2HAEY—ER
BENKFEIHEIC
BELUS®SN5. B
BEESOE. MREE
CENBELTHDE
D /)BT
SYTEHDIEL/

DroEmEFRAN=D,
HEORFRBEBIA
BIU—&/ COBMET
B.BDT7T7—3k7)

|
DOBDHIITOSHE H5
BICHETHIFEID,

@z=c. BAICORETS
BRI
DICRBABESTHEITE
FIBUT BEFERDDOEOH
EAEORTIS STRAE IR
RECTIN,

@ 7hb.2hisR
CEETALOER
BAEIEDSI
BN? D BHED
WFIC/ SIWD
ELO HBET
BFEHUEFESE/
ESIITHIE!






item/image/kuchie-003.jpg
e 51— EZERD
BHUIED? AR

@uEonATE. |
BEMICALSNT

\BHEH#(?)E0R
HELSE0
ENBELUONU
5,76 262 6E
FESTAEUTH
[ERIIEE0ED?

@urud.chid A
FER&TTvIEDT

>3 \ t FEIOHBTH B
e | D/ RESE, £ TR
[ | B.EIZROBDEHD

OB BECRICTD. HE
AOEUBHBATEST,
BRFERNETL,

@uznzeavns
B350 BEED. N ||
UI—y3 8B

| #Lcc 250580
5ELUTOBBERIC

L/ BCotTEIBES,
= &S FBHICEN
2V SITOBIES,






item/image/img-0004.jpg





item/image/img-0005.jpg
Hoshi Furu Yoru wa SHA-CHI-KU wo Nagure 2 COLUMN

LEBNISy It HEREEHRD !
Ei <

—J e SALT s INSIRX> v

{ LS ‘
FOAR zrsﬁﬁ\ ifékﬁif?%%b‘cmrom\ }

Svhto sS4 A5)2€%z%$&

MADo fITID. EN? 7
HBOFEICIIRNVEETINDRAL

s | 7
@ P\]F&ﬁli MEEEEEDREFI DTRLTS,

PYNWVER > THEZI ST, RECHISEE,
BRRANEARCUEEHRZELKLDS D TES,
AR OIBESRN ST SD.

HEOFNEMFT BIzHICIE

D=2 + 547 + NSURDERDUBBERARBAT,

n
¢

HUTIDA! AEoT. “2
AEDEFDINS IR SUE =2
BohEEZTOETDI

£ : &£5F=100: 0!
CNHFASEST
RBRINSIRBDTITD !

TER
<<ﬁmt_mv ~~~~~~ E<ﬁtﬁb&utj

Talk of labor problems Akito & Miu





item/image/img-0002.jpg
Hoshi Furu Yoru wa SHA-CHI-KU wo Nagure 2 COLUMN

E LEENISYIEE! HEREEHD !

<LTHDHEEEL > hd

S | 7 y \ \
FARDIND DT, .fn’ﬁi%%%a);zmtxni‘itﬁittﬂ

ZHOHBHERE, W &R,

I=IV&h

TIEDERENEFEZES| 9D ENSEZ BN

BRERATEER. BEINTRDRBEDI=NDICE.
THNHRICHTIRRS < EIFA,
TE. FEFEBARFCDAEF TIHENTNSR,

| 7+
@ 1985F(CIFBRRABRISEENHEINT,

MRZERHE T HERFFUETNIZATZ LR
TE. SOHBCIHERE LT

Bt ZHORICEEBENBS U,
ZHOEEHSAEEA TIRNEL,
BIONSERLBRSRNU - E3 UTRDHR?

775 ICE MR RI -4
SABSEZSD TLES, =
[ENNs DL BLFES,
ZICEBAAHICH 1 008~
2006MZERTEDE ! )

B | 7+t
3 NS, ACEABRBRICRBAL L ? }
2

BUDEESENBELT VREBEZFSDNKEILS

Talk of labor problems Akito & Ms.Cool





item/image/img-0003.jpg





item/image/img-0001.jpg





